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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　複数の国が入り乱れた大陸の西せい端たんにあるため、海に面した部分が多い大国クルセージュ。その壮そう大だいな王宮の奥まった一室にて、三人の男が密談している。

「──そういう訳で、俺たちに力を貸して下さるのは、陛へい下かにも利り益えきのあることかと存じます。〈翼つばさの祈いのり〉とシルディーン、このどちらが勝者となったとしても、最終的には陛下の愛する国が次の標的となるのは間違いないでしょうから」

　危険な旅に幾いく分ぶん面おもやつれした様子でありながら、自みずからの疲労などおくびにも出さずに熱心に語り終えたのは、浅黒い肌はだを簡素な皮かわ鎧よろいで覆おおった黒くろ髪かみの男だ。だが彼、バルロイ・レクサンドールの訴うつたえを聞き終えても、部屋の主ぬしは特に感かん銘めいを受けた様子はなかった。

「──大方の話は、分かった」

　白いものが交まじり始めた顎あご鬚ひげをかきながら、小さなあくびをしている厳いかめしい顔つきの大男。肌の色を理由にした差別を受けてなお誇ほこり高きラグラドール人であり、凄すご腕うでの傭よう兵へい団長でもあるバルロイは、通常ならこんな態度を取られて黙だまってはいない。

　だがバルロイも、その斜ななめ後うしろに控ひかえている黒髪のシルディーン人も、ただじっと眼の前の男の次の動作を待つばかり。

　一見無む造ぞう作さに腰掛けているだけの壮そう年ねんの男は、髪にもちらほらと白いものが交じり始めたような歳としだ。しかし腕うでに覚えのある二人にも、容よう易いに手を出しかねる風格と威い圧あつ感かんを備そなえていた。

「残ざん虐ぎやく王おう」の異い名みようで知られるクルセージュの王、デュランダール・サイラス・ド・クルセージュ。クルセージュやシルディーンを含めた近きん隣りん数ヶ国の国教であり、政治にも深く関わっている〈翼の祈り〉の聖職者を国外へ強制退去させた、神をも恐おそれぬ人物。

「神の名を盾たてに、己おのれの欲望を遂とげることにしか興味のない〈翼の祈り〉の連中を、この機に完全に叩たたき潰つぶす。悪い話ではないな。いまだ余よに挨あい拶さつにも来ない、不ふ遜そんなシルディーン新国王にもそのうち仕置きをくれてやろうかとは思っていた」

　頭部も含ふくめた虎とら一頭分の毛皮でできたマントの表面を、退たい屈くつそうに撫なでながらデュランダールはさらりと言ってのけた。一見怠たい惰だな振る舞いではあるが、日焼けした腕は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしており、眼には鋭するどい光がある。

「しかし、バルロイとやら。貴様らラグラドール人もまた、我が国に巣すくう悪あしき種であることを忘れていないか。貴様らを飼かうために、どれだけの負ふ担たんが国庫にかかっているか知っておろう？」

「そいつは見解の違いですね。俺たちはただ、求められるに従って力をお貸しするだけで」

　バルロイにとっては、聞き慣れた、そして想定内の指し摘てきである。国民の九割が傭兵稼か業ぎように従事するラグラドールは恐るべき武力を各国へ提供しているが、特定の主人を作らないのと金への執しゆう着ちやくのため、ひどく嫌きらわれてもいるのだ。

　何事もなかったように切り返そうとしたものの、デュランダールは鼻を鳴らしてさえぎった。

「〈翼の祈り〉とラグラドールとシルディーン。この三者が互いに食はみ合い、弱ったところでおもむろに腰を上げるだけで、我がクルセージュは十分な旨うま味みを得られるのだ」

　殊こと更さらゆっくりと、自分たちの立場の差を分からせるように言い放つ。

　聖職者を政治の場から追い払ったクルセージュだが、ラグラドール人と完全に手を切ることはまだできていない。他国同様、生活に浸しん透とうした〈翼の祈り〉の教えは根深く、国内にも王への反発が残っているため、不満を押さえつけるための兵力が必要なのだ。

　それを見越し、無む下げにもできまいと協力を持ちかけたバルロイだが、国王デュランダールの態度は冷たかった。

「そもそも貴様らが、三者いずれかの手の者でないとの保証もないわ。〈翼の祈り〉とラグラドールが組んでいた、との話もすでに聞き及およんでおる。泥どろ沼ぬまの戦いに我が国を引きずり込んで、隙すきを見てクルセージュへの侵しん攻こうを企たくらんでいるのではないか？」

「……お耳の早いことで。確かにそう企んでいない証しよう拠こを出せ、と言われると、困りますがね」

　苦笑いしてみせるバルロイから、デュランダールは沈ちん黙もくを守っているシルディーン人へと視線を動かす。

「バルロイだけでなく、貴様もだ。〈翼の祈り〉への不信心には好感が持てるが、ライセン公国の王、などという噂うわさを聞いたことがあるぞ。野心家との評判は以前から絶たえぬし、むしろ今の状況、そなたにとっては好機なのではないか？」

　包帯で左眼を覆った黒髪の青年は、無傷の右眼でデュランダールを見返した。

「！　おい!!」

　驚くバルロイを尻しり目めに、王との対面にあたり取り替えたばかりの包帯が宙を舞う。

　額ひたいから左眼の上を通り、頰ほおまで達した傷きず痕あとをさらした青年は、淡たん々たんとした口調で言った。

「この傷は、シルディーン現国王につけられたもの」

「男が顔に傷をつけられた程度で、相手を恨うらむのか？　ましてその復ふく讐しゆうに、他人の手を借りようと言うのか。大層な噂とは裏腹の、小さい奴やつだな」

　悲ひ惨さんな傷痕を見ても顔色も変えず、皮肉を飛ばすデュランダールにシルディーン人の青年はやはり淡々と応じた。

「俺の顔の傷など、どうでもいい。だが、この傷を見たら、我が妻は……」

　その瞬しゆん間かん、傷を負おった顔になんともいえない微び苦く笑しようが浮かんだ。

「……いや、案外喜ぶかもしれないが……やはり、悲しませる。俺は、彼女のものだから」

　甘さと苦さが入り交じったその笑みをしばらく見やってから、デュランダールが尋たずねる。

「貴様らの国の王は、そうではなかった、と吹ふい聴ちようして回っているようだが？」

「そのようです。しかし、神が、王が認めようが認めまいが、俺とアリシアは互いに愛し、愛されている。……だから、許せない」

「妻か」

　押し殺した声と、そこに秘められた怒いかりを聞き取ったデュランダールの眼がふいと室外に向けられる。

「我が妻をどう思う」

　密談に使われるこの部屋に入る直前まで、その腕に寄り添そっていたクルセージュ王おう妃ひは今も隣りん室しつに控えているはずだ。

「この場でわざわざ妻の話を持ち出すということは、余が我が妻をこの世の至宝、世界に比類なき宝石として愛してやまぬことは知っておるのだろう？　その上で、答えよ。我が妻をどう思う？」

「噂どおり、美しく聡そう明めいな方のようですね」

　型にはまった答えを、デュランダールはさらに追つい及きゆうした。

「貴き殿でんの妻よりも？」

「いいえ。世界一美しく可愛かわいく愛らしく、案外聡明なのは、俺の妻ですので」

「……いや、案外賢かしこいのはとにかく、可愛いのはお前の世界でだけだろ……？　えー、クルセージュ国王陛下、俺はあなたの妻のほうが美人だと思いますよ。胸もでかいし」

　冷や汗をにじませつつ、バルロイがおそるおそる取りなそうとしたが、デュランダールは突然大声で笑い始めた。

「はははははは!!　なるほど、妻への想いについては噂どおりのようだな!!」

　愛妻家でも広く知られた「残虐王」は、砕くだけた表情でひとしきり笑ってから立ち上がった。隣室に続く扉とびらを二度軽く叩くと、待ち受けていた兵士たちがたちまち室内に雪な崩だれ込んでくる。

「この者どもを連れて行け」

　呆あつ気けに取られている二人を見るデュランダールの表情は、剛ごう胆たんな笑い声を上げた男とは全く別人のようだ。「残虐王」の二つ名に相応ふさわしい氷片を浮かべた瞳ひとみが、招まねかれざる客人を睥へい睨げいしている。

「余の何より得え難がたい宝、愛いとしき我が妻を差し置いて、他の女を褒ほめるとはなんたる侮ぶ辱じよくか。少し頭を冷やすがいい」

　言い捨てるなり、己の愛あい妻さいの腕を取って去っていこうとする背に、左眼に傷を負った青年が叫さけぶ。

「あなたこそ、我が妻を見たこともないくせに無礼なことを言うな！　だが別に見なくてもいい、これ以上悪い虫がついては困る!!」

「うるせえこれ以上しゃべるな!!　最後の希望をてめえの幼よう女じよ好きで台なしにしやがって!!」

　取り押さえようと近寄ってくる兵士たちを殴なぐり飛ばしながら、バルロイが叫んでいる。武器も奪うばわれた状態であってなお、相方の青年同様その強さはいかんなく発はつ揮きされていたが、しょせんは多勢に無勢だ。

「巨きよ乳にゆうならなんでもいいお前が言うな、俺はアリシアが幼女でも熟じゆく女じよでも愛している!!」

「謝れ！　俺とおっぱいの神様に謝れ!!」

「いいかげん貧ひん乳にゆう差別はやめろ、レネがかわいそうだろうが!!」

「今レネのことは関係ないだろうが!?　お前だって昔は巨乳のほうが好きだったくせに、日和ひよりやがってこの野郎!!」

　やけになったように叫び合う声と争う物音が次し第だいに小さくなっていくのを遠く聞きながら、デュランダールは妻と共にその場を去っていった。








　第一章　夢の王子様







　シルディーン王国中央部、海を知らないエルナンド地方。

　何百年もの昔、〈翼つばさの祈いのり〉の象しよう徴ちようである聖女アーシェルより王権を賜たまわった始し祖そ王おうの名を冠かんした地でさえ、人目をはばかりながらもこんな言葉がささやかれている。

「まさかあの、お人柄のいいクリストン伯はく爵しやくが国王暗殺未み遂すいで処刑されるとは……」

「ガーゼット侯こう爵しやくも、幽ゆう閉へいされたままだというし」

「レイデン家の当主が、反乱軍を組織しているって話は本当なの？」

　始祖王を真ま似ねて行われた戴たい冠かん式しき以来、国教〈翼の祈り〉との反目や地方伯に偏へん重ちようしすぎた政策で、新国王の評判は落ちる一方。しかもその地方伯の中からでさえ、次々と反逆者が出る始末。

〈翼の祈り〉とラグラドールとの内部抗こう争そうの影響は、彼かの国との接点であるアズベルグ地方に駐ちゆう屯とんしているラグラドール人の傭よう兵へいたちにより防ふせがれてはいる。しかし、見返りとしてアズベルグの統とう治ち権けんを傭兵たちに渡すという暴ぼう挙きよに誰もが怒いかりを感じているし、利り益えきに聡さとい傭兵たちがいつ裏切るか分からないという疑いは強い。

「アズベルグ公こう爵しやくも王家に反旗をひるがえしたというし……これならまだ、『アズベルグの暴君』が領主だったほうがましだったんじゃないか。不ふ遜そんな男ではあったが、ラグラドール人とも一定の距きよ離りを置いてうまく付き合っていたようだし」

「アズベルグの暴君」と悪あく名みよう高い成り上がり、新国王の手により国外追放されたカシュヴァーン・ライセンの評価が相対的に上がる有あり様さまだ。

　国内でも国外でも不ふ穏おんな気配は広がり続けているが、エルナンド地方の中心であるシルディーン王宮内では今のところ平和が保たもたれている。中でもその最さい奥おうにある国王の私室では、今朝も見た目上は大変微笑ほほえましい光景が広がっていた。







　重厚な赤茶色の敷しき布ふが敷しかれた大きな寝しん台だいの上で、少女が小さなあくびをしている。赤と黒で統一され、高価な調度品ばかり揃そろった室内では、地味な彼女の姿はかえって目立っていた。

「また、カシュヴァーン様の夢を見ていた気がするわ……」

　窓から差し込む朝の光に眼をしょぼしょぼさせながら身を起こし、枕まくら元もとの眼鏡めがねを探す亜あ麻ま色いろの髪かみの少女の名はアリシア・フェイトリン。シルディーン各地に家名を地名として刻きざむ地方伯が一家、名家フェイトリン家の令れい嬢じようだ。

　一度目の結婚の際に新郎が殺害されたことから、「死神姫」なる不吉なあだ名でも有名である。本人はかたくなに再婚相手であるカシュヴァーン・ライセンの妻、アリシア・ライセンを名乗っているが、残念ながら現在アリシアをそう呼んでくれる人間はごく少数しかいない。

「わ、私のことを、世界一可愛かわいいっておっしゃったような……もう、カシュヴァーン様こそ、世界で一番悪そうで強そうでかっこいいのに……」

　思い出すだけで、「おなかが痛」くなってしまう。正確には腹よりもう少し上の部分がきゅんと甘く痺しびれるような感覚を、アリシアに与えられるのはカシュヴァーンだけ。

「最近きらきらしていらっしゃって見えにくかったから、細かいところはよく覚えていないけど、とにかくかっこいいのに……角つのか第三の眼はお持ちだったかしら……あったほうがかっこいいんだけど……」

　ぽっと頰ほおを染そめながら、やけに生暖かい敷布の表面を撫なでさするようにして眼鏡を捜さがし続ける。眼鏡をかけてなお覚おぼ束つかない視力しか持たない身には、これは朝の恒こう例れい行事だ。

　でも今日はいつにも増して見つからないわ、と思っていると、突然笑いを含ふくんだ挨あい拶さつをされた。

「おはようアリシア。朝っぱらからあんまり俺の胸を触さわらないでくれよ、変な気分になってくるだろう？　そしてお前の捜し物はこっちだ」

　アリシアのすぐ横に寝そべったまま、にやにやしている黒髪の男はシルディーン国王ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。

　元々彼の顔には額ひたいから頰にかけ、右眼の上を縦断した醜みにくい傷きず痕あとがあるのだ。その傷に口角を引っ張られているため、無表情でいても笑顔に見えてしまうのだが、今のゼオルディスは単にやに下がっている。

「ふふ、しかし朝から寝台の上でいちゃいちゃなんて、まるで俺たち、新婚夫婦みたいだな？」

「ち、違ちがいます、気づかなかっただけですわ!!」

　慌あわてて飛び退のいたアリシアを追うように、ゼオルディスが身軽に上半身を起こした。軽快なその動作は、実際はかなり以前から彼が目覚めていたことを示していた。

「まあ男の胸じゃ、平らだし分かりにくいかもな。お前の胸でも、気づきにく……、おっと」

「おはようございます、国王陛へい下か、アリシア様」

　一いち陣じんの風が室内を吹き抜ける。天候とは無関係に吹く風は、シルディーン王家と〈翼の祈り〉が共同で創設した暗殺者部隊、元〈玩具おもちやの兵隊〉出身者が動く時特有のものだ。

「おはようレネ。挨拶にナイフを使うのは、ラグラドールの習慣か？」

　どさくさに紛まぎれ、見ようによっては自分よりもふくらみのないアリシアの胸に手を伸ばしかけていたゼオルディスは、眉み間けんに突きつけられたナイフに動きを止めた。

「約束を守って下さらない方には、挨拶抜きでも使用します」

　光を受けると赤くきらめく瞳ひとみを持つ小柄な少女は、構えたナイフを微び動どうだにせず言い切った。短く白い髪といい、アリシア以上に平たい胸といい、従じゆう僕ぼくの服を着ていることといい、見た目は完全に少年だが、レネは愛する傭兵団長バルロイ・レクサンドールのためならなんでもする乙女おとめである。

「分かった分かった、約束だものな。アリシアには添そい寝して子守歌を歌ってもらうだけで、手は出さないさ。今のところはな」

　悪びれない口調でうそぶくと、ゼオルディスはアリシアに眼鏡を渡して寝台を下りた。アリシアはおとなしく眼鏡をかけ、レネも何処いずこへともなくナイフをしまう。

「さあ、アリシア様、お着替えを」

　格好は従僕だが、現在のレネはアリシアの侍じ女じよのような役割も担になっている。名家とは名ばかりの家で生まれ育ち、人の手を借りずとも着替えぐらいはできるアリシアだが、レネは毎朝必ず彼女の着替えに付き添う。

「俺も手伝お……あー、はいはい、分かったって」

　それは、毎朝懲こりないゼオルディスを追い払うためだ。本日もまた、取り出したナイフをちらつかせて国王を追い払ったレネは、なぜか室外に出ようとしているアリシアの手を引いて軌き道どう修正した。







　広い部屋の隅すみ、緞どん帳ちようで間仕切りされた簡かん易いな着替え用の空間に無事に入ったアリシアは、夜よ着ぎを脱ぬぎながら礼を述べる。

「ありがとうレネ、今朝も助かったわ」

「いえ、お気になさらず。アリシア様にもしものことがありましたら、強きよう公こう爵しやく閣かつ下かに申し訳が立ちませんので」

　平然と、レネはカシュヴァーンが持つふざけた爵位を口にする。彼の生存を当たり前のように前提とする、揺ゆるがぬ態度に心が暖かくなるのを感じた。

　──カシュヴァーンがアリシアを神の許しを得ずに娶めとった罪で、国外追放されたのが今年の初夏のこと。現在、季節はゆるゆると秋へと移行しつつある。

　無論アリシアは、カシュヴァーンが追放されて死んだなどとは思っていない。自みずから〈強〉公爵などと名乗る不遜な男は、近年夫おつと馬ば鹿かが高じて視力は低下する一方だが、武力と知力を併あわせ持つしたたかな青年なのだ。

　一時は衝しよう撃げきのあまりすべての神経を閉じて、カシュヴァーンとの再婚もその後の触れ合いも「なかったこと」にしようとしていた。けれど、そんなことができるぐらいなら、そもそも衝撃など受けなかった。

「そうよ、だってあれだけたくさん敵がいたのに、時々お怪け我がもされていたけど元気でいらっしゃったんだもの……ちょっと追放されたぐらいで、死ぬような方じゃないわ」

　しかし、彼以外の『家族』や仲間たちの無事はほぼ分かっているのに、カシュヴァーンについてはいまだ音おと沙さ汰たなし。

　眠ればしょっちゅう夢を見て、一時の逢おう瀬せに「おなかが痛い」思いができるが、目覚めれば横にいるのはいつも彼ではない男。カシュヴァーンの顔を斬きりつけ、すべてを奪うばって追い払ったシルディーン新国王ゼオルディスは、毎夜アリシアに抱だきつき子守歌を歌ってもらって眠っている。

　男というより無む邪じや気きな子供のような態度のため、あまり嫌けん悪お感かんはないが、折に触ふれ彼自身が思い出させてくれるのだ。

　ゼオルディスは、アリシアにとってただひとりの「特別」に「嫌きらい」な人間。

　両親を失って以来、婚家で細々と作り上げた新しい『家族』の絆きずなを無む惨ざんに踏ふみにじった男だ。

「カシュヴァーン様の胸なら、もっと触りたかったのに……」

　先ほどの夢を思い出し、ふう、とアリシアはため息をついた。ゼオルディスもかなり鍛きたえているようだったが、彼よりさらに厚みがあって触り心地ごこちのいい、カシュヴァーンの胸板の感かん触しよくを思い出すと頰が熱くなってしまう。

「……早く、もう一度……」

　触れたいし、触れられたい。そう口に出しかけて、あまりの大だい胆たんさにアリシアはドレスをすっぽり頭から被かぶって赤面を隠かくした。横で「離れ離れになった恋人はそういうことをするのですね、参考にさせていただきます」と言いながらレネが真ま似ねをしている。

　カシュヴァーンの幼おさな馴な染じみ兼けん執しつ事じであり、誰よりも清らかな精神を持つトレイスあたりが知れば「破は廉れん恥ち！」と騒さわぎだすのだろうが、生あい憎にく彼はアズベルグ家に残したままだ。

「トレイスは、シャンテ様と初夜を過ごしたのかしら……お尻しりは大丈夫かしら……」

　とりとめもないことを考えつつ、なんとか若草色のドレスに着替え終えた。このまま緞帳を開けると、待ち構えていたゼオルディスが抱きついてくることがあるので、ナイフを構えたレネが先行する。

　しかし今日は、ゼオルディスは戸口に立って緊きん張ちようした顔の従僕の報告を受けていた。

「……あら、また……？　ううん、でも」

　違い和わ感かんを覚えたアリシアだが、己おのれの眼の悪さは散々指し摘てきされているのだ。眼鏡を変えたほうがいいかしら、とつるに手をやる彼女の横で、レネが同意を示した。

「また別の従僕ですね」

　国王の私室に顔を出すような、本来なら入念に選ばれ教育されてしかるべき従僕の顔ぶれがころころと変わる。シルディーン王家の状況を端たん的てきに示した現実に、二人の少女は少し暗い顔になった。

　地方伯偏重政策により国内での評判が悪くなる一方のゼオルディスだが、王宮内でもその状況は変わらない。

　新しん興こう貴族の台たい頭とうにより、自尊心にそぐわぬ扱いを受けてきた憂うさ晴らしをするように、城内で横おう柄へいな態度を取る地方伯たち。新国王の無ぶ聊りようを慰なぐさめるためにと、悪趣味な宴えん会かいを開いてはどんちゃん騒ぎを繰くり返す怪あやしげな人々。

　彼らばかりを贔屓ひいきする国王に嫌いや気けがさした古参の使用人たちは、日に日に数を減らしているのだ。

「ああ、そうか、来たか」

　そうこうしているうちに、ひとりだけ楽しそうなゼオルディスは、アリシアたちに気づいて手て招まねきしてきた。

「おいで、アリシア」

「嫌です」

　きっぱり断られても、ゼオルディスはますます笑う。明るく、快かい活かつに。

「はは、相変わらず嫌われているな。だが、いいから今日は付き合えよ。朝食の前で悪いが、お前にとっても懐なつかしい顔を見せてやるから」

「……懐かしい……？」

　思わせぶりな言い方、しかも食事を取る暇ひまさえ惜おしんで、という状況にどきりとしてしまうが、ゼオルディスはかすかな期待をあっさり粉ふん砕さいした。

「言っておくがカーシュじゃないぞ。黒髪の男じゃあるけどな」

　好んで口にするカシュヴァーンの愛称を使ってから、彼は意味ありげに微笑んだ。







　ゼオルディスがアリシアとレネを連れやって来たのは、シルディーン王宮にある謁えつ見けんの間まだ。

　他国の王宮であれば最さい奥おうに置かれた玉座に眼が行くのだろうが、シルディーンの場合、初見の人間はまず左右の壁に張り巡めぐらされた鏡にぎょっとする。ここは非常に臆おく病びような性格だった前国王ランドレイが、暗殺者を警けい戒かいするあまり特別にしつらえさせた部屋なのだ。

「それでも、あの方は暗殺されておしまいになったけど……そうよね、敵が見えているだけじゃ、防げないものね」

　玉座にかけたゼオルディスの足元、大きな一枚鏡を覗のぞき込みながらアリシアはレネと並んで玉座の脇わきに立つ。部屋中の鏡に映った光景が、その鏡に集められ一望できる仕掛けなのだが、努力も虚むなしくランドレイはここで殺されてしまった。

　表向き、首しゆ謀ぼう者しやは不ふ甲が斐いない国王に怒り、王子ゼオルディスを新国王にしようと焦あせった前ぜん宰さい相しようイーダルだということになっている。駆かけつけたゼオルディスたちによりその場でイーダルも殺害され、空あいた宰相の座はアリシアの反対側に立つジスカルド・オーデル侯爵が埋うめることとなった。

　だが以前、ゼオルディスは疑うアリシアに向かって告げたのだ。カーシュの真似をしたくてな、と。

　執しつ拗ように愛称呼びをするなどしてカシュヴァーンを「友達」扱いし、さかんに羨うらやましがっていたゼオルディス。実の父を殺あやめたところまでも、彼を真似、すべてを奪って……

　改めて怒りが湧わいてきたアリシアだが、ゆっくりと玉座の前にひざまずいた青年に気づいてはっとした。

「……エリクス様」

「……久しぶりだね。いや、お久しぶりです、アリシア様」

　口調を改め、穏おだやかに微笑むのは地味で印象の薄うすい黒髪の若者。オーデル地方に居きよを構えるバスツール伯爵家の元当主、現在はジスカルドに代わってオーデル地方の領主を務つとめているエリクス・バスツールだ。

「……本当に。お久しぶりですね」

　彼と対面するのは、カシュヴァーンが追放されたあの日以来初めてである。疲ひ労ろうの濃こいその顔は青白く、旅の疲れ以上の何かを感じさせたが、労ねぎらいの言葉は喉のど元もとで止まってしまった。

　ずっとカシュヴァーンが羨ましかったと、ゼオルディスと似たようなことを言うだけで事態を傍ぼう観かんしていたエリクスのことを、責めようとは思わない。元々過ぎたことは忘れる主義なのだし、弱さを自認する彼に何ができたとも思えない。

　けれど、誰に対しても「嫌い」という感情を持たずにいられたあの頃とは違う。エリクスのことを、単純に好きだとは言えない。

　──力になれなくてごめんね、アリシア。

　──僕はずっと、カシュヴァーンが羨ましくてさ。

　あの場で明確に、カシュヴァーンへの悪意を示したのは彼だけなのだ。














　瞳を伏ふせるアリシアから、エリクスもさり気なく眼を逸そらして挨拶を続ける。

「国王陛下、宰相ご夫妻まで、わざわざお呼び立てして誠に申し訳ありません」

「用件は分かっている。くだらない挨拶など不要だ、さっさと本題に入れ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしたジスカルドが、焦じれた様子で不快そうにあごをしゃくってみせた。

　高こう慢まんな美び貌ぼうには似合いのしぐさだが、ゼオルディスに先んじての尊大な促うながしに、エリクスは恐きよう縮しゆくした表情で国王を見やる。

「陛下、宰相閣かつ下かはこうおっしゃっていますが、よろしいでしょうか？」

「構わないさ。ああ、義に兄い様さまもどうぞお気になさらず。愛着のある領地の危機に際して、平静でいられないお気持ちは俺も理解しております」

　無意識の行動だったのか、ばつが悪そうにするジスカルドにゼオルディスはそつなく言ってのけた。かえって居い心地ごこちが悪そうな表情になったジスカルドは、左右にちらりと視線を送ってため息をつく。

「全く、エルティーナ様はまだしも、アリシア様などお連れせずともよかろうに……どうせ政治の話など分かるはずもない……たぶん私の顔さえよく見えていない……」

　表面上は女性への礼節を守るジスカルドにしては無礼な、そして無防備な言葉だった。ジスカルドに負けず劣おとらずの華はなやかな美貌の持ち主であり、彼に降こう嫁かした元王女、エルティーナ・オーデルがわずかに柳りゆう眉びをひそめた。

　幸いにしてゼオルディスは何も言わなかったが、現在のアリシアは事実上次代の王おう妃ひ候補なのだ。懐かい妊にんしたまま「不ふ慮りよの死」を遂とげた先の王妃に代わり、ゼオルディスが連れ回してはお気に入りであることを匂におわせる彼女を、周囲がそう見るのは当たり前である。

　だが今は、アリシア本人の興味も、先のゼオルディスの発言に向かっている。

「危機……？」

　いまいち状況が分かっていないアリシアを尻目に、エリクスが話を切り出した。

「陛下、以前からご報告しておりましたオーデル地方での反乱についてですが、率そつ直ちよくに申し上げて、これ以上は僕の手には負おえません」

「オーデルで反乱!?」

　ぎょっとして声を上げるアリシアに、ゼオルディスは意味ありげに笑う。

「おやおや、どうせなんでも教えてくれるレネにでも聞いているんだろう？」

　バルロイを助けてくれるかもしれない、という曖あい昧まいな条件でシルディーン王宮に来たレネは、基本的にはゼオルディスの護ご衛えいが任務である。しかしゼオルディスが制限を超えてアリシアに触れることを許さない、こっそりと城外の情報を教えてくれるなど、その態度は明らかにアリシア寄りなのだ。

「い、いえ、このことは……、いえその」

　余計なことを口走るのを恐れ、自主的に口元を押さえて黙だまったアリシアをジスカルドが忌いま々いましげに一いち瞥べつした。そして、もっと忌々しそうにエリクスを睨にらんだ。

「はじめから分かっていたことだ。貴様なぞに、領主の大任が務まるものか」

　ぼそりと吐はき捨てた言葉を、ゼオルディスが耳ざとく拾い上げた。

「おや義兄様、俺の采さい配はいにご不満がおありでしたか？」

「……いえ、そういう訳では」

　不服そうではあるが、ジスカルドも短く言って引き下がる。その横で二人のやり取りを観察しているエルティーナの表情には、安あん堵どといら立ちが入り交まじっていた。

「お手数ばかりおかけして申し訳ありませんが、宰相閣下、もしくは国王陛下にご足労をお願いできないかと思い、恥はじを忍んで参上いたしました。なにとぞ、ご一考をお願いします」

　ひざまずいたまま、さらに深々と頭を下げるエリクスを眺ながめ、ゼオルディスはわざとらしい思案顔を作る。

「そうだなあ、ティルも動いているらしいしなあ」

　意味ありげに視線を流され、アリシアはいささか演技の匂いが強すぎる驚きの声を上げた。

「まっ、まあ、レイデン伯爵様が!?　そのことも、全然全く存じませんでしたわ!!」

　ティルナード・レイデン伯爵。カシュヴァーンの被ひ後こう見けん人にんであり、名家レイデン家の当主であり、ゼオルディスの「友達」でもある若者だ。

「はいはい、そういうことにしておいてやろうな」

　ゼオルディスは明らかに疑っている様子である。実際アリシアは、ティルナードたちの動きについては事前に情報を得ていた。

　ただし、情報源はレネではない。だがそれを言うこともできず、黙っていると、

「噂うわさでは、ティルは俺を倒して国王の座を狙ねらっているらしいぞ？　まったく俺の『友達』たちときたら、揃いも揃ってとんでもない奴やつらばかりだ」

　これみよがしに、ゼオルディスは嘆なげいてみせた。

「カーシュはお前をだまし、フロリアンは俺を見捨て、ティルは俺の玉座の簒さん奪だつを狙うとは。ああ、なんとかわいそうな俺」

「カ、カシュヴァーン様は私をお金で買いはしましたけど、だましてはおりません!!　マーベル卿きようが去ったのは妃ひ殿でん下かがあんなことになったからです!!　レイデン伯爵様だってあなたが立派な国王であれば、謀む反ほんを企くわだてたりなさらないはずですわ!!　セイグラムがそそのかした可能性はありますけど!!」

　優秀な主あるじを探してさまよっていたセイグラム・アーレイが、ティルナードを煽あおった可能性は否定できない。けれど、あのティルナードが、という話を実際にゼオルディスから聞かされると、不思議な感動が胸に満ちた。

「でも、そうなんですの、あのレイデン伯爵様が反乱軍の中心に……さすがノーラが乗り替えただけはある御お方かた……」

　元アリシア付きのメイドであり、自称カシュヴァーンの愛人だったノーラは今やティルナードの婚約者である。ノーラの目め利ききも大したものだと、アリシアはしみじみ実感した。

　初めて出会ったティルナードは、アリシアの眼から見ても頼りない、いかにも「甘やかされたおぼっちゃん」だった。そんな彼が、昔いじめられた記憶からずっと怖こわがっていたゼオルディスへの謀反を企てた理由は、考えるまでもない。

　後見人夫妻と、この国の未来を守るためだ。

「ははは、そううまくいけばいいけどなぁ？　やはりティルじゃちょっと頼りないのか、俺に不満を持ってはいても仲間入りを拒こばんでいる奴や、仲間になってやるから先々の利り益えきを約束しろだの言っている奴もいるようだし。ま、お手並み拝見というところだな」

　余裕綽しやく々しやくでゼオルディスが答える。それもそうよね、とあっさり思い直しかけて、アリシアは踏みとどまった。

　ゼオルディスはこう言うが、ティルナードはまがりなりにも名家レイデン家の子し息そく。おまけにカシュヴァーンの被後見人であり、名声も知名度も大たい義ぎ名めい分ぶんも揃っている。

　仮にティルナード自身はただの飾りだとしても、彼という旗印のもとに新国王への不満分子が一気に集まってくる可能性はある。それはゼオルディスにとっても、馬鹿にできない勢力になるのではないだろうか。

「そうよ、だってレイデン伯爵様はお金持ちだし、昔からよく人に利用されていた方だし……ノーラのおっぱいは一部の男性に大人気だし……」

「陛下、オーデル地方の件、なにとぞ私にご命令下さい!!」

　考え込んでいたアリシアは、マーベリック・クリストンの意気込みあふれた声にはっとした。やや神経質そうな金きん髪ぱつ青年、という以外に特とく徴ちようのない彼はずっと部屋の隅すみにいたのだが、その存在に初めて気づいたのだ。

「まあ、最近影が薄いから、エリクス様以上に地味で気づかなかったわ」

　普段から視力の悪いアリシアはもちろん、ジスカルドやエルティーナも同じ思いなのだろう。ちょっとびっくりしたように眼を見張る彼らを尻目に、マーベリックは熱心にゼオルディスに進言する。

「ご命令下さるなら、オーデル地方を平定後、レイデン地方にも足を運びます。反乱軍もオーデル地方の騒ぎに足並みを合わせることを狙っているでしょうから、そこを一気に」

「オーデル地方の者たちにとっては、エリクスもお前も大差ないと思うぞ？」

　みなまで聞かず、ゼオルディスはあっさりと近きん侍じの言葉を一いつ蹴しゆうした。最近のゼオルディスのこういう態度が、マーベリックの存在感を薄める一番の原因だ。

　ひゅっ、と喉を鳴らして黙ったマーベリックの喉から、からからに乾かわいた声が絞しぼり出された。

「わ、私は仮にも、地方伯クリストン家の人間ですよ……？　それが、そんな卑いやしい生まれの男などと……」

　しかしゼオルディスの傷ついた瞳は、彼を通過してエリクスへと向かった。

「ご苦労だったな、エリクス。疲れているようだ、ひとまずはマーベリックに部屋を用意させるので休むといい。オーデル地方の件については、義兄様と朝食がてら少し相談する」

「──ありがとうございます」

　バスツール伯爵家の庶しよ子しであるエリクスは、生まれについてあれこれ言われることに慣れている。ゼオルディスの態度のひどさもあり、怒りよりも憐あわれみに満ちた眼でマーベリックをちらりと見てから、礼を述べて立ち上がった。

「ところでアリシアが退たい屈くつしているようだから、後で一緒に茶でもどうだ？」

　そのまま退出しようとする彼に、ゼオルディスがそんな声をかけた。いきなりの提案に、アリシアも眼をぱちぱちさせながらエリクスを見つめる。

　オーデル地方の件を含め、いろいろと聞き出せる機会かもしれないが、しかし。

「……ご遠えん慮りよしたほうがよさそうです。あの方にあのような眼で見られるのは、心苦しいので」

　黙っているアリシアの本ほん音ねを読み取ったエリクスが、苦く笑って自分から断った。

「若じやつ干かんお前より上のほうを睨んでいる気もするけどな。まあ、気が変わったら伝えてくれ」

　相変わらず眼の悪いアリシアをからかうと、ゼオルディスは別の提案をした。

「そうだエリクス、旅の疲れを取るために、治ち癒ゆ術じゆつの使い手を後でよこす。面おも白しろいぞ、まずは術を通しやすくするための軟なん膏こうを体中に塗ぬってな。ちなみに俺はこの軟膏にかぶれて、別の術師を呼ぶ羽は目めになった」

「ああ、あの、以前は占い師だとおっしゃった方？」

　面白そうな話題が出たので、ころっと手の平を返してアリシアが身を乗り出したが、渋しぶい顔をしたジスカルドが止めに入ってきた。

「……陛下。そういういかがわしい手合いとのお付き合いは、あまり」

「お小言もまとめてお聞きしますよ、義兄様。ではエリクス、またな」

　慣れきった態度でジスカルドの説教をやり過ごすと、ゼオルディスは改めて謁見の終了を告げた。







　謁見の間を退出したアリシアは、レネと一緒に国王の私室に戻った。朝食は部屋で取る、と部屋付きのメイドに伝えると、ようやく王宮で働くことに慣れてきた様子の彼女は「すぐにご用意いたします!!」と叫さけんで姿を消した。

　初うい々ういしい姿を見送ると、出会った当初は限りなくふてぶてしかったノーラをなぜか思い出してしまう。

　と同時に、今日はどれぐらい待つことになるかしら、と空腹を訴うつたえ始めたおなかを押さえて思った。古参の使用人たちが大勢出て行ったため、不慣れな新参の使用人たちに頼らざるを得ないのだが、おかげで何をするにも時間がかかる。

「いっそ私を料理人として雇やとってもらえないかしら。可能な限り経費を抑おさえてみせるのに。まあ、人を減らして、ついでに食べさせないのが一番経費を抑えられるけど……」

　そんなことを考えつつ、アリシアはレネに尋たずねた。

「レネ、さっきのレイデン伯爵様のことなんだけど、レネはあの話を知っていたの？」

　問われて、レネはぺこりと頭を下げる。

「申し訳ありません、断片的な情報は聞き及およんでおりましたが……最近は王宮に入ってくる情報自体が少なく、確認が取れておりませんでしたので」

「あ、ううん、いいの。だってずっと陛下を守って、そして私を陛下から守ってくれているんだから、他のことができなくて当然だわ。お金も払っていないのにありがとう、レネ」

　今のアリシアとレネの関係は、レネ側の純然たる好意に依よって成り立っているのだ。確認などしてかえって悪かったと、アリシアは礼を述のべた。

「それに……その、あ、ごめんなさい、なんでもないの」

　ティルナードの件については、情報源は他にある。だがそれは言えない。

　下へ手たくそなごまかしを聞いて、レネは決意したようだ。聞かせるべきか、迷っていたらしい情報を口にする。

「──ガーゼット侯爵閣下の処しよ刑けいが近づいている、との情報がありますが、ご存じですか」

「……えっ」

　息を飲むアリシアに、レネはかすかに苦い眼をして補足した。

「こちらも不確定情報であるゆえ、お話しするのを避さけておりましたが……陛下はあの方の処刑を餌えさに、レイデン伯爵たちをおびき出そうとしているのかもしれません」

　グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯爵。名家ガーゼット家の当主、「悪あく食じき大公」と呼ばれてしまうほど、ちょっぴり常人と違う感性を持つ老ろう紳しん士し。

　いずれ来るゼオルディスとの対決を睨み、カシュヴァーンが彼に対たい抗こうするための「飾りの王」として打だ診しんしていた人物は、そのことを理由に謀反の罪で王宮内に幽閉されている。レネは明言こそ避けているが、視線や身振りなどによって王宮最上階の一室にグラネウスがいることを伝えてくれていた。

　だが居場所が分かっていても、アリシアには何もできない。アリシア自身に戦せん闘とう能力はないし、レネにこれ以上の迷めい惑わくはかけられないが、もう少しだけ確認したいことがある。

「リュクは、ガーゼット侯爵様のところにいるのかしら……？」

　絵の才能と締め切りを守る才能を引き替えにした絵師、リュク。ぐうたら発明家のレオニアと協力してまんまと王宮に入り込み、アリシアにティルナードたちの動きを伝えてくれていた。

　期待をこめてレネを見れば、レネはグラネウスが幽閉されている方向を見て、

「オーデル侯爵夫人の紹しよう介かいという手前、無む下げにもできないでしょう。すぐに始末せねばならないほど、危険人物という訳でもありませんし」

　リュクが聞いたら複雑な顔をしそうだが、絵を描く以外にこれといった能力がないからこそ、彼は殺されずにすんでいるようだ。ひとまずアリシアはほっとして、そしてきりりと表情を引き締めた。

「じたばたしても、仕方がないわね」

　レネから聞ける情報もこのあたりが限界だろう。グラネウスのことは心配だが、下手にゼオルディスに助じよ命めい嘆たん願がんしたりすれば処刑を早めることにもなりかねない。アリシア自身の貞てい操そうの危機を招く可能性は、さらに高い。

「無む闇やみに逃にげ出したりして、私にまで何かあったら、助けに来て下さる方々に悪いもの。……命だけは取られないことは分かっているし、本もいっぱいあるし、ご飯はおいしいし。だから信じて待てるわ、私」

　ゼオルディスの気まぐれひとつで、どんなひどい目に遭あわされるか分からない身ではあるけれど。今できることはこれだけ、と腹を決めればアリシアの切り替えは早い。

「さてと、今日は何をしようかしら。そろそろ読む本がなくなってきたのよね……」

　ゼオルディスはまだジスカルドたちと話し込んでいるのだろう。少しでも彼と顔を合わせる時間が減ったと喜ぶことにして、アリシアは趣味の本の物色を始めた。







　読書で紛らわせられる程度の待ち時間で、無事に朝食を取ることはできた。

　だが食事を済ませてしまえば、他にすべきことは何もない。助けを待つだけの軟なん禁きん中ちゆうの身の上では仕方がないが、何もせずに生きていける「贅ぜい沢たく」を喜ぶには、少々時間が余りすぎている。

「『雨あめ悪あく』も面白いのだけど、さすがに読み飽あきてしまったわ。最後から読んでもみたし、レネと読み合わせもしたし」

　窓まど硝子ガラスにびっしりとぶよぶよした塊かたまり状じようの悪あく霊りようたちが貼はりついた挿さし絵を見ながら、寝台に腰掛けたアリシアはため息をこぼす。

　実は作家でもあるグラネウスの著ちよ作さくのひとつ、『雨の日には悪霊が大合唱』。恐きよう怖ふ小説が大好きなアリシアの愛読書だが、いいかげん愛読しすぎてしまった。

　現実の窓の外はすでに真っ暗だ。夕食も済ませ、後は寝るだけなのだが、食べて本を読んでいるだけの生活ではあまり眠くもならない。

「ガーゼット侯爵様がお暇なら、新作を書いて下さらないかしら……リュクの斬ざん新しんな挿し絵つきで……でなければいっそ、悪霊レーガッタが主役の番外編でも書こうかしら……」

　ついには創作にまで手を出しかけた時、部屋の隅で黙もく々もくとナイフを突き出す練習をしていたレネの姿が消えた。

「レネ？　……あっ」

「ただいまアリシア。おや、また『雨悪』を読んでいるのか？」

　前触れなく戻ってきたゼオルディスは、立ちふさがったレネの刺さすような視線をまるで気にせずアリシアに話しかけてきた。

「お、お帰りなさいませ」

　迎むかえの言葉に、ゼオルディスは嬉うれしそうに頰を緩ゆるめる。

「ただいま。お前が待ってくれていると思うと、帰って来る甲か斐いもあるというものだ。ミューゼの奴は……まあ、あいつも形だけ挨拶ぐらいはしてくれたか」

　唐とう突とつに亡なき妻の思い出を口にしたかと思えば、唐突に笑い出す。

「あっ、そういやお前も俺のことが嫌いなんだっけな!!　形だけの挨拶で迎えられているのは同じか、あはははは!!」

　いつにも増してゼオルディスの情じよう緒ちよが不安定な一いち因いんは、アリシアにも分かった。

「……酔よって、いらっしゃるの？　また……、何かの宴うたげですか？」

　口紅の跡あとがついて乱れた襟えり元もとを中心にして、きつく漂ただよう酒の匂い。アリシアは緊張して腰を浮かせる。

　地方伯偏重政策にくわえ、元から貧ひん弱じやくな国庫をすさまじい勢いで食い潰しているのは、ゼオルディスが次々連れてくる奇妙な客人たちと、彼らと開く宴だ。一度など主しゆ催さい者しやにも誰が参加しているのかよく分からない舞ぶ踏とう会かいを開き、そこでマーベリックの父・クリストン伯爵による暗殺未遂まで起こったのに、全く懲りた様子がない。

　アリシア個人としては、占い師だの魔術師だの吟ぎん遊ゆう詩人だのという奇妙な客人たちには興味津しん々しんである。むしろ宴の席に交ぜてほしいぐらいだが、酔ったゼオルディスは普段にも増してべたべたしてくるから厄やつ介かいなのだ。

「ああ、ちょっと義兄様とエリクスと飲んだんだ」

「まあ、あのオーデル侯爵様とお酒？」

　意外な答えに驚くアリシアの側そばに、ゼオルディスが近づいてきた。レネは油断なくその様を見張っていたが、彼女は急に戸口のほうを向いた。

「陛下、オーデル侯爵夫人がおみえですので、アリシア様から離れて下さい」

「ははは、レネは何かにつけて俺とアリシアの仲を裂さこうとするなあ」

　くっついていたって話はできるだろうに、などという戯ざれ言ごとも耳に入らない。アリシアは当とう惑わくして首を傾かしげた。

「あら、今度はエルティーナ様……？」

　まさか、ジスカルドの次はその妻と酒しゆ宴えんでも開くのだろうか。混乱するアリシアの前に、勢いよく扉とびらを開いてエルティーナが現れた。







「ゼオルディス……！」

　怨えん嗟さのこもった声で、エルティーナは弟の名を呼んだ。最近は公式にも非公式にも国王陛下、と呼びかけて意い図と的てきに距離を置いているはずだが、今の彼女にそんな余裕はなさそうだ。

　美しく結ゆい上げた金髪をかすかに乱し、珍めずらしい紫むらさきの瞳は押し殺した怒りにきらきらと輝かがやいている。華やかな美女ではあるがどこか退たい廃はい的てきな、気け怠だるい雰ふん囲い気きを漂わせていることの多い普段の様子とはずいぶん印象が違った。

「これはこれは姉様、さては姉様も俺と酒を飲みたいのですか？」

　エルティーナの背後で、止めることもできず遠巻きにしている侍女や衛えい兵へいの一団を手を振って追い払いながら笑っているゼオルディスに、エルティーナはぴしゃりと言った。

「あなたのおふざけを聞いている暇はないの、ゼオルディス」

　怒りに任まかせ、彼女はずかずかと国王の私室に入ってきた。そのまま後うしろ手に扉を閉め、好奇心に満ちた使用人たちの視線を封ふうじるやいなや、正面から弟を睨みつける。

「ジスに聞いたわよ、アズベルグに駐ちゆう屯とんしているラグラドール人をオーデル地方に向かわせるですって!?」

「え？」

　荒い口調での詰きつ問もん内容に、アリシアはますます混乱してしまった。

「そんな……、でも、よろしいのですか？　そんなことをしたら、ア、アズベルグのように……」

　今やアリシアの第二の故こ郷きようとなった地の現状を思い出すと、胸が痛む。

　カシュヴァーン追放、そして次の領主として指名されたアズベルグの地方伯ディネロ・アズベルグの王家への反逆により、彼かの地は王家の直ちよつ轄かつ地ちとなった。だが現在実質的にアズベルグを支配しているのは、シャンテ・キャストリーその他二名のラグラドールの傭兵団長たちだ。

　彼らはアズベルグに巨大な兵力を置き、現在ラグラドール国内で起こっている〈翼の祈り〉とラグラドール人との内乱がシルディーンに波及しないよう防ぼう衛えいしている。しかしいつ自分たちの国内の争いのほうに興味を示すか分からない上、アズベルグはシルディーン全土の安全と引き替えに傭兵たちに売られたも同然だ、という非難の声は高い。

　オーデル地方も同じ状況に陥おちいるのでは、という懸け念ねんに対し、ゼオルディスは悪びれない態度で応じる。

「仕方がないでしょう。誰かさんが俺の首を狙っている以上、国王軍を下手にエルナンド地方から動かす訳にはいかない。姉様もご存じのとおり、オーデルとアズベルグは隣りん接せつしていますしね」

　近いのだからいいだろう、と簡単にゼオルディスは言う。しかしアズベルグ地方がラグラドール人に支配されるのと、オーデル地方がラグラドール人に支配されるのでは意味合いが全く異なるはずだ。

　北の辺境アズベルグは一年中どんよりした灰色の空と湿しめっぽい空気に支配された、陰いん気きな土地。おまけにラグラドール人がシルディーンに入る際の玄関口でもあり、「アズベルグの暴君」が君くん臨りんする以前から、好んで近づきたがる者は少なかった。

　かたやオーデル地方は、シルディーンでも有数の名家オーデル侯爵家が治おさめる土地。近年力を失って久しい地方伯の栄えい華がが残る、地味豊かで美しい場所だ。

　オーデル地方までがラグラドール人に蹂じゆう躙りんされたとなれば、その怒りと悲しみはアズベルグ地方が彼らの手に陥おちた時の比ではあるまい。

「作物の採取量だけでも、大違いですもの……アズベルグで採とれたものでも、オーデル地方で採れたようにごまかせばより高く売れるとも聞くし……」

　アズベルグへの愛着は深いものの、両方の土地の収益率などを合わせてアリシアは冷静に判断した。エルティーナも声を震ふるわせ、

「アリシアでさえ分かることが、あなたに分からないとは言わせないわよ。ゼオルディス、あなたには国王として、シルディーンを守る義務があるの」

　興奮しているのか、微び妙みように失礼なことを口走る姉にゼオルディスは笑う。明るく、快活に。

「ええ、もちろん。だって俺は、そのために今までがんばってきたのですから」

　笑みに引っ張られて傷口がよじれ、いつにも増してぞっとするような顔になったゼオルディスから心持ち身を引きながらも、エルティーナは言葉を止めなかった。

「……そう、そのためにあなたはすべてを奪われた。お父様とイーダルにね」

　意味深長な言い回しに、泥どろイモの収しゆう穫かく高だかについて思いを馳はせていたアリシアもはっと我に返る。

「すべてを、奪われた……？」

「図書館の幽ゆう霊れい」ゼオルディス。長く待たい望ぼうされていたはずの王子が、父王と宰相も承しよう知ちの上で図書館に隠された地ち下か牢ろうに閉じ込められていたことはすでに知っていることだ。

「復ふく讐しゆうがしたいの？　ゼオルディス。……今度はあなたが、すべてを奪う側に回るつもりなの」

　エルティーナが賭かけに出ていることは明らかだった。アリシアやレネといった部外者がいることを承知で、彼女はシルディーン王家の秘密を語ろうとしている。

「国王の義務？　復讐？　そんなことはあなたが考えるべきことではありませんよ、お姫様」

　けれどゼオルディスが返すのは、嘲あざけりすらない無邪気な笑顔だ。さも参った、と言わんばかりに肩かたを竦すくめると、

「それより姉様、アリシアが読む本がなくなって退屈しているようです。侯爵夫人として、宰相の妻として、未来の王妃の退屈を紛らわせることこそがあなたがすべきことでは？」

「わ、私は未来の王妃なんかではありません!!」

　どさくさに紛れた発言にアリシアが突っ込むが、ゼオルディスは素そ知しらぬ顔だしエルティーナもそれどころではないようだ。顔色を失っている彼女に、笑いながら続ける。

「読書仲間として、ご自分の蔵書でも持って来て下さればよかったのに、気が利きかない方だなあ。甘ったるい乙女向け小説の類たぐいは、もう必要ないでしょう？　だって姉様は、最高の王子様をとうの昔に手に入れておいでだ」














　華やかな美形で血筋も能力も申し分ないが、女性を動く宝石ぐらいにしか思っていない最悪の女たらし。ゼオルディスとは違う意味で性しよう悪わる王子のジスカルドを、エルティーナは一いち途ずに愛している。

　一般的には互いに愛人を作り放題、夫婦仲は冷さめきっていると評判のオーデル夫妻の関係を、ゼオルディスは正確に看かん破ぱしているようだ。

「義兄様は最近、俺にもとても優しくてありがたいです。オーデル地方への派兵の件だって、快こころよく受け入れて下さった。さすが我が姉上、男性を見る眼がおありですね」

「……何が快く、よ。ジスがお酒を飲めないと分かっていて、酔い潰して判断力を奪っただけでしょう……!!」

　酒を受け付けない体質のジスカルドは、わずかな飲酒でたちまち前後不覚になる。自覚があるため普段はさり気なく断るのだが、他人の嫌がることを見抜く能力に長たけている上、国王である義弟おとうとの誘さそいは断れなかったのだろう。

「確かにオーデル侯爵様には、ちょっとぐらい強制的にでもラグラドールの方と仲良くしていただきたいとは思っていましたわ。ですけど、今この時でなくてもいいはずです!!」

〈汚お泥でいの民〉などという差別用語を使ってはばからないジスカルドは、ラグラドール人嫌いでも有名だ。この際恩でも着せられればいい、とアリシアも思わないでもないが、あまりにも時期が悪すぎる。

　レネまで視線による非難を送ってきているが、ゼオルディスは怯ひるむ様子を見せない。

「オーデル地方への派兵は、あなたの夫である宰相閣下と国王であるこの俺が、領主であるエリクスの嘆たん願がんに報むくいるために決定したことです。あなた方お姫様たちの意見など必要としておりません」

　最早この件について、話し合う必要性はない。暗に突き放すその声は強く、厳げん然ぜんとした意思に満ち、故こイーダルが熱望した「強い王」そのものだった。

　だが唇くちびるを嚙み締めるエルティーナを見つめるまなざしには、やがて絡からみつくような熱がこもり始める。

「それとも、姉様もアリシアのように、俺に添い寝して子守歌を歌って下さいますか？　それなら大だい歓かん迎げいですよ」

　顔を強こわ張ばらせたエルティーナが反射的に後ずさった。愁うれいを帯おびた眼が、アリシアに移る。

「アリシア、あなた、まさか毎晩……」

「……ええ」

　添い寝と子守歌を強要されているのは事実なので、アリシアは小さくうなずいた。ひどく悔くやしそうな、つらそうな表情になったエルティーナはドレスの裾すそを捌さばくなり、挨拶も抜きで出て行ってしまった。







　幽ゆう鬼きのような表情で出て行ったエルティーナを見送り、ゼオルディスはくすくす笑っている。

「姉様は何か大きな誤解をなさっているようだが、まあいいか。さて、ちょっとは退屈が紛れたか？　アリシア」

「……ますますあなたのことが嫌いになりました、陛下」

　誤解の内容は不明だが、今のやり取りでエルティーナが傷ついたことだけはアリシアにも分かった。眼鏡の奥から睨みつけてくる青い瞳を、ゼオルディスは面白そうに見返す。

「そう怖い顔をするなよ。そうだな、じゃあ別の方法で退屈を紛らわせてやろうか。お前はお話が好きだものな」

「エルティーナ様の蔵書でしたら、お持ちいただかなくても構いませんわ。私はあの方がお好きな、王子様がぞろぞろ出て来るようなお話よりも、怪物がどろどろ出て来るようなお話のほうが好きですし」

「大丈夫、俺の話に出て来る王子様はひとりだけ。そいつが悲劇の始まりさ」

　謎なぞめいた言い方をしながら寝台に腰掛けたゼオルディスは、まあ座れ、とすぐ横を指し示す。ためらいを感じたが、レネがナイフを光らせながらうなずいてきたので、アリシアは警戒しつつも示された場所に腰を下ろした。

「昔々、あるところに、王様の子供を身ごもったメイドがいました」

　早さつ速そくゼオルディスが「お話」を始めた。おとぎ話のような口調だが、内容は妙みように世せ知ち辛がらい。

「王様は堕だ胎たいせよと命めいじましたが、メイドは古里に帰ってこっそり男の子を産みました。生まれた子供は自分が王家の血を引いていることなど知らず、農民として貧まずしいけれど幸せに暮らしていました」

　怒りも警戒も消えてはいないが、悲劇を感じさせる始まりにアリシアはちょっとわくわくしてきた。いつ王位継けい承しよう権けんを賭けた醜い争いが起こるのかしら、と胸をときめかせる彼女に、ゼオルディスはにこやかに続ける。

「けれどある日突然宰相がやって来て、実は王子様だった男の子を無理やりお城に連れて行こうとしました。母親は必死に抵てい抗こうし、せめて自分も連れて行けと懇こん願がんしました」

「……宰相？」

　ひとつひとつの語句が妙に現実味を帯びている。

　これは本当に「お話」なのだろうかと、疑問を抱いだき始めたアリシアをよそにゼオルディスの「お話」は進行する。

「仕方なく、宰相は母親も一緒にお城に連れて行きましたが、男の子と一緒に暮らすことは許しませんでした。男の子にも、本物の母親も含めて、今までの暮らしはすべて忘れるように厳しく言いつけました」

　何もかも忘れて。捨てて。奪われて。

「最初は泣いてばかりだった男の子は、やがて泣かなくなりました。自分が立派な王子様になれば、自分自身と本物の母親も含めて、国中のみんなが幸せになれると言われたからです。だから涙を拭ふいて、一生懸けん命めいいい王子様になるための勉強をしました」

　にこりと、ゼオルディスはとびきりの微笑みを浮かべた。傷に歪ゆがんではいるけれど、涙をどこかに置き忘れてきたような、一点の曇くもりもないいつもの笑顔だ。

「そして同じく、最初は泣いてばかりだった男の子の母親も、やがて泣かなくなりました」

　いつしか怒りも警戒も忘れ、聞き入っていたアリシアに不意に問いが投げかけられる。

「どうしてでしょう？」

　口元によくできた笑みを貼りつけたまま、ゼオルディスは答えを待っている。

　一方的に語られるだけだった「お話」から、刃物のように突き出された問いかけにアリシアは一瞬きょとんとしてしまった。そして、少し考えてからこう答えた。

「……男の子が、悲しまないように？」

「──く、あはははははは!!」

　たちまち破は顔がんしたゼオルディスは、手を伸ばしてアリシアの頭に触れた。レネが一瞬反応したが、抱き寄せたりすることはなく、その手はカシュヴァーンが好んだように亜麻色の髪を優しく撫でるのみだ。

「お前は優しいな、アリシア」

　穏やかにそう言うと、いきなりあくびをした彼は寝台に横倒しになった。

「さて、俺もそろそろ酔いが回ったようだから寝るかな」

　そのまま上掛けの中に潜もぐり込もうとしているゼオルディスに、思わずアリシアは自分から身を寄せた。

「あの、お話の続きが、とっても気になりますわ。教えて下さらない？」

　何やら興味深い「お話」を途中で切り上げられ、中ちゆう途と半はん端ぱに火が点ついた好奇心の収まりがつかない。続きをせがむアリシアを、寝そべったまま見上げたゼオルディスの眼が妖あやしく光った。

「じゃあ、俺のことを好きになってくれ」

「……きゃあっ!?」

　油断していたアリシアの体は、たちまちその腕うでの中にさらわれる。レネが寝台に足をかけたが、ゼオルディスは「いつも抱いて寝てるじゃないか」と彼女を牽けん制せいした。

「世界中の誰よりも俺のことを好きになってくれよ、アリシア」

　実際腕に抱き締められてはいるものの、それ以上おかしな振る舞いはされていない。酒臭くさい息が気にはなるが、声や視線は奇妙に冷静だ。

　だからアリシアも、不思議に落ち着いた気持ちでこう尋ね返した。

「……カシュヴァーン様よりも？」

「カーシュよりも、誰よりも」

「無理です」

　迷いのない断言に、ゼオルディスは笑う。明るく、快活に。

「無理か。嫌よりひどいな、はは」

　けらけらと笑うその視線が、次し第だいに艶つやっぽい色を帯びてきた。嫌な予感がして、アリシアは身を硬かたくしたが、いかんせん抱きしめられたままでは逃げ場はない。

「なあ、アリシア」

「……はい」

「口づけしてくれ」

「嫌です」

　その気になればあっという間に唇くちびるをふさがれそうな距離に怯おびえながらも、アリシアは気き丈じように断った。

「じゃあ、結婚してくれ」

「嫌ですし無理です」

　視線でレネに合図を送ってみるが、レネも判断がつきかねているのか、アリシアの視線が枕に向かっているせいか、止めに入ってくれない。

　それをいいことに、ゼオルディスはさらに大だい胆たんな発言をした。

「じゃあせめて、俺の子を産んでくれ」

「ぜ、絶対絶対嫌です無理です!!　レネ!!」

　今朝も触れた胸を必死になって押し返しつつ叫べば、視界をきらりと銀の刃やいばが舞う。

「陛下、今のお言葉は協定違い反はんと判断します!!」

　首筋にナイフを当てられそうになったゼオルディスは、アリシアを放すと軽く寝台の上を転がって避よけた。

「おかしいなあ、普通の人間はあまりにも何回も断ると悪いと思って、最後には折れてくれるものなんだけどなあ」

　ゼオルディスとは反対側の端はしまで逃げたアリシアが、わざとらしい述じゆつ懐かいに駄だ目め出だしをする。

「だ、だって、折れてもいいようなことをおっしゃらないんですもの。この手の交こう渉しようは、ちょっとずつ条件を下げていくのが常じよう套とう手段ですのよ？」

　商売人のような物言いに笑みを浮かべながら、ゼオルディスは彼女の言葉を繰り返した。

「条件を下げる、か」

　ぎしりと寝台が軋きしむ。

　また抱き寄せられるのかとアリシアは身を引き、レネがもう一本ナイフを出したが、ゼオルディスは別の願いを口にした。

「じゃあ俺のこと、嫌いでいいから、ずっと側にいてくれよ」

　ずいぶん下がった条件に、アリシアは少しだけ考えてからさらに注文をつける。

「……嫌だと申し上げたら、ここから逃がしてくれますか？」

「無理。絶対だめ」

　にっこり微笑んだゼオルディスが、ぽんぽん、と自分の隣となりを叩たたく。嫌だったが、毎晩のことでもあるので、アリシアは眼鏡を外はずすと渋しぶ々しぶその側に行った。

　待ち構えていた腕が彼女を抱きしめる。眠りに就つく際のゼオルディスの触れ方は、相変わらず母親に甘える子供そのもの。

　たまにいきなり「男」になるので油断できないが、人ひと肌はだのぬくもりはアリシアにも不思議な安心感を与える。レネが「次は仕留めます」と殺気をこめてつぶやいた声は、それ以上に頼もしかったが。

　やがてレネが室内を照らしていたすべてのランプを消した。眼鏡も灯あかりもなくなると、誰かの腕にすっぽりと抱かれているという感覚だけが残った。

　暖かくて眠くなる。けれど、それだけだ。

　これがカシュヴァーンの腕だったら、安心感と胸の高鳴りが一度に来て、甘くも苦しい「おなかが痛い」に心を乱されるのだけど……

　このまま眠れば、また夢で会えるだろうか。

「俺はカーシュの代わりでもいいんだぞ」

　アリシアが誰を思い出しているのか見み透すかした声が、ささやきかけてきた。

「なあアリシア。俺が立派にカーシュの真似ができたら、口づけして、結婚して、子供を産んでくれるか？　よく誤解されるが、俺はこう見えて人の期待に応こたえたい気持ちが強い男なんだ」

　まだ酒精を漂わせているが、その声に眠気は全くない。早くも眠りに誘われかけていたアリシアは、明めい朗ろうな声こわ音ねに目元をこすりながら応じた。

「ちゃんと結婚していた妃殿下に、お子様を産んで、ずっと側にいていただけば、よかったではないですか……」

　ミューゼ・マーベル。「図書館の幽霊」と呼ばれていた時代のゼオルディスの世話係であり、その功労からか王妃として迎えられ、子まで身ごもった美少女。

　だが彼女は儚はかなげで従順な雰ふん囲い気きとは裏腹に、実の兄・フロリアンへの禁じられた想いを胸に秘めた情熱的な女性だった。叶かなわぬ恋心を兄に全面否定されたミューゼは、この部屋の窓から飛び降りたのだ。……腹の子と、一緒に。

　フロリアンにミューゼの想いを告げたゼオルディスは、他人の心を見抜く術に長けている。精神的にも肉体的にも潔けつ癖ぺき症しようで、「穢けがれ無き銀ぎん騎き士し」などと揶や揄ゆされたフロリアンが妹の恋にどんな反応を示すかぐらい分かっていただろう。

「ミューゼ様のことが、そんなにお嫌いでしたの……？　でもあの方だって私だって、陛下のことが嫌いなのは一緒ですわ……はっきり口にしないだけ、ミューゼ様のほうが王妃としては相応ふさわしいのでは……？」

　あのくず女のことが嫌いだった、とゼオルディスは言っていた。エルティーナが口にした復讐の、あれも一いつ環かんだったのだろうか？

「そうだな、お前とミューゼは確かによく似ている。顔と胸以外だけどな」

　微妙に質問とずれている上に失礼なことを口走ったゼオルディスは、うとうとしかけているアリシアに優しく微笑みかけた。

「似て、いる……？　同じじゃ、ない……？」

「そう、お前はミューゼじゃない。好きだよ、アリシア」

　唇が近づいてくる。異変に勘かんづいたレネのナイフの一撃をかわして、ゼオルディスはアリシアの額に軽く唇を押し当てた。

「さあ、もう寝よう。子守歌を頼……みたいところだが、お前が先に寝そうだな」

　半分夢の国に行ってしまったアリシアを抱き直し、ゼオルディスは珍めずらしく苦笑いした。

「じゃあ今夜は、俺が歌ってやろう。夜が、来たよ、泣くのは、おやめ……」

　穏やかな歌声が耳たぶをくすぐり、大きな手が髪をくしけずる。

　その夜アリシアは、春のひだまりの中、今は亡き両親とカシュヴァーンとカシュヴァーンの両親とで、いつまでも終わらないお茶会をする夢を見た。







　翌朝アリシアが目覚めた時、すでにゼオルディスは側にいなかった。

「陛下は……？」

　眼をこすりこすり起き上がったアリシアに、徹てつ夜やの影響などまるで感じさせない声でレネが答える。

「バスツール伯爵たちと朝食を取った後、宰相閣下と共にオーデル地方の視察に出られるそうです。数日お戻りにならないというお話でした」

　ゼオルディスなりに、オーデル地方にラグラドール人が赴おもむく影響を慮おもんぱかったということだろうか。傭兵たちだけではなく、自分たちも足を運ぶことにしたようだ。

「そう。オーデル侯爵様は、お酒は抜けたのかしらね……二日酔いでオーデルまで馬車に乗るとなると、かなり大変そうだわ」

　そんな話をしていたところで、レネが訪問者に気づいて戸口に近づいた。エルティーナだろうか、と思ったアリシアの予想は半分当たった。

「アリシア様、オーデル侯爵夫人からお届け物です」

　何やら重たげな箱に入った大荷物を軽々と持ったレネに言われ、アリシアは眼を丸くする。

「荷物……あら、まさか」

　蓋ふたを開けて中身を覗き込んだアリシアは、眉まゆ根ねを寄せてつぶやいた。

「エルティーナ様ったら、本当に贈おくって下さるなんて」

　中にぎっしりと詰つめ込まれているのは、色とりどりの本が数十冊。アリシア好みの恐怖小説とは全く違い、赤や桃色の表紙に金文字の箔はく押おし、美しい装そう画がを取り囲む飾り枠わくまで凝こりに凝った乙女向け小説ばかりだ。

　一番上にエルティーナが好んでつけている、高価な香水を染しみ込ませた薄うす紫むらさきのカードが載のせられていた。流りゆう麗れいな筆ひつ致ちでひと言、「もう私には必要ないから、あげるわ」と書かれている。

　考えるまでもなく、原因は昨夜のゼオルディスの台詞せりふだろう。

「どれも題名も内容も似たような感じだけど、装そう丁ていは豪ごう華かで高そうな本ばかりをこんなに……エルティーナ様にとっては、とても大切な本のはずなのに……」

　一時は女王になるためにと、勉強ばかりの味気ない暮らしを送っていた王女時代のエルティーナを支えた夢物語たち。

　ゼオルディスの言うとおり、彼女は恋い焦こがれた王子様の妻となった。しかしめでたしめでたし、で終わる物語と違い、現実には王様志向の性悪王子様との愛のない結婚生活が待ち受けていた。

　エルティーナにはまだ、この本たちが必要だったはずなのに。

　その胸中を思い、しょんぼりしながら中身を検分していたアリシアはあることに気づいて声を上げた。

「まあ、この本まで贈って下さるなんて！」

　エルティーナの大のお気に入り、今でも愛読者をひそかに増やし続けているという『夢の王子様』。絶世の美男子・ジラルディン王子の姿がまぶしいこの本まで、エルティーナが手放すとは思わなかった。

　さすがにこれだけでも返したほうがいいのではと思ったが、贈られてすぐに突き返すのは、いくらアリシアでも礼れい儀ぎ知らずだと感じた。そこで丁寧に箱を閉じ直し、レネに部屋の隅に運んでもらう。

「せっかくのお心こころ遣づかいだもの。一度読ませていただいてから、時期を見てお返ししましょう」

　アリシアの趣味とは少し違うが、元々恐怖小説を好きになったのも、人気がなくて安く手に入る上にぼろぼろの生家で読むと臨りん場じよう感かんたっぷりだったからだ。ただで借りた恋愛小説を、夫と引き離された状態で読むのも案外おつなものかもしれない。

「カシュヴァーン様みたいに、真っ黒で悪そうで強そうでかっこよくてお金持ちで優しくて、く、口づけが上手な王子様は出てくるかしら……」

　ちょっとだけ「おなかが痛い」思いをしながら、アリシアはふと思い立ってひと仕事終えたレネを見た。

「あの、エルティーナ様に直接お礼を……」

「……申し訳ないですが」

「……そうよね」

　特定の人間、具体的にはゼオルディスとレネ以外との会話や接せつ触しよくは禁じられている。禁止令を出したゼオルディスは出かけているとはいえ、下手なことはしないほうがいいだろう。

「とりあえず、私からも何かお返しをしないといけないわね。ええと、エルティーナ様は『雨悪』をお読みになったことは」

「アリシア様、その……ここにある本は、国王陛下の持ち物でしょう？」

　読み合わせに付き合わされ、『雨悪』の内容を把は握あくしているレネが言葉を選ぶ調子で制してきた。アリシアもただちに思い直す。

「そうね、人様の本をお礼にはできないから……そうだわ、エルティーナ様がお好きな話を私が書くのはどうかしら!!」

　詩などの創作は良家の子女の嗜たしなみだ。以前、アリシアの読書仲間であるシイルと互いに作った詩を披ひ露ろうしあったこともある。

「……オーデル侯爵夫人がお好きな話を、アリシア様が？」

「そうよ、悪霊レーガッタが、真っ黒で悪そうで強そうでかっこよくてお金持ちで優しくて、その、口づけが上手な人間の王子様に恋をするの!!　それに嫉しつ妬とした悪霊ペーペルザーがね……」

　これで暇を持て余すことだけはなくなった。興奮して話すアリシアに、しばらくしてからレネは「相手役は筋肉質で無ぶ精しよう髭ひげがすてきなおじさまではいかがですか」と提案してきた。








　第二章　灰色の救い主







　ゼオルディスたちがオーデル地方に旅立ってから五日後の夜だった。

「ただいま、アリシア、レネ」

「やっぱり悪あく霊りようペーペルザーが人間になった姿は、角つのが生はえた美青年がいいんじゃ……あ、あらまあ、お帰りなさいませ陛へい下か!!」

　機き嫌げん良く部屋に入ってきたゼオルディスに、レネと顔を寄せ合って夢中で話し合っていたアリシアは慌あわてて挨あい拶さつをした。

「おや、どうした。日記でもつけていたのか？」

　二人が書き込みをしていた帳面に眼をやり、そこに書かれた題名を覗のぞき込んだゼオルディスはきょとんとした。

「『昇しよう天てんするほど愛して　王子様は金持ち筋肉持ち霊感持ち』？　……エル姉様の蔵書にしては、斬ざん新しんな内容のようだな」

「ああ、これは違いますの。暇ひまな時間を使って、みんなの好きな物を合体させた素晴らしいお話を書こうと」

　思わず説明を始めかけたアリシアは、中途で口をつぐんだ。登場人物の設定と構成までできた物語について、読書家のゼオルディスの意見も聞きたいような気はするが、他に聞くべきことがあるはずだ。

「あの、ずいぶん……、お戻りが遅かったですね」

　当初レネに聞いた話では、数日で帰き還かんするということだったのだ。エルナンド地方とオーデル地方との距きよ離りを考えると、何か不測の事態が起こったと見るべきだろう。

　かまをかけるアリシアに、ゼオルディスは申し訳なさそうな顔を作った。

「待たせて悪かったな、寂さびしい思いをさせたようだ。お詫わびに早さつ速そく、十人ぐらい子供を作ろう」

「い、いえ、永遠に帰って来ていただかなくてもよかったのですけど!!」

　下へ手たな探さぐりを入れると、ろくでもない結果を招まねきそうだ。レネに任まかせよう、と判断して黙だまったアリシアに、ゼオルディスはにやにやしながら自分からしゃべりだした。

「確かに、思ったよりも時間がかかった。今まで恵まれていた分、オーデル地方の連中の怒いかりはすさまじくてなあ。俺はとにかく、ジス義に兄い様さまはやれ無能だの、領地を見捨てて逃にげただのと罵ののしられて、だいぶお疲れのご様子だ」

「まあ、あの顔以外飛び抜けたところはないけど、平均的に能力は高いはずのオーデル侯こう爵しやく様さまにそんなことを言うなんて……」

　人一倍自尊心の高いジスカルドには、さぞかし堪こたえたことだろう。そして彼のしおれた様を見て、エルティーナも気を揉もんでいることだろうとアリシアは思ったが、

「ラグラドール人たちにも散々からかわれていたし、かわいそうな義兄様。こういう時に限って、エル姉様はお出かけとのことだしな。義兄様としては、みじめな姿を見せたくないだろうから、よかったのかもしれないが」

「え？」

　アリシアは思わずレネを見たが、レネも意外そうな表情をしている。

「エルティーナ様は、オーデル地方に同行されていたのではないのですか？」

　エルティーナがよこした本をあらかた読み終えたアリシアは、レネを介して返へん却きやくしようとしていた。

　しかし王宮内に姿が見えない、とのことだったので、てっきりジスカルドたちと共にオーデル地方に行っているものとばかり思っていた。

「今の状態のオーデル地方に、姉様を連れて行ったら危ないだろう？　お姫様はお城にいるものだしな。もっとも今は、お城を離れてしまわれたようだが」

　軽い調子で返ってきた答えを、アリシアはさらに追つい及きゆうする。

「お城を離れて、エルティーナ様はどちらに……？」

「さあ？　ごく少数の召めし使つかいだけ連れてお出かけされたようだな。行く先は誰も聞いていないが、そろそろお戻りになるんじゃないか？」

　またもゼオルディスの答えはあっさりしたものだ。いかにも気のない言い方が、ミューゼが死んだ直後の態度に重なった。

「まさか、エルティーナ様……」

　思わず、窓のほうを見やる。実際は天てん井じようのほうを向いているその眼の奥に蘇よみがえるのは、花に埋うもれたミューゼの白い顔。同じぐらい白い顔をしたその兄フロリアン。

『夢の王子様』までアリシアに譲ゆずり渡し、エルティーナは姿を消した。

　もしや彼女は、ミューゼと同じ道を辿たどるつもりではないのか。

　それともフロリアンのように、と考え始めたアリシアの肩かたに不意に暖かいものが触ふれた。

　はっと眼を上げた瞬間、強い力で肩を抱だかれて引き寄せられる。

「いろいろ考えたんだが、秋の初めが準備期間的にも気候的にもいいと思ったんだ」

　逆方向からレネにナイフを突きつけられながらも、ゼオルディスはアリシアの肩を抱いてそんなことを言い出した。

「え？　エルティーナ様は、秋の初めに収しゆう穫かくできるのですか？」

　急な話題転てん換かんについていけず、いつにも増してとんちんかんな発言にゼオルディスは軽い笑い声を上げる。傷のない左ひだり頰ほおをナイフの先がちくちく突いているが無視して、

「そうだなあ、今からがんばれば、来年の秋ぐらいまでにはできるかもな？　王子か、王女か、いっそ双ふた子ごでもいいな」

　楽しそうに語る眼は、アリシアの腹部をじっと見つめている。

「え、え……？　オーデル侯爵様と、エルティーナ様の双子……？　……あっ」

　さらに混乱しながらつぶやくうちに、ようやくゼオルディスが言わんとしていることに思い当たった。青くなるアリシアの肩に、指先が強く食い込む。

「今回のオーデル行きで、さすがの俺もこのままではいけないと思ったんだ。荒れる国内をまとめるためには、景気の悪さを吹き飛ばす派手な祭りが有効。そうだろう？」

「お、お祭りは……いい案ですわね。気持ちが明るくなると、みなさん金離れもよくなりますし」

　とりあえず金の話に乗ってみるアリシアだが、ゼオルディスは話題を逸そらすことを許さない。

「ああ、お前も賛さん成せいしてくれるのか。それはありがたい。そういう訳で名家フェイトリン家の令れい嬢じようにして真なる聖女アーシェル、アリシア・フェイトリン。俺と結婚してくれ」

　真なる聖女アーシェル。

〈翼つばさの祈いのり〉の根幹を成す伝説の翼持つ聖女の再来だと、アリシアは一部で噂うわさされている。

「い、嫌いやです無理です!!　そして私はアリシア・ライセンです!!」

　逃のがれようともがくアリシアを難なく捕つかまえたまま、ゼオルディスは笑う。明るく、快かい活かつに。

「結婚というめでたい祭りは嫌きらいか。ではお前が好きそうな嫌な祭りをやろう。おじさまの処しよ刑けいとか」

　以前から懸け念ねんされていた件が、ついにその唇くちびるから出た。顔を強こわ張ばらせたアリシアだが、薄うすく笑いながら答えを待つゼオルディスを強く睨にらみつける。

「私と結婚したって……どうせ、ガーゼット侯爵様を処刑なさるおつもりでしょう？　あの方が生きていらっしゃれば、また誰かが担かつぎ出そうとする可能性がありますもの」

「それはどうかな？　お前次し第だいだ」

　思わせぶりに答えてから、ゼオルディスはさらに手の中の獲え物ものを追いつめていく。

「クロエもそろそろ用済みだ。何せすでに、真なる翼の聖女がいる」

　元聖女アーシェルであり、現在は人の娘となった少女クロエ。図書館の地下にいまだ閉じ込められている彼女の名に、アリシアは息を飲んだ。

「だらだらと監かん禁きんしておくのも気の毒だし、すでに聖女の座を降りたと宣せん言げんしているあいつを生かしておく必要もない。処分する前に、ちょっと味見はしたいところだけどなあ」

　同意を求めるように顔を覗き込まれる。ゼオルディスの右眼の傷などものともしない、むしろそれ自体は好きなアリシアだが、今はとても直視できなかった。

　どんな返事を求められているかは理解している。でも、それだけは絶対にできない。

「わ、私は、カシュヴァーン様の……、妻です……っあっ!?」

　顔を背そむけ、何度も言ってきた言葉を繰くり返したが、ゼオルディスの反応はこれまでと違ちがった。

「いつまでも、俺が物分かりがいいと思うなよ？」

　強引にあごを摑つかまれ、無理やり視線を合わされた。ぎくりと身を竦すくめたアリシアの足を、軽く横から蹴けるようにして払う。

「きゃあああっ!?」

　後うしろにひっくり返りそうになったところで、ゼオルディスの手が支えた。お姫様だっこした彼女を、悠ゆう々ゆうと部屋の奥まで運んでいく。

　ランプの灯あかりにぼんやりと照らし出された大きな寝しん台だいが、こんな時に限ってよく見えた。

「お、下ろして下さい！　下ろして……!!」

「陛下、お覚かく悟ごを!!」

　暴あばれるアリシアの前まえ髪がみが風に揺ゆれ、鋭するどいレネの声が耳じ朶だを打つ。だがゼオルディスは、少しも騒さわがずこう言い放った。

「団長のことが好きなら邪じや魔まするなよ、レネ。もうそろそろ、ミューゼの喪もは明けたと俺は思っているぞ？」

「……!!」

　今の今までゼオルディスは、ミューゼが死んで間もないからという建たて前まえにより、レネが自分を止めることを許していた。しかししょせんは、強者の施ほどこしに過ぎなかったのだ。

　唇を嚙んでナイフを下ろしたレネを置き去りに、ゼオルディスはもがくアリシアを寝台に下ろした。後ずさって逃げようとしたが、ドレスの裾すそを乗り上がってきた彼の膝ひざ頭がしらに押さえられてしまう。

　枕まくらを摑んで投げつけようとしても、微び妙みように手が届かない。これしかないかしら、と眼鏡めがねに手をやろうとしたアリシアを見下ろして、ゼオルディスはにやにやしている。

「そういえばオーデルで、シャンテとトレイスに会った。ディネロのことも聞いた」

「トレイス……、ディネロ、様……？」

　親しい人々の名前が次々とその口から出てきたので、アリシアはそちらに気を取られて動きを止めた。

「シャンテはトレイスのことがいたくお気に召めしたようでなあ、今では片時も離さず側そばに置いているらしいぜ？　ご寵ちよう愛あいが過ぎて、トレイスはだいぶ瘦やせていたが」

「ま、まあトレイスってば、さすがの手しゆ腕わんですわね……」

　カシュヴァーンには右みぎ腕うでとして認められ、ディネロにも執しつ事じ見習いを差し置いて求められ、少年好きのシャンテまで虜とりこにするとは、トレイスの愛され具合もなかなかのものだ。ティルナードの愛を手に入れたノーラよりやり手かもしれない、などと思いつつ、ディネロ・アズベルグの名にうつむいてしまう。

「そうか？　お前の手腕のほうがすごいだろう。あの『いい奴やつにしかなれない』ディネロを、あそこまで追いつめたんだからな」

　ゼオルディスの他人の罪悪感を見抜く能力はさすがだ。なじるような口ぶりに、弱々しく言い返すことしかできない。

「わ、私が意い図としてディネロ様を追いつめた訳では、ありませんわ……」

「そうだな。あいつはただ勝手にお前のことを好きになって、お前と結婚したさにカーシュを見殺しにしただけだ」

　間違ってはいないが、いちいち悪意のこもった単語の選択がつらい。

　でもこれも、ゼオルディスの手。もう分かっているから、負けない。

「リドレックが長く伏ふせって、ディネロ様が弱っているところをあなたがそそのかしたからです。ディネロ様は、私のことが好きというより……、ただ……、ひとりになるのが怖こわかっただけです」

　ディネロが自分に向けてくれた気持ちは、噓うそではなかったと思う。

　けれど彼は時計公爵とまで呼ばれ、決まりきった日常をただ領地と民を守るためだけに費ついやせる強きよう靱じんな精神を持つ男。通常の状態であれば、あそこまで暴走することはなかったはずだ。

「陛下だって……妃ひ殿でん下かを亡なくして寂しいとか、甘えたいとか、私におっしゃったじゃないですか。つらい時に、とりあえず誰でもいいから側にいてほしい、そういう気持ちはお分かりでしょう……？」

　今までゼオルディスがささやいてきた言葉を返してやると、彼は肩を竦めてみせた。

「そいつはお前自身とディネロとカーシュと俺に対する侮ぶ辱じよくだな、アリシア。そろそろ気づいてもいい頃じゃないか？　お前に独特の魅み力りよくがあることを」

　伸びてきた手が、亜麻色の髪をひと房ふさ取る。

　愛あい撫ぶするように指で梳すかれ、口づけを落とされると背筋がぞわぞわした。

「私に、独特の、み、魅力……？」

「陛下にはナイフを誘さそう引力を感じます……」

　レネの呪じゆ詛そめいたつぶやきが小さく聞こえる中、ゼオルディスはしれっとした顔で説明する。

「確かにお前は別に美人でもないし、胸もないし、金と食い物と本の話ばかりするし、何より恐おそろしく無神経だけどな。だが、なんというか……、簡単に手に入りそうで、意外に身持ちが堅かたいところとか、たまにやけに鋭いところとかに、そそられる男はいるのさ。……俺みたいに」

　髪を逆から伝うように蠢うごめく指先が、ゆっくりとアリシア自身に向かっていく。身をよじって逃のがれようとしたが、髪を摑んで引っ張られてしまった。

「ジス義兄様みたいな、正統派のいい男にはまるで効きかない魅力だけどな。この間酒を飲んだ時も、俺もカーシュも趣しゆ味みが悪いとか眼が悪いとか散々言われたし」

　酔っぱらったジスカルドはそんな話までしていたようだ。痛みに顔をしかめながらも、アリシアはつい乗ってしまう。

「た、確かにちょっぴり変わった方限定でもてるとは、ルアークに」

　自分で口にしたルアークの名前に、またしても気分が沈しずんでいく。

　真なる聖女アーシェルを迎むかえに来た、として先日やって来たルアークは、アリシアの説得にも首を縦に振らず、「二番って、こんな気分なんだ」という謎なぞの言葉を残して消えた。

「ルアークな。そういえばあいつは、この間王宮に来ていたそうだが？」

「ぜ、全然全く存じませんわ、夜中のことでしたもの!!　私はほら、眼が悪いですし、一度寝ると朝まで起きませんので!!」

　訪問自体はもうばれているので仕方がないが、話した内容は秘密にしておいたほうがいいだろう。『先生』がルアークを派は遣けんしてまでアリシアを聖女として迎えたがっているなどと知られたら、余計に再婚を迫せまられてしまう。

「はは、そうだな。お前ときたら、俺が抱きついていても平気でぐうぐう寝るんだもんなあ」

　軽い笑い声が上がり、話題が変わった。ほっと安あん堵どの息を吐はくアリシアを見つめながら、ゼオルディスはいきなり話を戻す。

「ディネロは、毎日お前とカーシュのために祈っているとさ。あいつらしいな」

　ついにアリシアの肩に到とう達たつした指の感かん触しよくが、そのひと言に紛まぎれて一いつ瞬しゆん感じられなかった。あっと思った時には、寝台の上に押し倒されている。

「やっ、い、嫌、無理……!!」

　視界をふさぐ男の体を撥はね除のけようと手を伸ばしても、ゼオルディスは小揺るぎもしない。

　ディネロに押し倒された時の恐きよう怖ふまで蘇よみがえってきた。恐怖に四し肢しが竦んで、動けない。

　いや、ここで諦あきらめてはだめだ。頭ず突つきの準備を始めたアリシアを、続く言葉が打ちのめした。

「シャンテお気に入りのトレイスはとにかく、ディネロたちアズベルグ家の連中だって、俺の命令ひとつでどうにでもできる」

　力みがない分、安っぽい脅きよう迫はくは冷たい実感を持って胸に突き刺さった。

　──本当はもうとっくに、どこかで冷たくなっているかもしれないカシュヴァーン。

　生死すら不明の「王子様」を、何もできない「お姫様」の身で待つよりは……「怪物」に捧ささげられる「聖女」のほうが、関わりのある人々をひとりでも幸福にできるのではないか？

「そんな男の正せい妃ひだ。悪い話じゃないだろう……？」

　迷うアリシアの視界いっぱいに、醜みにくい傷にねじれた顔が広がっていく。

　きゅっと唇を嚙かみ締め、せめてもの抵てい抗こうとして大して見えもしない眼を見開いていたアリシアだが、予想に反していつまで経たっても唇を奪われる様子がない。

「どうした？　期待外はずれって顔だな」

　指一本挟はさむほどの距離まで近づいて止まったゼオルディスが、からかってきた。

「き、期待なんか、していません……!!　人妻相手におふざけにならないで、どいて下さい!!」

　下へ手たに動くと事故が起こりそうで、動くに動けないアリシアが言い返すが、ゼオルディスは保たもった距離を変えない。にこやかに微笑ほほえんで、

「どいてほしいなら、お前から口づけを」

「……っ……!!」

「お前から口づけしてくれれば、今夜はこれで勘かん弁べんしてやってもいい。どうだ？　ちゃんと条件は下げたぞ」

　学習した、と言わんばかりの態度に一瞬アリシアは迷った。

「──嫌です」

　だが、答えを間違いはしなかった。近すぎて眼に痛いほどの距離にある顔を、懸けん命めいに睨みつける。

「口づけも、結婚も、こ、子供も、産みません。そういうことは、カシュヴァーン様としかしません……!!」

　かたくなな態度に若干興を削そがれたのか、ゼオルディスは肩を竦めていったん顔を上げた。

「初めてでもあるまいし、今さらもったいぶるなよ。まあ、ちょっとぐらい抵抗されたほうが燃えるけどな？」

　とりあえず口づけの恐怖は去った。しかし、ゼオルディスは自分の服の襟えり元もとをくつろげようとしている。

　彼がこれから何をしようとしているのか、心身ともに人妻となったアリシアには実体験から分かっていた。

　関節が白くなるほど強く、両の拳こぶしを握にぎり締める。

　左手の薬指で光る誓ちかいの指輪が肉に食い込んで痛いが、それだけだった。アリシアの好きな本のように悪霊が吹き出てきたり、エルティーナの好きな本のように奇き跡せきの力でゼオルディスを吹き飛ばしたりはしてくれない。

　カシュヴァーンは生死不明。ルアークは呼んでも来てくれないだろう。レネに頼ることは最早できない。

　今手が届く範はん囲いに、助けてくれる存在はない。

　──だとすれば、もう。

　今は緞どん帳ちように閉ざされた窓の方向へと、アリシアは我知らず視線を投げた。

「よせよ。聖女アーシェル本人がどうだったかは知らないが、お前には妙みような魅力はあっても翼なんかないんだ。飛び降りたら、ミューゼみたいにぐしゃぐしゃになって死ぬぞ？」

　上着の前をはだけかけていたゼオルディスが、軽い口調でからかってくる。

「カーシュに会いたいんだろう？　だったら生きていないとな。俺と口づけして、結婚して、子供を山ほど産んだ後も、生きていないとな」

　嘲あざけりの言葉とともに、その指先が今度はアリシアのドレスの胸元にかかった。襟の形が変わるほど布地を強く引っ張られ、首筋の柔やわらかい肉にこすれて痛い。

「なんだ、留とめ金は後ろか。全く、ドレスっていうのは面倒だよなあ……まあいいか、必要なら新しいのを用意してやるし、この部屋から出ないなら服なんかいらないだろう？　そのほうが、金もかからないしな」

　ふざけた物言いとともに、さらに強く布が引かれる。耐たえきれなくなった絹きぬが引き裂さかれる寸前、アリシアは無む我が夢む中ちゆうで叫さけんだ。




「ファ、ファネリー・バルスタット、女おんな男だん爵しやく……!!」




　きつく瞳ひとみを閉じて叫んだのは、シルディーン王宮内でのみ効きく魔法の呪じゆ文もん。

　びりり、と襟元を裂く音が少しだけ聞こえたが、ゼオルディスのため息がそれに続いた。

「……やれやれ、分かったよ、確かにちょっと急すぎだよな。式の日取りもちゃんと決めていないのに、いきなり初夜まで飛んだのも悪かった。お姫様を口く説どくには、もうちょっと浪ろ漫まんが必要だものな？」

　相変わらずこの呪文は効果抜ばつ群ぐんのようだ。乱された首元を押さえつつ、安堵の息を吐くアリシアのあごがいきなり持ち上げられた。

　口づけの危機第二弾かと硬こう直ちよくしたが、そうではなかった。

「ただし、もう魔法の呪文は禁止だ」

　こちらを見つめる黒い瞳に、甘い色はいっさいない。

　怪物、暴君。カシュヴァーンを、そしてその父レジオール・ハルバーストを示す単語が瞬間的に脳のう裏りを駆かけた。

「俺の前で二度と、その女の名を口にするな。いくらお前でも、ただではすまさないぞ」

　自分で教えてくれたくせに、という言葉が心に浮かんだが、口から出すことはできなかった。出せばどうなるかは、アリシアにも分かった。

　声もなくうなずいたアリシアを認め、ゼオルディスはぱっと手を離す。

「ああ、それにしても楽しみだな！　お前を頂点に組織を一新した〈翼の祈り〉を従えて、俺はシルディーンを統すべる唯ゆい一いつの権力者として君くん臨りんするんだ」

　にわかにはしゃぎ始めたその声は、酒も入っていないはずなのに酔よっぱらい以上に陽気だ。さすがに呆あつ気けに取られているアリシアの横に腰掛け、歌うように語る。

「王子も王女もたくさんいて、けれどみんな次の王になる第一王子のことを尊敬して尊重している。もちろん第一王子も、みんなの期待に応こたえるために努力を惜おしまない一生懸命な男の子なのさ」

　レネもぽかんとしているが、ゼオルディスが描く未来図は二人を置き去りに展開を続けた。

「すべての地方伯はかつての領地と領主の座を取り戻し、新しん興こう貴族たちはみんな農民に戻る。地方伯たちは威い厳げんと自尊心を持って農民たちに接し、農民たちはそんな領主を敬愛してやまない。他国もシルディーンの在あり方を羨うらやみ、俺たちから学び、やがてすべての人々は俺たちのように幸せになっていく……」

　歌劇俳優のように両手を広げ、うっとりとした表情で語り終えたゼオルディスはアリシアに同意を求めてきた。

「すてきだろう？」

　今は亡きアリシアの両親なら、出会ったばかりの頃のティルナードなら、ジスカルドなら、故こイーダルやランドレイなら感かん涙るいするかもしれない。

　しかしいかに没ぼつ落らくした地方伯の令嬢とはいえ、ひたすらに現実主義者のアリシアはとても素す直なおにうなずけなかった。

「──まるで、『夢の王子様』みたいなお話ですわ」

　乙女おとめに都つ合ごうのいい夢の結晶のような、現実感の全くないジラルディン王子が繰り返し繰り返し愛をささやき助けに来てくれる『夢の王子様』。男たちが鼻で笑うだろう少女の妄もう想そうと大差ない。

　この間話してくれた、やけに世せ知ち辛がらい「お話」とはひどく対照的だ。

「ただのお話じゃない。実現するさ。お前が俺のことを好きになって、結婚してくれれば」

　後ろに倒れ込むようにして寝台に寝そべったゼオルディスの手が、アリシアを引き寄せる。びくりと震ふるえ、身を硬くしたアリシアだが、抗あらがう術すべもない。

「カーシュみたいに俺も幸せにしてくれよ、アリシア。じゃあ、おやすみ」

　今夜は子守歌はいらないということらしく、自分が破いた襟元あたりに顔を押しつけてゼオルディスはさっさと眼を閉じてしまった。

「き、着替え、を……」

　ドレスがしわになる、と訴うつたえかけて、アリシアは諦あきらめた。この状況で服を脱ぬぐのは、明らかにまずい気がする。

　かといって、眠れる訳もない。ゼオルディスの腕にぎこちなく包まれたまま、重いため息をこぼすしかなかった。

　今夜は夢でも、カシュヴァーンに会えそうにない。







　翌朝、何事もなかったかのようにゼオルディスは目覚め、「ジス義兄様の見舞いに行ってくる」と言い残して部屋を出て行った。

　アリシアはといえば、明け方近くにようやく少しだけうとうとできたが、寝不足で眼の下に薄いくまができている。着たまま寝る羽は目めになったドレスはくしゃくしゃだし、緊きん張ちようで強こわ張ばった体中が痛い。

「……眠れないって、つらいのね……」

　先行き不明の軟なん禁きん生活の中でも、毎晩よく寝ていたアリシアにとっては初めての経験だった。肉体は疲ひ労ろうしているはずなのに、なぜか食欲まで湧わいてこない。

「……アリシア様、まずはお着替えを。食事はすぐに運ばせますが、先にひと眠りされますか？　陛下はまだしばらくは、お戻りにならないでしょうから」

　ひと晩で顔の輪りん郭かくが削そげてしまった彼女に、レネが控ひかえめな声をかけてくれた。

　気き遣づかいは、嬉うれしかった。けれど今、アリシアがレネにしてほしいことは他にあった。

「……レネ……」

　呼びかけた声が自分ではないような、かすれた虚うつろな響きを帯おびていることに驚く。レネもわずかに眉まゆ根ねを寄せた、痛ましそうな表情になった。

「レネ、一生のお願い。私を連れて、ここから逃にげて。お礼はあなたが望むだけ、必ずするから」

「……アリシア様……」

「ジス義兄様の見舞いに行ってくる」そう言って去っていったゼオルディス。

　出て行きざま、彼は疲ひ弊へいした様子のアリシアにこう続けたのだ。昨日の続きはまた今夜、と。

　最早魔法の呪文さえ封ふうじられた。

　今度こそ逃げられないだろう。

「……申し訳、ありません」

「……ごめんなさい。分かってるの」

　深々と頭を下げたレネに、アリシアも緩ゆるく首を振った。

　無意味にレネを苦しめてしまったことを後こう悔かいする。彼女にはなんの罪もないことなのに。

　互いにうつむいた、重い空気の中でレネが静かにしゃべり始めた。

「……バルロイ様は、もうすでに、この世にいないかもしれません」

　はっと眼を上げれば、レネもまたアリシアを見ていた。いつも動かない表情に、ほんの少しだけ微笑みが浮かんでいる。

　殉じゆん教きよう者しやのような決意を秘めた悲しい笑みは、最後に会ったルアークの姿を想起させた。胸が詰まり、何も言えない。

「ですが……、可能性があるのなら、私は陛下の命令に従わざるを得ません」

　当たり前のように、カシュヴァーンの生存を肯こう定ていし続けているレネ。

　それはきっと、レネも信じたくなかったからだ。愛する人が、すでに地上を去っているかもしれないことを。














「個人的に、情報を集め、策を考えてはおります。ですが……、今の時点ではまだ、何も」

「……いいの。無む闇やみに行動に出るより、本当の好機が巡めぐってくるまで待ったほうがいいわ」

　たとえアリシアとゼオルディスの間に、決定的なことが起こってしまった後でもだ。

「私が陛下との結婚を承しよう知ちすれば……きっと、あちこちから人が集まって来るでしょう。そのどさくさに紛まぎれるのが、一番いいような気もするし」

　前向きに、諦めずに。自分にそう言い聞かせ、懸命に笑顔を作る。

　こんなことには慣れている。

「その前にレイデン伯はく爵しやく様が来て下さるかもしれないし、私を聖女アーシェルとしたいならルアークや『先生』が阻そ止しするために動き出すかもしれないもの！　だから大丈夫。贅ぜい沢たくを言わないで、待てるわ、私!!」

　意識的に声を張り、元気よく宣言する姿に何かを感じたのだろう。レネはもっと痛ましそうになった表情を隠かくすように頭を下げた。

「私は少し、下がっておきます。ご用の際は、またお呼び下さい。では」

　かすかな風が寝ね癖ぐせのついた髪を揺らす。

「あっ、レネ……」

　呼びかけへの返事はない。気がつけば、広い室内にアリシアはひとりになっていた。







　誰もいない。

　そう認識した瞬間、何かに憑つかれたような笑顔の仮面が顔から剝はがれ落ちていく。

「生きて、カシュヴァーン様にお会いできるなら……」

　無表情な顔と声で、カシュヴァーンの名をつぶやいた。

　今や最愛の夫の名前が、アリシアに残された最後の魔法の呪文だ。

「た、たとえ、陛下の妻となっていても……、子供が十人ぐらいいても……、我が慢まん、しないと、ね……？」

　ゼオルディスとの結婚式の最中、駆けつけてくるカシュヴァーンを夢想する。きらきらと白くまぶしくて、顔の傷さえよく分からないけれど、とにかくかっこいいカシュヴァーンが間男を華か麗れいに撃げき退たい。

『ああ、私の王子様、来て下さったのね』

『夢の王子様』のヒロイン・イゼリアーネ姫のお決まりの台詞せりふを告げ、アリシアは愛いとしい人の腕の中に飛び込むのだ。

　その後ろから小さな王子や王女たちがぞろぞろと、『新しい父上!!』『お義と父う様さま、よろしくお願いします』と言いながらカシュヴァーンに抱きつく。なにせアリシアの子供なのだから、切り替えは早いはず。

　本当にこの未来図が展開されたとしたら、カシュヴァーンはどんな顔をするだろうか。

　分からない。想像の中で見上げた彼の姿は、白い光に邪じや魔まされてまるで見えない。

「カ、カーシュ様も、きっと……我慢……」

　震える声を無理やり絞しぼり出してみたが、ぽたりと落ちた涙がそれを裏切った。

　我慢できるはずがない。

　まずアリシアが、そんな現実に耐えられない。

　眼鏡を外し、涙を拭ぬぐって、アリシアは窓の外を見た。気持ちの良い青空がそこには広がっている。

　近づいて、窓まど枠わくに触ふれた。レネは再三ゼオルディスに「窓を固定して、開かないようにして下さい」と進言していたが、まだ実現されていないようだ。

　掛け金を外せば、窓は簡単に外に向かって開いた。アリシアの腕わん力りよくでもたやすいのだから、ミューゼにもなんの支し障しようもなかっただろう。

　軽く身を乗り出し、下を見る。残念な視力でも、落ちたらまず助からない高さであること、それゆえに見張りなどは周囲に存在していないことは見て取れた。

　続いて、今は窓枠の隅すみに束たばねられている緞帳を見やる。寝台にかかった上掛けと同じ、重厚な真しん紅くの布地はしっかりとした頑がん丈じようなものだ。

「でも、長さが足りないわね……」

　数度引っ張って強度を確認した後、アリシアはため息をついて窓を閉じた。

　緞帳を裂いたものを繫つなぎ合わせ、脱出用の縄なわを作る。何度か本で見た案だったが、試すだけ無む駄だだろう。

　レネほどの運動神経があれば話は別だが、ミューゼの二の舞がおちだ。まだそこまで、諦めた訳ではない。

「とりあえず、着替えて、食べられるだけ食事をして、ちょっと寝ましょう……」

　食べず寝ていない状況では判断力が下がるのだ。そういう時に判断してはいけない、程度の判断力は残っている。

　すでに手て遅おくれの可能性は否いなめない。今すぐにゼオルディスが戻ってきて、「続き」を始めないとも限らないけれど、まずはできることをやろうと、アリシアは裂かれたドレスを脱ぎ始めた。







　白い光だか霧きりだか分からないものに閉ざされた世界を、当て所もなくさまよう夢を見ていた気がする。

「おい、起きろ」

　曖あい昧まい模も糊ことした夢を破ったのは、どこかで聞いた覚えのある少年の声だった。

「ん……？」

　ぼんやりと眼を開くが、現実世界もあまり視界がよくない。緞帳は閉ざされ、ランプに火も入っていない広い室内に、アリシアと侵しん入にゆう者しやの二人きり。

「あら、レネが閉めてくれたのね……」

　夢うつつにつぶやきながらアリシアが身を起こすと、その上に覆おおい被かぶさっていた影も一緒に起き上がった。寝起きも手伝って、いつにも増して我が道を行くアリシアについて行けないらしく、脅おどす声がどもっている。

「し、静かにしろ。いいか？　騒ぐなよ」

「えっ……、あら」

　眼をこすりこすり、声がしたほうを見たアリシアの眼に映うつるのは浅黒い肌はだに短い黒髪の少年だ。とりあえず眼鏡をかけて見直してみたが、多少視界がはっきりしたぐらいで人物像に変化はない。

「嫌だわ、私ったら本当に眼が悪いのね。それとも夢でも見ているのかしら？　なんだかレネが、ラグラドールの少年みたいに見えるわ」

　髪の長さと体格は同じなんだけど、と思いながら感想を口に出すと、少年の眼が吊つり上がった。

「──俺を今度ラグラドール人って言ったらぶっ殺すぞ、アリシア様」

　煮に詰つめられた怒りのこもったひと言に、記き憶おくの蓋ふたが開く。眠気も吹き飛んだアリシアは、ぱっちり眼を見開いて彼の名を呼んだ。

「……ギゼ？」

「他の誰だと思ったんだよ」

　ふて腐くされたような口調で〈灰色〉の少年、ギゼがぼやいた。

　シルディーン人とラグラドール人の間に生まれる〈灰色〉は、両国の人々から差別される運命にある。そのためギゼは、強きよう烈れつにラグラドール人を憎にくんでいるのだ。

　その憎ぞう悪おはすさまじく、傭よう兵へいとして他国に影響力を持ちすぎるラグラドール人に対抗するため組織された〈玩具おもちやの兵隊〉に自みずから属したほど。しかし〈玩具の兵隊〉内でもギゼは、組織を統とう轄かつする『先生』の一番のお気に入りであるルアークへの嫉しつ妬とをたぎらせていた。

「え、あ、あ、の……ご、ご機嫌よう」

「──変わってないのな。まあ泣かれたり騒がれたりするよりはいいか」

　他に言うべきことが見つからないので、とりあえず挨拶してみたアリシアにギゼが妥だ協きようを示す。

「あの……、どうしてここへ？」

「あんたをここから逃がしてやるためさ」

　当然のごとく返ってきた言葉が、リュクから渡された手紙を思い出させる。

　おぼっちゃんが仲間を集めて助けに行く。待っていてくれ。

「まあ、まさかあなたも、レイデン伯爵様たちに加わったの!?」

　ゼオルディスに見つからぬよう、食べてしまった手紙は明らかにレオニアからのものだった。彼もあれで〈翼の祈り〉の聖職者であることを考えると、同じく〈翼の祈り〉に仕つかえるギゼと繫がりがあっておかしくはない。

　だが予想は裏切られた。

「いや、これは俺の独断だ」

　やけに真ま面じ目めな顔で答えたギゼに、アリシアは少しだけ考えてから問いを重ねた。

「どうして？　……『先生』か、ルアークの命令？」

「独断だって言っただろ!!　大体なんで俺が、『先生』はとにかくルアークの指示に従わなきゃならねえもがっ!?」

　かっと眼を剝むくギゼの口を、アリシアが慌ててふさぐ。

「お、大きな声を出してはだめ、人が来てしまうわ!!」

〈玩具の兵隊〉で三番手以下に甘んじるレネにすら、並みの男では勝てない。二番手のギゼは相当な実力者のはずだが、以前ルアークが皮肉っぽく指し摘てきしたとおり、「突っつかれると崩くずれちゃう」。

「……話は後だ。俺について来るのか来ないのか、どっちだ？」

　冷静さを取り戻したギゼが、主導権を主張するように問いかけてきた。

「俺としては、あんたをここで殺してもいいんだ。ただそうなると、後の選せん択たく肢しが減っちまうからな」

　浅黒い指に馴な染じんだ銅の指輪が光っている。手の平側に突き出た針に、ルアークの得え物もの同様の神しん経けい毒どくが塗ぬられているはずだ。

　だが元々眼が悪いアリシアに、薄暗い中、肌の色に近い指輪など見える訳がない。これみよがしに脅される前から答えは決まっていた。

「行くわ。だって私、このままここにいたら、国王陛下と結婚して山ほど子供を産まなくちゃならないんだもの!!」

「死に方ぐらいは……、あ、え、ああ、く、来るのか？」

　もう二言三言は説得が必要だと思っていたらしく、素す早ばやい返事にギゼが逆に聞き返してくる。

「ええ、だって他に頼れる方もいないし。報ほう酬しゆうは後払いでいいわよね？」

「いや、別に金が欲しくてあんたを逃がす訳じゃないけど……しかし国王と結婚か、ふーん……」

　ちらと寝台を見てから、ギゼがずばりと聞いてきた。

「あんたもしかして、あの国王と寝たのか？」

「え？　ああ、毎晩寝ているけど」

　添そい寝は事実なのでそう告げると、あまりの即答にギゼは狼ろう狽ばいを見せた。

「毎晩!?　あ、ああ、まあいいや。『先生』のあんたへの傾けい倒とうぶりを考えると、人妻だろうが未み亡ぼう人じんだろうが関係なさそうだもんな」

　そもそも結婚していたんだったし、と今さらのようにギゼは言い、「そうか、この感じにルアークも負けたのか……」などとぼやいている。

「まあいい。とにかく早く、……っと!!」

　いきなり振り返ったギゼの指先から大振りのナイフが飛び出した。金属同士がぶつかる澄すんだ音が響ひびき、二吹きの風がアリシアの髪をそよがせる。

「ギゼ、あなた……!?」

　ギゼの背後に姿を現したのは、案の定じようレネだった。神しん出しゆつ鬼き没ぼつの元〈玩具の兵隊〉としては、むしろ遅すぎるぐらいの登場である。

「レネ、お願い、見逃して!!」

　アリシアの懇こん願がんに一瞬集中力を乱されたレネの肩を、ギゼのナイフがかすめた。お仕着せの制服が切り裂かれ、紺こん色いろに赤がにじむ。

　不利を悟さとったか、黙って数歩後退したレネを睨みながら、ギゼがアリシアを抱き寄せた。瘦やせた体のどこから出るのか、という力で、そのまま荷物のように肩に担かつぎ上げてしまう。

「ちょっとは腕を上げたようだな、レネ。死にたくないなら邪魔するな!!」

「分かりました」

　すごんでみせるギゼに、レネはあっさりナイフを下ろして降参した。

「俺は『先生』に……、あれ？」

　もう二合ほどはやり合うものだと思っていたようで、ギゼは中ちゆう途と半はん端ぱな構えを取ったまま固まった。レネは彼の反応を無視して、

「ギゼのほうが技量が上です。悔くやしいですが、完敗ですね。自分自身が生命の危機にあったとなれば、とてもアリシア様のことまで救えません。バルロイ様をお救いし、その恩に報むくいて結婚していただくためには、私も生きていなければなりませんから」

　口の端はしをかすかに持ち上げた、彼女としては最上級の微笑ほほえみを見せると、深々とおじぎをした。

「ルアークがやっと来たのかと思いましたが、この際ギゼでも誰でもいいです。ご武運を祈ります。さあ、夜よ着ぎのままではお風か邪ぜを召しますから、このドレスを持っていって下さい」

「レネ、ありがとう！　あなたはノーラと同じぐらい大切なお友達よ!!」

　ギゼの肩の上で、感激したアリシアも最大級の感謝を示す。

「……俺、利用されてる……？」

　ひとり納なつ得とくのいかない顔のギゼだが、他の人間がやって来ると面倒なことになる。アリシアを抱かかえ直すと、風のように走り出した。







　室外に出たギゼは、アリシアを抱えているとは思えない速度で王宮内を駆け抜ける。

　あらかじめ逃とう走そう経路を確保していたらしく、誰かに見み咎とがめられることはなかった。あったとしても、ギゼの腕なら大した障しよう害がいにはならなかっただろうが。

　時刻はすでに夜のようで、ちらりと見えた窓の外は真っ暗だった。思ったよりも長い間、眠っていたらしい。

「ちょっとおなかが空すいたわ……」

　現金なもので、貞てい操そうの危機が遠ざかったと思うと空腹を感じてしまう。

「あとやっぱり寒いから、悪いけど少しだけ時間をくれる？　着替えたいの」

「……あんたって本当に図ずう々ずうしいのな」

　文句を言う気も失せたという風にギゼがぼやくが、さすがのアリシアも今食事がしたいなどと言うつもりはない。

　だがそれとは別に、ギゼには頼みたいことがあった。

　機会をうかがっていたところ、王宮一階、使用人たちの住まう区域に入ったあたりでギゼが立ち止まった。ゼオルディスの開く宴えん会かいに駆り出されているのだろう、周囲には全く人ひと気けがない。

「その部屋には誰もいないから、さっさと着替えろ。着替えたら元の服をよこしな。引き裂いてばらまいておけば、人間も犬も足止めできる」

　言われるまま、手早くドレスを身に着けたアリシアは、それまで着ていた夜着を物入れに押し込んで戻ってきたギゼに聞いた。

「ところでギゼ、お願いがあるんだけど。できればクロエ様とナディール様とガーゼット侯爵様とリュクも連れて逃げられないかしら」

「……あんたって、本当に本当に本当に図々しいのな……」

　一瞬絶句したギゼが、呆あきれたようにつぶやく。ここで彼の協力を失う訳にはいかないので、アリシアは譲じよう歩ほした。

「ナディール様はいいわ」

「全然譲歩になってねえし!!」

　もっと呆れた様子で吐き捨てられ、落らく胆たんしたところで意外な言葉が続いた。

「まあいいや。じゃあ、クロエ様とナディール様だけな」

「あら、ナディール様はいいの？」

「……まあな」

　煮にえきらない態度に、もう一度少し言葉を変えて繰り返してみる。

「どっちかというと、ナディール様はおまけなのだけど。あとカシュヴァーン様を探せない？」

「うるせえな、じゃあ他の誰も助けてやらないぞ!!」

「きゃっ、ごめんなさい、分かったわ！」

　怒ど鳴なられて、アリシアは渋しぶ々しぶ引き下がった。誰も助からないよりは、ひとりでも多く助かったほうがましだ。

「全く、なんでこんな女が真の聖女なんだよ……」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちりながら、ギゼが再び風のように動き出す。グラネウスとリュクの無事を心から祈りながら、アリシアは彼にしっかりとしがみついていた。

「……ごめんなさい、ガーゼット侯爵様、リュク……」

　最早グラネウスの処刑は避さけられまい。リュクもとばっちりを食らうだろう。叶かなうなら、二人が力を合わせた本を読みたいと、ささやかに願うしかなかった。







　閑かん散さんとした夜の図書館に、アリシアを連れたギゼは滑すべるように侵入を果はたした。

　やはり事前に調べていたらしく、迷いのない足取りで隠された地ち下か牢ろうへ下りていく。その段階でようやく兵士に出会ったが、ギゼの的確な当て身で声もなく床ゆかに沈んだ。

「ここの兵士まで削さく減げんされているのね。さぼっているのかもしれないけど、結構高いお給料をもらっているはずなのに……」

　止まらない召使いの減少と質の低下を憂ゆう慮りよしつつ、石づくりの床に下り立ったアリシアは薄暗い地下牢内に眼を凝こらす。鉄てつ格ごう子しの区切りが浮いて見えるほど小こ綺ぎ麗れいな牢内に、翼持つ少女のあ然とした顔があった。

「アリシア、ギゼ!?」

　元聖女アーシェル、現在は人の娘となりクロエと名乗るようになった淡あわい金きん髪ぱつの美少女は、驚きよう愕がくの表情で二人を見ている。アリシアも、以前と比べてもさらに白く、細くなったような彼女の姿を物悲しい思いで見つめた。

「まあクロエ様……、こんなにお瘦せになって」

「……アリシア様、それは鉄てつ格ごう子しだ。ちょっとどけよ、今鍵かぎを開ける」

　段々アリシアに慣れてきたギゼが突っ込む声も、見張りから奪うばった鍵束が鳴る音も耳に入らない様子だ。真まっ青さおになったクロエは、牢が開かれる耳みみ障ざわりな響きにびくりと身を竦すくめ、よろよろと壁かべ際ぎわまで後退した。

「……まさか……、もう私は用なしだと、始末しようというのか……？」

　アリシアが「真なる聖女」と呼ばれ始めたことに、動どう揺ようを示していたクロエだ。聖女アーシェル以外の生き方を知らない彼女は、意外すぎる組み合わせに早とちりして怯おびえている。

「あの、違うんですクロエ様。ギゼはただ私たちを逃がしてくれようとしているだけで」

「アリシア、お前はだまされているんだ！　そいつは『先生』の忠実なる僕しもべなんだぞ!?」

　逆にクロエに説得されかけたアリシアは、真面目な顔で首を振る。

「だまされてはいないですわ、まだどうして助けてくれるのかちゃんと聞いていないだけで。でも安心なさって！　差し当たって、お金はいらないとの言げん質ちは取ってあります」

「……あんた、本当にフェイトリンのお嬢様だよな？　俺がだまされてないよな？」

　ギゼが不審感を持ち始めたが、同じく疑念に満ちたクロエの瞳に気づき、ため息交まじりに説明を始めた。

「確かに俺は、『先生』の忠実なる僕だ。いや、僕だった」

〈玩具の兵隊〉の統とう率そつ者しやであり、感情どころか名前も持たない暗殺者である怪かい物ぶつ。『先生』と呼ばれる壮そう年ねんの男は、シルディーン人でもラグラドール人でもないギゼの神だ。

「俺は『先生』を尊敬している。今でもあの人の強さにあこがれているし、あの人のようになりたいと思っている」

　いつもぎらぎらと、好戦的な光をたたえていたはずの瞳には愁うれいの色がある。演技ではないと思ったのか、クロエもそろそろと鉄格子に近づいてきて、彼の話に耳を傾かたむけ始めた。

「ただ、あの人にとって、俺はただの駒こまでしかない。それを思い知らされることが、段々多くなってきて……」

「それは、ルアークがその、『先生』にとっての一番だから……？」

　小さな声で、アリシアは尋たずねかけた。

「だって、ルアークが望んで『先生』のところに戻ったはずがないわ。脅されたか、ものすごく頭を打ったからに違いないけど……だから……ギゼは、嫌になったの……？」

『先生』の部下に戻った、とあの時この場所でルアークは語った。詳くわしい経いき緯さつは全く聞いていないが、仮にルアーク自らが望んで戻ったのだとしても、生なま半はん可かな実力の持ち主であれば噂うわさに聞く『先生』が受け入れることはなかっただろう。

「ルアークと……、あんたのせいさ、真なる聖女様」

　皮肉っぽく言われ、アリシアは「私？」と眼を丸くする。

「まあ、私はちょっと『肥ひ料りよう要いらず』に耐たい性せいがあるだけで、暗殺者なんてとても無理よ？」

　アズベルグ地方やフェイトリン地方に自生する毒草『肥料要らず』。獣けもの避よけにさえ使われるほど毒性が強いが、肉厚な葉は食べ慣れれば案外おいしく懐ふところにも優しい、とアリシアは主張してきた。ただし、今のところ賛同者はいない。

「安心しろよ、あんたに暗殺者を期待する奴は……いやそうじゃなくて、俺は、『先生』があんなに熱心な〈翼の祈り〉教徒だなんて知らなかった。まあそれは、ルアークの奴も知らなかったみたいだけど」

「あの男が熱心な〈翼の祈り〉教徒だと!?」

　クロエも知らなかったらしく、驚きの声を上げている。

「馬ば鹿かな、では誰がソルラスカを殺したのだ!?」

　クロエの知る『先生』は、主あるじである先々代聖女ソルラスカに仕つかえる心のない暗殺人形。そんな彼の防ぼう御ぎよをかいくぐり、一体誰がソルラスカを殺せたのかと眼を剝むくが、ギゼは彼女の勘かん違ちがいを正した。

「あのばあさんを崖がけから突き落としたのも『先生』さ。理由は今言ったとおり、病的なぐらい熱心な〈翼の祈り〉……というより、原理主義者、翼の聖女至し上じよう主義者だから」

　それだけの説明で、聡そう明めいなクロエは事態を把は握あくした様子である。

「……なるほど、そうか……似たような考え方の持ち主であっても、海から生せい還かんできなかったソルラスカでは、お眼鏡に適かなわなかったということか……」

「そういうこと。アリシア様がいなけりゃ、あのばあさんで妥協したのかもしれないけどな。……一番が見つかったら、二番は用なしってことだろ」

　二人の視線を浴あびながら、アリシアも以前のことを思い出してみる。

　足元にひざまずき、「やはり、あなただ」とかすかな熱を帯びた声で語った『先生』。

〈翼の祈り〉の本ほん拠きよ地ちにて海に突き落とされ、生還したことにより「真の翼の聖女」なる噂が流れ始めていたことは知っていたが、『先生』もそれを理由にアリシアに眼をつけたのだろうか。

「だから……、『先生』が取り戻しに来る前に、私を逃がそうとしてくれたのね？」

　納得したアリシアに、ギゼは唇を嚙み締めてうなずいた。

「俺はすべてを懸かけて『先生』に尽つくしてきたんだ。なのにあの人は、俺に自分の目的を何も教えてくれなかった。それでも、俺がついてくるのが当たり前だと思ってる。だから……、」

　苦々しい顔でさらにしゃべろうとしていたギゼの言葉が、ふとそこで止まった。

「──意外な客だな」

　クロエの隣となりの牢の奥から、のっそりと顔を覗かせた垂たれ眼めの青年。長い緋ひ色いろの髪はくしゃくしゃに乱れ、同じ色の無ぶ精しよう鬚ひげがびっしりとあごを覆い始めているが、顔立ちの美しさ自体はかろうじて損そこなわれていない。

〈翼の祈り〉第二階かい梯ていの高位にあった聖職者、一時はクロエを妻とし聖界の頂点に立った男。俗ぞつ界かいの王であるゼオルディスと手を組み、さあこれからというところでギゼの告発によりすべてを失ったナディールだった。








　第三章　弱さという強さ







「久しぶりだな、ギゼ」

　この声の響ひびきやすい牢ろう内ないで、今まで出て来なかったということはナディールは寝ていたのだろう。乱れた緋ひ色いろの髪を払いのける動きの緩かん慢まんさもそれを示していたが、ギゼを見る瞳ひとみは寝起きとは思えないほど鋭するどい。

「こんばんは、ナディール様。よかった、まだ生きていらしたのね」

　アリシアから見たナディールとは自分を海に突き落とした挙あげ句く、野望のためにクロエを無理やり妻とした男である。ギゼに救助を依頼したのも、完全に「ついで」だ。

「……ええ、おかげさまで、まだ健在でございますよ。あなたもお変わりなくて何より」

　頰ほおをひくつかせてつぶやくナディールに、思いきったようにギゼが呼びかける。

「ナディール様……」

　その後が続かない。短気で好戦的な性格のはずの彼は、ナディールの前で借りてきた猫ねこのようにおとなしくなっていた。

「どうした、ギゼ。自分が追い落とした男の顔が見たくて、わざわざやって来たのだろう？」

　対するナディールは、完全に開き直っているようだ。うなだれているギゼの頭を押さえつけるように高圧的に、自じ虐ぎやく的てきな話を始める。

「私はご覧のとおり、化け粧しようもできず、鬚ひげすら剃それず、みじめなものさ。もっともお前のように、見るからに〈灰色〉という訳ではないけどな」

「……違う」

　肩かたを落とし、力なく否定するギゼに被かぶせるようにナディールがまくしたてた。

「違う？　噓うそをつくな、お前はどこからどう見ても〈灰色〉」

「その話じゃない。俺はあんたを馬ば鹿かにするために来たんじゃないし、〈灰色〉を馬鹿にするあんたはもっと見たくない!!」

　頭に血がのぼったのか、興奮したギゼの大声がわんわんと地下牢中に響き渡る。

「ギゼ、だめ、見つかってしまうわ!!」

　ゼオルディスが言っていた仕掛けを通り、地上の図書館内にも会話が丸聞こえなのは明白で、アリシアは慌あわてて彼の口元をふさごうとした。すげなく避よけたギゼとアリシアがばたばたしているのを、ナディールはさも下らなさそうに見下ろしてため息をつく。

「では、憐あわれむためか？　お前は〈灰色〉の地位を向上させたくて戦っているのだと聞いていたのに……」

「そうだ」

　アリシアの手を払いのけたギゼは、真しん摯しな眼でナディールを見つめてうなずく。

「それを、『先生』は知っていて……俺にあんたを告発させたんだ」

「ふん、あの男、澄すました面つらをして内心では私を蔑さげすんでいたのだな。熱ねつ烈れつな信者だと？　ではなぜ、第二階かい梯ていにあった私に敬意を払わないのだ。聖女ひとりの力で、あれだけの教団が保たもてるとでも？　愚おろかな」

　先ほどまでギゼが話していた内容をナディールも聞いていたらしい。愚ぐ痴ちへと脱だつ線せんしていく話を、ギゼが懸けん命めいに引き戻す。

「そうじゃない。──あの人には、そういうまともな感情の動きなんかほとんどないんだ。だから……よりによって俺に、同どう胞ほうを売らせた。ただ、俺がそこにいた駒こまだからっていう、それだけの理由で」

　同胞、という単語に、ナディールがぴくりと反応する。彼の心が動いたことを感じ取ってか、ギゼはさらに熱心に言い募つのった。

「信じてくれ。あの時まで、俺はあんたも〈灰色〉だなんて知らなかった。先に知っていたら、絶対あんなことにはさせなかった。『先生』じゃなくて、あんたについていたかもしれない」

「……お前が私についていたかもしれない、だと？」

　これまでギゼがいかに『先生』に忠実だったか、雇やとい主ぬしであったナディールも知っているのだろう。にわかには信じ難がたいような熱烈な台詞せりふに、恨うらみも忘れた様子でただ驚いている。

「あんたが頂点に立つ世界を、俺も見たかった。……ずっと、謝りたかったんだ」

　戴たい冠かん式しきでの告発の時から、ギゼはどこか様子がおかしかった。あの時点で『先生』の命めいに背そむかなかった後こう悔かいを、ずっと引きずっていたのだろう。

　そしてその気持ちは、『先生』のもとにルアークが戻ってきたことにより爆発した。

　おそらく『先生』は、以前までギゼがこなしていた仕事を当たり前のようにルアークに任まかせているに違いない。

「一緒に逃にげよう。あんたほどの才覚があれば、きっとどこででもやり直せる」

　つらい出自をばねにして、〈翼つばさの祈いのり〉教団内での出世を果たしたナディールだ。後うしろ暗い手段を山ほど使ったに違ちがいないが、才覚があることは間違いない。

「ねえナディール様。もしもナディール様にそのおつもりがあれば、私と一緒にレイデン伯はく爵しやく様の軍に加わりませんか？」

　アリシアもギゼに加勢した。

「〈翼の祈り〉の内部情報を提供していただけるなら、たぶん受け入れてもらえますわ。ギゼも一緒に。ね？　ギゼ」

　ティルナードたちにとっても、本当にこの二人が力を貸してくれるならありがたいはずである。彼らから〈翼の祈り〉や『先生』についての情報が得られれば、戦せん況きようはぐっと有利になるだろう。

「……そうだな。別に俺は誰が権力を握にぎろうがどうでもいいし、そっちにはルアークはいないし」

　ギゼがまず話に乗ってきたが、ナディールの表情は動かない。

「──私はお前が〈灰色〉だと知っていたが、なんとも思っていなかった」

　無表情で発せられた言葉に、ギゼがはっと眼を見開く。

　そう、ギゼは見た目は完全にラグラドール人だが、そうと指し摘てきすると怒り出す。ラグラドール人でないのなら、〈灰色〉であることは明白だ。

　そもそも自分が〈灰色〉であることを特に隠かくしている様子もない。ルアークへの嫉しつ妬とを隠しもしないのと同様に、〈灰色〉であるがゆえの苦しみはラグラドール人のせいだと公言してはばからなかった。

　しかしナディールは常に白粉おしろいを体中にはたき、誰にも自分の出生の秘密を漏もらすまいと必死だった。ゼオルディスの命令で水みず桶おけに突っ込まれた際は、地面に顔を擦すりつけてまで素す肌はだをさらすまいとしていた。

「私はお前と違って、〈灰色〉という出自を卑いやしいとしか思っていない。〈灰色〉として頂点に立ちたかった訳じゃない」

　お前とは違う。だから、お前とは一緒に行かない。

　暗にそう匂におわせ、逃とう亡ぼうを拒きよ否ひするナディールにアリシアは指摘した。

「でもナディール様はこの間、ギゼはどうなったかと気にしていらっしゃいましたわ」

「それは……ふん、同胞を売った奴がどんなうまい汁を吸ったか、知りたかっただけですよ」

　つまらないことを覚えている、と言いたげに吐はき捨てたナディールに、ギゼは眼を伏ふせてぽつりとつぶやいた。

「それでも俺は、あんたに勝ってほしかった」

「……交こう渉しよう決けつ裂れつだ。さっさと行け」

　ため息をついたナディールが、くいとあごをしゃくってみせる。そのまま彼は、牢の奥へと引き返し始めた。

「まあ、でもナディール様、ギゼはお金も取らずに手を貸してくれるのですから、とりあえず逃げるだけ逃げてはいかがですか？　私やクロエ様が逃げたと知れば、陛へい下かはたぶんあなたを処しよ刑けい」

　言葉の途中で風が吹き、鉄格子の内部にギゼが出現した。驚いて振り向いたナディールの手首を、浅黒い指先ががっちりと握っている。

「嫌いやだ、あんたも連れて行く」

　引かない決意をたたえたギゼの眼から、ナディールは苦々しげに瞳を逸そらす。

「……私にお前のような戦せん闘とう能力はない。ただでさえ翼を背負ったクロエ様と、運動神経になんの期待もできない死神姫が一緒なんだ。これ以上足手まといを増やせば、いかにお前が強くても逃げられなくなるぞ。だからさっさと行け」

「分かった」

　うなずいたギゼが、ぐいっと強くナディールの腕うでを引く。

「あんたを連れて、さっさと行く。あんたは俺より弱いんだから逆らうな」

　虚きよを衝つかれ、抵てい抗こうを忘れたナディールをぐいぐい引っ張ってギゼが牢の外に出て来る。なんとも言えない表情のアリシアとクロエに気づき、ギゼはなんだよ、とぶっきらぼうに睨にらみつけてきた。

「……いや。私自身の感情はさておき、よかったな、ナディール」

　クロエから見たナディールは、信しん仰こうを自分の野望のために利用した唾だ棄きすべき男だ。それでも元聖女らしく、どこか優しい口調でしみじみと言えば、ナディールも観念したように息を吐いた。














「散々女を食い物にしてきた私が、まさかこの状況で少年に口く説どかれるとは思いませんでしたよ……」

　聖職者としての高い地位と美び貌ぼうを餌えさに、信者の女性を食い散らかしていたナディールである。不ふ謹きん慎しんなぼやきを聞いて、一時は彼の妻とされていたクロエは鼻を鳴らした。

「ふん、いい気味だ。これに懲こりたら、色恋を使った下げ種すな手段で他人を陥おとしいれるのはやめることだな」

　すげなく言ったクロエの横で、アリシアがきゃっきゃとはしゃいでいる。

「よかったですわ！　少年趣しゆ味みに悪い人はいませんものね」

　いまだ「子供好き」という意味だと勘違いしている単語を聞いて、ギゼがぎょっとした顔になった。それを尻しり目めに、アリシアはにこにことナディールに問いかける。

「ところでナディール様。助けてあげるのですから、ファネリー・バルスタット女おんな男だん爵しやくについて教えて下さいますよね？」

「助けるの俺だろ!?」

　律りち儀ぎにギゼが突っ込んだ時だった。

「盛り上がっているところに悪いけど、もうちょっと静かにしてくれないかな。まあそのおかげで、僕にも君たちの居場所が分かったけど」

　困ったような優しい声に、その場の空気が一変する。

「ギゼ、だめ!!」

　アリシアとしては奇き跡せき的てきな反射神経で叫さけぶと同時に、風がよどんだ地下の空気をかき乱した。地味な黒髪の若者の首筋にナイフを押し当てた状態で、ギゼが不ふ審しんそうに振り返る。

「だってこいつ、国王に尻しつ尾ぽ振ってオーデル地方の領主に収まったやつだろ？」

　うっかり話に気を取られ、接近を許したことに自尊心を傷つけられたのだろう。好戦的な表情で彼が見上げているのは、エリクス・バスツールの苦笑いだった。







「その表現は正しいけど、まずは僕の話を聞いてくれないかな。僕は君たちの敵じゃない」

　しゃべるたび喉のど仏ぼとけの隆りゆう起きを刺し激げきする刃やいばの感かん触しよくに身を竦すくめながらも、エリクスは落ち着いた口調で言った。

「だってさ。どうする？」

　あからさまに馬鹿にした口調で、ギゼが問いかけてくる。薄暗がりに浮かび上がるエリクスの顔を、アリシアも表情の選択に困りながら見つめた。

「……ごめん、アリシア。今さら許されるとは思っていないけど、まずは謝るよ」

　銀の刃が皮ひ膚ふに食い込むのも構わず、エリクスは少しだけ首を傾かたむけて謝罪した。

「その上で、図々しいお願いをしていいかな。僕が王宮の外まで君たちを逃がしてあげるから、その後一緒に僕も連れて行ってくれないか」

「本当に図々しいな、お前。シルディーン人には図々しいのしかいないのか？」

　げんなりした様子でギゼが言い、アリシアも慎しん重ちように問いかける。

「……勝ち馬に乗りたい、という気持ちはとてもよく分かりますわ」

　シルディーン王宮以外の地域で日に日に高まっていく、打倒現王家の気運。城内にいて、情報を制限されているアリシアにもはっきりとそれが伝わり始めているのだから、エリクスには言わずもがなだろう。

　元々彼は、地方伯ではないのだ。それがオーデル地方などという、地方伯の権限が最も高い地域の領主を任された挙あげ句くに反乱まで起こってしまったとくれば、責任を取らされる前に逃げ出したいと思うのも無理はない。

「でも……、あの時カシュヴァーン様を見放して、今度は国王陛下を見放そうという訳ですか？」

　どうしても、そこが引っかかる。この際だからエリクスも助けてもらおう、という気になれない。

「……君にそういう眼で見られるのは、とてもつらいな。カシュヴァーンは、それほどまでに君に愛されているんだね」

　切なげにつぶやくエリクスの首から、ギゼがナイフを引いた。

「ひとまず、仲間を連れてきてないのは間違いなさそうだからな。ただ、王宮内が騒さわがしくなってきたから時間はないぜ、アリシア様」

　時間稼かせぎなどをしている訳ではない、と見たギゼが脇わきに退どく。

「アリシアがいなくなった、ということはもうばれてしまっているからね。図書館付近の捜そう索さくについては僕が引き受けて、同行の兵士には金を握らせて追い払った。夕食時に駆り出されたことをずっと愚痴っていたから、あの様子じゃまず戻ってこないだろう」

　首元を押さえながらそう言ったエリクスは、改めて説明を始めた。

「勝ち馬に乗りたい、というか、僕だって死にたくないとは思ってる。だから国王陛下にカシュヴァーンを追放する、一緒に来いと言われた時は、せいぜい嬉うれしそうな顔をしてうなずくしかなかった」

　それはアリシアにも分かる。断れば、おそらくエリクスはすでにこの世にないか、カシュヴァーンと一緒に追放されていただろう。

「そうですわね、カシュヴァーン様ならとにかく、エリクス様はあまりお強そうじゃないですもの。でも……」

　──僕はずっと、カシュヴァーンが羨うらやましくてさ。

　腕を斬り落とされかけているカシュヴァーンを救おうと、助けを願うアリシアに向かい、彼は貼はりつけたように穏おだやかな笑みを浮かべて言ったのだ。あの言葉にこめられていた悪意は、確かに本物だった。

「……実際、少しばかり嬉しかったことは否定しないよ。カシュヴァーンは僕が欲しかったものをみんな持ってる『強い』男だ。その幸福の頂点で突き落とされるんだ、ざまあみろって、思った。陛下も、僕のそういう気持ちを見抜いて誘さそいかけてきたんだと思う」

　それも、今のアリシアには分かる。

　リドレックの死に怯おびえながら、アリシアへの想いを隠していたディネロもそうだ。ゼオルディスはカシュヴァーンを妬ねたむ男を巧こう妙みように選び、彼らを連れて追放宣言をしに来たのだ。

「でも……、信じてくれなくても仕方がないけど、オーデル地方の反乱に対してわざと後ご手てに回ったのも、それを理由に王宮に戻ってきたのも……君とカシュヴァーンと、そして僕自身を助けるためなんだ」

「え？」

　当たり前のようにエリクスが口にした言葉に驚く。カシュヴァーンを助ける？

「カシュヴァーンは、たぶん生きている」

　レネですら「信じて待ちましょう」としか言ってくれないことを、エリクスは「たぶん」つきだが断言した。

　青い瞳をぱっちりと見開き、棒立ちになったアリシアの耳に、穏やかな声が染しみ通っていく。

「クルセージュとの国境付近に放り出せ、なんて指令が出ていたけど、その命令は完全には守られていないようなんだ。クルセージュに近づくためには荒れているラグラドールを通らないといけないから、任された奴が途中で放り出してしまったらしい。国王陛下の人じん望ぼうの微び妙みようさの表れでもあるけどね……」

　古参の忠実な使用人がどんどんいなくなっていく現状を思えば、エリクスの説明に不自然な点はない。

「けれどそいつらがカシュヴァーンを放り出した原因というのが、バルロイだっけ？　例のカシュヴァーンと仲のいいラグラドール人。付近で派手に戦っていた彼らが、カシュヴァーンたちを見かけて襲おそいかかってきたせいらしいんだ。だから、もしかしたら」

「レクサンドール子し爵しやく様さまに、助けられたかもしれない、と……？」

「可能性はある。ただ、それ以降の足取りは摑つかめてないけどね」

　確かにそれは、あくまで可能性だ。不確定要素が多すぎるし、現在どうなっているかはエリクスにも分からないらしい。

　けれど情報に餓うえていたアリシアには、彼の言葉は空腹時のひとかけらのパンのように作用した。

　普段から怪あやしい視界に暖かい水が満ち、一層ぼやけていく。もちろん、悲しいからではない。

「──神様……!!」

　ラグラドールで溺おぼれかけたアリシアを見つけたカシュヴァーンが、思わず口にした祈りを思い出した。

　不信心を公言していた彼は後のちに落ち込んでいたが、こういう時に口を突いて出る存在だからこそ、人間には神が必要なのだろう。

「……そんなに喜んでいいのかい？　下へ手たな希望を持つと、現実がそうじゃなかった時につらいだけなのに」

　あまりにも大きい反応に、物言いたげな眼をしてエリクスが口を挟はさんできた。けれどアリシアは、嬉し涙がうっすらとにじんだ瞳をきらきらさせて答える。

「実際にそうじゃなかった時に落ち込みますわ。でも今、喜ぶことを我が慢まんする必要はありませんもの!!」

　むしろアリシアも、たぶんレネも、逆のことを考えていたのだ。クルセージュに放ほう逐ちくなどまだるっこしいし面倒だ、ここで始末してしまおう、と思われても不思議はなかった。

「カシュヴァーン様なら、ラグラドールに放り出されたぐらいなら絶対に帰ってこられます!!　カシュヴァーン様！　カシュヴァーン様!!　よかった、よかった……、もが」

　興奮して夫の名を繰り返すアリシアの口を、ギゼが慌ててふさいだ。

「やめろ、こっちに人が集まってきたぞ!?」

　時間が経たったせいもあり、追っ手が図書館に眼をつけたのだろう。あまりに多人数が相手では、いくらギゼでも突破は難しい。

　しかしエリクスは、すでに突破方法を考えているようだ。慌てずに作戦を話し始めた。

「大丈夫。ギゼと言ったね、レネから君の腕は聞いている」

　ギゼが突然やって来てアリシアを連れ去ったことは、レネが話したようだ。ゼオルディスは絶対に疑っているだろうが、以前ルアークも姿を見せたことを考えれば、ギゼが侵入してきてもおかしくはない。

「まずは君だけ外に出て、派手に兵士を蹴け散ちらして王宮の……ここからなら西門が近いな、そっちから外に逃げてくれ。頃合いを見み計はからって、僕が他のみんなを連れて東門から外に出るから合流しよう。念のためにこっちにも追っ手を放つ、とでも言って出ればいい。そのままフェイトリン方面に逃げれば、レイデン伯爵たちに渡りをつけることができるだろう」

「……どうする、アリシア」

　事態を静観していたクロエが、難しい顔で問いかけてきた。

「ギゼも一緒に、このまま突破したほうがいいのでは？　人数的に厳しいようであれば、この男を人ひと質じちに取ってもいいでしょうし」

　ナディールも胡う散さん臭くさそうな眼でエリクスを見ながら言い添そえる。

　レネの助力が期待できない今、ギゼの戦闘能力がなければ、この人員で王宮を出ることは難しいだろう。なのにギゼと一時的にとはいえ、離れてしまっても大丈夫なのか。

　むしろギゼという貴重な戦力を切り離して、一いち網もう打だ尽じんにする気ではないのか。

「僕が人質に取られているふりをして全員で逃げる、という手も考えたけど、残念ながらそれは無理だ。陛下はあっさり僕を見殺しにして、アリシアを取り返すだろうね」

　冷静に、エリクスはゼオルディスの腹積もりを読む。

「アリシアだけならとにかく、この人数で逃げるには、ギゼひとりの力に頼るのは無理があると思うんだ。逆に言えば、彼ひとりなら囮おとりとして身軽に動ける。僕の顔も、門番を不ふ審しんがらせない程度には役に立つだろう」

　少し考えてから、アリシアはうなずいた。

「分かりました。もしエリクス様が裏切るようなことがあっても、ナディール様もいますしなんとかなるでしょう」

「……私にこの男を押さえつけて言うことを聞かせろ、と仰おおせで？」

　呆あきれ果てた様子でナディールがぼやくが、アリシアは「私やクロエ様では無理ですから」とあっさり返した。

　──思考が自由だ。体が軽い。視力も腕わん力りよくもないことに変わりはないし、睡すい眠みん不足と空腹でつらいけれど、気持ちの上で視界が開けた。

　ゼオルディスと過ごした時間が長引くにつれ、知らないうちに少しずつ蓄ちく積せきしていた彼の毒どく。ディネロやエリクスを惑まどわせた毒が、抜けていくのを感じる。

　カシュヴァーンに生きてまた会える。その希望さえあれば、戦える。

「では、時間もないようですし、始めましょう。ギゼ、お願いね。怪け我がをしないように気をつけて」

「……分かったよ。じゃあ、これがあんたの代わりな」

　最早言い返す気力も失ったか、元〈玩おも具ちやの兵隊〉は基本的に命令遵じゆん守しゆだからなのか、うなずいたギゼの手の中に敷しき布ふを巻いた枕まくらが出現している。クロエが使っていたものを利用し、即席で「アリシア」を作り上げたようだ。

「こいつをちらちら見せながら、適当に逃げればいいだろ。もう夜だし、あんたほどじゃないけど、みんな眼が利きかなくなってるからな」

「まあ、これを私にするのね。眼鏡もいる？」

「いらねえよ、あんたがますます眼が見えなくなるだろ！　じゃあ、また後でな!!」

　眼鏡を外はずそうとしたアリシアを捨て置き、ギゼは肩を怒いからせて姿を消した。







　狭せま苦くるしい馬車の中で、アリシアはクロエと寄り添い合って息を潜ひそめている。

「今からオーデルですか、こんな時間にお疲れ様です」

　シルディーン王宮東門を守る門番が、本人も眠そうな声でそう言うのが聞こえた。居眠りしていたのか、あるいは酒でも飲んでいたのかもしれない。

「国王陛下のご命令では、仕方がないからね」

　自ら御ぎよ者しやを務つとめるエリクスが、苦笑いして答えた。

　仮にもオーデル地方の領主の任にある彼が、しかも明らかに粗そ末まつな荷馬車に乗って、という状況に通常なら疑問を持つはずだが、どうやらこの門番も新人らしい。エリクスが出した、ゼオルディスの署名入りの通行証だけで話を信じてしまっている。

「王宮がこういう状況では、私も逃げ出したいぐらいですよ。あまり大きな声では言えませんが、高名な地方伯の中にも城を出たきり帰って来ない方が多いと聞きますし」

　自分からそんな噂話まで持ちかけてくるほどだ。アリシアはエルティーナの行方ゆくえに思いを馳はせたが、エリクスは早々に会話を切り上げにかかった。

「はは、そうなんだ。僕もそろそろ身の振り方を考えるとしよう。では、また」

　馬にひと鞭むちをくれ、馬車が走り出す。

　ある程度の距きよ離りを走ったと見るや、御者台のエリクスが前を向いたままこう言った。

「どうかな？　とりあえず、これで信じてもらえたかと思うんだけど」

「間を置いて追いかけてくるって様子もないし、ま、いいだろ」

　彼のすぐ背後に出現したギゼが、フェイトリン地方へと徐々に方向転てん換かんしていく馬車の行き先を睨みながらうなずいた。

「しかし分かってはいたけど、ひっどいもんだな、この城の警けい護ごは」

　自分が城内に侵しん入にゆうした際のことを思い出しているのだろう。ぶつぶつとぼやくギゼが囮役を終え、アリシアたちのところに帰ってきたのは、全員でエリクスが用意した馬車に乗り込んだ時だった。

　今のところ、エリクスの筋書どおりに話は進んでいる。唯ゆい一いつ筋書どおりでないのは兵士たちの怠たい慢まんぶりであり、中にはギゼを追って王宮外に出て、そのまま行方をくらましたつわものもいたそうだ。

「本当ね。高いお給料を払っているはずなのに……私でもできそう」

「あんたには無理だろ」

　即座に突っ込んだギゼの横、無言でうなずいているナディールは彼に借りたナイフで鬚を当たってさっぱりした顔になっていた。鬚があったほうが他の人と区別がつきやすくてよかったのに、と思いながら、アリシアはナディールに問いかけた。

「そうだわ、ナディール様。お約束どおり助けて差し上げたのですから、ファネリー・バルスタット女男爵について教えて下さいますよね？」

　もう普通にしゃべっても大丈夫だろう、と思いながら問えば、ギゼも大声で突っ込んでくる。

「いやだから、この方を助けたのは俺だよな!?　あんたは『ナディール様はいいわ』とか言ってたし!?」

　わめくギゼに、ナディールは苦笑いしながら「いいんだ、今さら何を言っても無む駄だだ」と諫いさめた。鬚と一緒に屈くつ折せつした思いも捨て去ったのか、一時期はひどく神経質だった表情に幾いく分ぶん余裕が生じている。

「他にすることもないことですし、お話ししましょう。ファネリー・バルスタット女男爵というのは、現国王陛下の実の母親ですよ」

　今までのことを思えば拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に、ナディールは「魔法の呪じゆ文もん」の中身を教えてくれた。アリシアも、そしてクロエもそうとは知らなかったらしく、仲良く眼を見開いて驚く。

「では陛下は、ブランガーネ様の息むす子こではないのですか？」

　故こランドレイ王の正せい妃ひであり、エルティーナが幼おさない頃に亡なくなったブランガーネ。ランドレイは正妃亡き後再婚もせず、特定の女性に興味を持つこともなかったといわれており、ゼオルディスもブランガーネの息子だと疑いもしなかったのだが。

「そういうことになってはいます。しかし、ブランガーネ様という方は、王女を産んだ後子宝に恵まれないことに焦あせり、妙みような薬で体中を腫はれ上がらせていたとか」

「あら、すでにエルティーナ様がいらしたのに、そんなに焦っておいででしたの？」

　とりあえず実子がいればいいのではないか、とアリシアは思ったが、ナディールは「王女陛下は優秀な方だそうですが、やはり王子が熱望されていたのです」とつけ足した。

「とにかく、あの臆おく病びような前国王陛下が、王子産みたさに変わり果てた女に近づきたがると思いますか？」

　暗殺に怯えるあまり、謁えつ見けんの間まを鏡張りにしてしまったランドレイだ。子作りの秘薬の副作用で変異した妻に、手を出したがるとは思いにくい。

「だから、女男爵様に……？」

　私ならむしろ正妃様への愛が深まるんだけど、と若じやつ干かん不謹慎なことを考えながらアリシアが問いを重ねると、ナディールはつるりとしたあごを撫なでて首を振った。

「いえ、ファネリーは元々王宮に仕つかえるメイドだったはずです。地味で目立たない、おとなしい女で、そのあたりが前国王陛下のお気に召めしたんでしょうね」

　国王とメイド。

　なんだかそういう話を、最近聞いたような。

「前国王陛下は、ご自分が永遠に国王でいたかった。だから子供など不要と、堕だ胎たいを強制したようです。しかしファネリーは医師に鼻薬を嗅かがせ、こっそり故郷で息子を産んだ。それが今の国王ですよ。元を正せば、メイドの子です」

　そもそもランドレイは、己おのれが平へい凡ぼん以下の王との認識があったからこそ、永遠に玉座にしがみつくことを願っていたとはアリシアも聞いている。本来ならゼオルディスどころか、エルティーナにだって産まれてほしくなかったのかもしれない。

　己の息子も娘も、玉座を脅おびやかす存在としか見ていなかったランドレイ。

　仮か装そう舞ぶ踏とう会かいの場に現れたゼオルディスとミューゼの姿を見て、「ファネリー」と絶ぜつ叫きようして逃げていったランドレイ。

　そうだ、あの時ゼオルディスは──メイド服を着ていたのだ。

　ナディールが語る真実に導かれ、今までの出来事がひとつひとつより合わさって、シルディーン王家の暗部の物語を織り上げていく。

　いや、この「お話」の続きを、アリシアは知っている。

「生まれた子は、何も知らずに平和に暮らしていた。けれど『強い王』を必要としていた宰さい相しよう閣かつ下かが、王宮に連れ戻した……？」

「おや、なんだ、ご存じでいらっしゃるではないですか」

　いぶかしげにつぶやいたナディールに、アリシアは眉まゆ根ねを寄せながら説明した。

「いえ……、私は『お話』として、大おお枠わくだけ陛下に聞いたんです」

「……国王陛下らしいですね、では細かいところまで話してあげましょう。次代の国王を熱望していた前宰相閣下は、国王に息子がいることを突き止め、王宮に連れてきました。その際ファネリーがどうしても自分も行く、とうるさかったので、仕方なく母おや子こで連れ戻したようです」

　これも、ゼオルディスが「お話」の中で教えてくれたことだ。『母親は必死に抵抗し、せめて自分も連れて行けと懇こん願がんしました』。

「とはいえ、メイドの子ではまずいですからね。外聞を考え、陛下は正妃様の子とされました。そしてファネリーは王子と引き離されて、代わりに嫡ちやく子しがなく絶たえていた女男爵の姓を与えられました」

　息子を別の女に譲ゆずり渡した代だい償しようとして生まれた、それが魔法の呪文「ファネリー・バルスタット女男爵」の正体。

　俺の前で二度とその女の名を口にするなと、ゼオルディスは言った。

　自分で教えてくれたくせに、とは、もう思えそうにない。

　──違う、これこそがゼオルディスの手。

　忘れてはいけない。彼はカシュヴァーンからすべてを奪って追放したのだ。

　ぐらぐらと揺ゆらぐ心をなだめるように、薄い胸を押さえてアリシアは尋たずねた。まだ知らない、「お話」の続きを。

「……ファネリー様は、どうして泣かなくなったのですか？」

「泣く？」

「息子と……、引き離されて。ずっと泣いていたって……」

「ああ、なるほど。確かに当初はファネリーも泣いてわめいて、たびたび王子殿下に会いに来ては引き離されていたようです」

　国王命令を無視してまで得た息子だ。手切れ金のように与えられた女男爵の地位など、彼女にとっては意味のないものでしかなかったのだろう。

　腹こそ痛めてはいないものの、二人の「息子」の「母」であるアリシアはそう思った。金の話が大好きであることは自他共に認めるが、世の中には金に換かん算さんできないものもたくさんある。

　しかし無意識に作っていた「お話」の流れは、続くナディールの言葉に裏切られた。

「ですが、やがてファネリーは、息子に会いに行くことをやめました。そして、女男爵として社交界で我が物顔に振る舞い始めたそうです」

「え？」

　当惑して見つめたアリシアの前で、ナディールは皮肉っぽい笑みを口の端はしに浮かべた。

「そのへんが、前宰相閣下のうまいところです。地味な田舎いなか娘に地位を与えてやれば、そのうち華はなやかな暮らしに眼を奪われ、息子のことなど忘れてしまうと考えたのでしょうね。……シルディーン貴族を装よそおうことに成功したばかりの私も、それまでのみじめな暮らしをさっさと忘れましたし」

　露ろ悪あく的てきな台詞に、ギゼが苦い顔をする。クロエに睨まれたナディールは、肩を竦めて話を続けた。

「そうやって首尾よく王子殿下から母親を引き離せた宰相閣下ですが、ファネリーはどんどん増長していきました。万年財政難のシルディーンの国庫から、王子の出生の秘密を守ることを盾たてにどんどん金を引き出し、遊ゆう興きよう三ざん昧まい。地味な容姿に似合いもしない、真っ赤なドレスがお気に入りだったそうですよ」

　炎のように真っ赤なドレス。

　メイド服のゼオルディスの隣となり、清せい楚そな美び貌ぼうに似合わぬ派手派手しいドレス姿でうつむいていたミューゼ。

「じゃあ、ミューゼ様が着ていた、あれは……」

　今思えば数々の寓ぐう意いを含ふくんでいた怪かい奇き仮装舞踏会のことを脳のう裏りに描く。悪あく霊りようペーペルザーの見事な仮装のことまで思い出し、意識が逸れかけたアリシアを、ナディールが現実に引き戻した。

「そんな派手な振る舞いをするファネリーについて、周りが不審に思わないはずがありません。いつしかゼオルディス王子の出生は、王宮内では半なかば公然の秘密となってしまったようです」

　カシュヴァーンやルアークの様子を思い出すと、彼らも「魔法の呪文」に関わる一連の話を知っていたのだろう。だが、口に出して王家の暗部に触れることを恐れ、アリシアにも詳しよう細さいを教えてくれずにいた。

「だから業ごうを煮にやした宰相は、ファネリーを『不ふ慮りよの事故』で片づけた」

　意味ありげな言い方は、アリシアの好きな本にもよく出てくる。ミューゼの死も、そのひと言で片づけられた。

　とはいえ、贅ぜい沢たくを謳おう歌かしていたファネリーが自ら命を絶たったとは考えにくい。

　ならこう考えるしかない。──ゼオルディスの実母は、暗殺されたのだ。

「この件は当時まだ存在していた〈玩具の兵隊〉に指示が出て、『先生』が処理を請うけ負おったはずです」

「『先生』が!?」

　それまで黙だまっていたギゼが声を上げた。おおまかな内容は彼も知っていたのだろうが、ファネリー殺害の下げ手しゆ人にんが『先生』とまでは知らなかったようだ。

「絶対に間違いのない人間に頼みたい、との話だったので、この人選になったようだな。私も当時はまだ第三階梯の身であったし、王家から直接〈玩具の兵隊〉に指示が出たので詳くわしい経いき緯さつは知らんが」

　説明していたナディールの前から、いきなりギゼが消えた。

　風がアリシアたちの側を吹き抜け、その唐とう突とつさに驚く暇ひまもなく大きく足元が揺らぐ。

「きゃっ!?」

　馬車の揺れと馬のいななきまでが重なり、アリシアはその場にひっくり返ってしまった。クロエとナディールも体勢を崩くずし、床ゆかに手を突く。

「やはり……!!」

　エリクスが裏切ったのかと、歯は嚙がみしたナディールが御者台に眼を向ける。途と端たんに馬車は派手に傾き、馬の断だん末まつ魔まの声を伴奏にしながら停車した。







　一度斜ななめに全体が傾いたせいか、馬車の横の扉とびらが歪ゆがんで開きっぱなしになっている。

「いたたた……め、眼鏡めがね、眼鏡はどこ？」

　流れ込んできた冷たい夜や気きに震ふるえながら、アリシアは衝しよう撃げきで吹っ飛んだ眼鏡を捜さがした。切れた額ひたいを押さえているクロエが彼女に眼鏡を渡し、背中をさすりながらナディールが外に出ようとする。

「だめだ、出るな!!」

　途端にギゼの叫び声と、金属同士が嚙み合う澄んだ音が響き渡った。慌ててかけた眼鏡の縁ふちを押さえて、アリシアは必死に眼を凝こらす。

　馬車の隅すみにかろうじてぶら下がったままの、角灯ランタンの淡あわい光が照らすギゼの褐かつ色しよくの肌。そして彼のものではない、銀色の髪。

「ルアーク……!?」

　細い体の線をぴたりとなぞる、黒い衣い装しよう。吊つり気味の瞳の緑。何より元〈玩具の兵隊〉と渡り合える戦闘能力。

　ギゼが構えたナイフに、針状の得物を受け止められたルアークがすぐそこにいた。

　しかしそうと見て取れたのは一いつ瞬しゆんで、ギゼに腹部を蹴り飛ばされたルアークは背後の闇やみに溶とけるように遠ざかっていく。

「ルアークだと!?」

　クロエにも今の状況は見えたのだろう。再び風と化し、ルアークを追って行ってしまったギゼを止めようと、狼ろう狽ばいした表情で叫ぶ。

「ギゼ、やめろ、そいつは味方だ！」

　当然のように言うのを聞いて、一瞬違い和わ感かんを覚えたアリシアだが、すぐに悲しい事実に思い当たった。──クロエにはまだ、カシュヴァーン追放時にルアークが姿を見せなかったことまでしか説明していないのだ。

「クロエ様、その、違うんです。説明が遅れましたけど、ルアークは……、『先生』の部下に戻ったそうなんです……」

　クロエが息を飲んで絶句し、ナディールも驚きよう愕がくの表情で尋ねてくる。

「『先生』の部下に戻った!?　それは本当ですか、アリシア様!!」

「ほ、本当です。……本人がこの間、そう言いましたから……」

　あの時のことを思い出すと泣いてしまいそうで、うつむきがちになるアリシアの顔に影が落ちた。

　戸口から落ちかかる人影は、戻ってきたルアークかギゼ。そう思って顔を上げた瞬間、凍こおりつく。

「認識」

　空に空あいた穴のような、虚うつろな瞳がこちらを見つめていた。

「記き憶おく」

　いまだ意味の分からない単語の羅ら列れつだが、この後に続く言葉と恐きよう怖ふはもう知っている。

「実行」

　赤い記憶を思い出し、身震いするアリシアに向かって短い銀ぎん髪ぱつの男が恭うやうやしく頭を下げた。

「お迎むかえに上がりました、アーシェル様」

　眼の前の男が発していると分かっているのに、どうして彼の声は人の声として聞こえないのだろう。男でもない、女でもない、音そのものでなく発した内容だけが記憶に残る不思議な声の持ち主。

「……『先生』……」

　名もなき怪物、誰からも『先生』という記号で呼ばれる壮そう年ねんの男が馬車の外に立っていた。







『先生』の薄青い瞳が、剃そられた眉の下で鬼火のように燃えている。

　先日台所に出現した時もそうだったが、声だけでなくその立ち姿には奇妙に存在感がない。ルアークと同じ黒い衣装、同じ針状の武器、眉がないなどかなり特とく徴ちようはあるのに、なぜか背景に同化してしまうのだ。

　しかし今、その眼にだけは、はっきりとした個性がうかがえる。

　ティルナードの後こう見けん人にんだったユーランや、先々代聖女だったソルラスカといった狂信者たちをさらに煮に詰つめた……ただひたすらに、伝説の聖女アーシェルだけを守り従う強きよう靱じんな信しん仰こう。

　それは聖女を降りたクロエを完全に無視して、アリシアだけに向けられている。

「こ、こ、こ、こんばんは……？」

　震える声で挨あい拶さつをしてみたが、さすがのアリシアもそれ以上の声が出せない。

　ルアークが姿を見せたあの時から、予測しておくべき事態ではあった。「一番」がアリシアの迎えに失敗した……というより故意に引いたとあっては、必殺を期す暗殺者が自みずから出向いてくるのも道理。

　彼らとしては、他に邪じや魔ま者ものもいない、おあつらえ向きの状況をエリクスがわざわざ作ってくれたというところだ。そこまで考えて、アリシアははっと御者台に視線を投げた。

「う……」

　くぐもった響きは、馬車の外……御者台にいるはずのエリクスだ。ナディールはしつこく疑っていたが、御者に構わず馬車を引き倒すような真ま似ねをしてきた以上、『先生』たちをエリクスが手引きしたとは考えにくい。

　声が出せるということは、生きているのだろう。急停車の弾はずみでどこか打ったのかもしれないが、まだ馬たちのようにルアークや『先生』の直接攻撃を受けてはいない。

　彼らがエリクスを仕留め損そこなうとは思えないからだ。しかし、『先生』が黙って御者台のほうを向く。

　手引きしたのでないのなら、エリクスはただの無力な障害物でしかない。

「──し、真なる聖女として命令します！　ここにいる人たちを、誰ひとりとして殺してはなりません!!」

　闇に佇たたずむ死神に向かい、若干声を裏返らせながらもアリシアは必死になって命令を下した。

　聖女でなくなった自身に対し気落ちしているクロエには悪いが、ここはこの魔法の呪文を使うしかない。『先生』がその気になれば、「真なる聖女」以外はあっという間に殺されてしまうに違いないのだから。

　クロエはまだ助かる見込みがあるが、聖女を愚ぐ弄ろうし続けたナディールや、教団とほとんど関係のないエリクスは難しいだろう。殺す価値もない、と判断してくれればいいんだけど、と祈りながら、アリシアは必死に背筋を伸ばして『先生』と対たい峙じする。

　と、しっかりと見つめていたはずのその姿が消えた。

「……あら？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたアリシアは、思わず眼鏡を外してしげしげと見直す。

「ひびでも入ったかしら……？」

　それともまた変な夢の続きなのだろうかと思った瞬間、刺し激げき臭しゆうが鼻を突いた。

「けほっ、なに……!?」

　眼にも刺さすような痛みを感じ、無意味に眼鏡をかけて防御を試こころみるが、一度眼に入ってしまった状態では無駄だ。

「こ、これは……!!」

「なん、だ、これは……!?」

　やむなく眼をつぶったので分からないが、クロエとナディールも慌てているようだ。二人と一緒にごほごほとむせながらも、アリシアは覚えがある臭においに胸の高鳴りを感じていた。

　助けに来ると、「彼」は事前に知らせてくれていたのだ。王宮で生じた騒ぎに気づき、追いかけて来てくれたのだろう。

「お姫様、クロエ様、無事か!!」

　続いて、三度馬車の戸口に人影が生じた。

　今まで数回しか聞いたことがない明めい瞭りような発音には違和感があるが、声自体にははっきりと聞き覚えがある。豚ぶたの何かが主成分と噂の「死なないが……嫌な気分になる粉……」があたりを舞っているのでまともに返事ができないが、間違いない。

「けほっ、ま、まさか……!?」

　クロエも、やって来た人間を把は握あくしたのだろう。だが「彼」のこともアリシアが伝え損ねていたためか、いまだ半信半疑の様子だ。

「ごほっ……、ぶ、無事です、レ……ア、様……」

　感動にますます曇くもっていく視界を晴らそうと、目元をごしごし擦こすってどうにか眼を開いたアリシアの耳に、呆ほうけたようなクロエの声が聞こえた。

「……誰だ？」

　戸口をふさぐように立った黒髪の男を見上げ、アリシア同様擦りすぎて目元を腫らしたクロエはひどく困こん惑わくした顔をしている。

「……ああ」

　彼女の困惑の理由に思い当たったらしく、剣と小さな袋をいくつか腰にぶら下げた男は、三さん白ぱく眼がんから鼻の下までを手で覆おおった。

「俺です……」

「……レオニア!?」

〈翼の祈り〉のぐうたら聖職者にして発明家、だらだら間ま延のびしたしゃべり方と鼻の下までを覆う癖くせのある黒髪が特徴だったレオニアだ。「面倒くさい」が口癖で、昼は昼寝して夜は寝ているような男だが、真ま面じ目めなクロエのことをいつも気にかけていた。

「た、確かに、妙な発明とそのしゃべり方は本物のようだな……」

　まともに顔を見たことがなかったらしく、思いきり不審そうだったクロエも合が点てんがいった様子だ。困惑から喜びへと、見る間に表情が変化する。

「お前、ゆ、行方知れずだと聞いていたのに……、でも、よかった、無事だったのだな……!!　髪は無事ではないようだが……!!」

　喜びのあまり混乱しているのか、アリシアのようなことまで言いながらクロエがレオニアに抱きついた。

「クロエ様……!?」

　驚いたように身を引く彼に構わず、確かめるように何度も頰に触ふれる。感極まって潤うるんだ瞳が、ほのかな角灯ランタンの明かりにきらきらと輝かがやいていた。

「拷ごう問もんを受けたと聞いていたが、どこか怪我などさせられていないか？　ああ、しかし、お前はこんな顔だったのだな！　意外に若いじゃないか、てっきり五十ぐらいだと思っていたが……!!」

「……クロエ様……、ちょっと……、近いです……」

　アリシア曰いわく「三十四歳ぐらい」のレオニアにやんわりと押し戻され、クロエがはっと我に返る。はしゃぎすぎたと感じてか、顔を赤らめている彼女から、レオニアはナディールへと視線を移した。

「髪は、その方に……、切られました……」

「……ふん、あのうっとうしい髪を切ったことについては、むしろ礼を言ってほしいぐらいだな」

　レオニアの髪を拷問の一いつ環かんで切らせたのはナディールである。ばつが悪そうな顔をしている彼に今さら恨み言を言う気もないらしく、レオニアは話を変えた。

「一緒にいる、ということは……その方も逃がす訳ですか……？」

「そうよ、あとギゼとエリクス様も」

　アリシアの答えに、レオニアが意外そうに繰り返す。

「ギゼと、バスツール伯爵……？　そういえば、一瞬姿が見えたが……」

「ギゼが私を助けてくれて、クロエ様とナディール様も逃がしてくれたの。その後エリクス様が来て、王宮の外に出してくれたのよ」

「……なぜ？」

　簡かん潔けつすぎるほど簡潔な説明に、レオニアは首をひねっている。話の流れは分かったが、どうしてその流れになったのかが全く分からない様子だ。

「……レオニア、アリシアの話は事実だ。詳細は後ほど私が説明する」

　だから、とクロエにせっつかれ、レオニアも頭を切り換えた。

「とにかく逃げましょう……俺たちが乗ってきた馬車がある……」

「そうですわね、『先生』が『死なないが……嫌な気分になる粉……』にやられている間に!!」

　腰にぶら下げている袋の中身をぶちまけて、レオニアは窮きゆう地ちを救ってくれたのだろう。貴重な時間を無駄にしてはいけないと、アリシアは早さつ速そく馬車の外に身を乗り出す。

　彼女に手を貸しつつ、レオニアは首を振った。

「いや、確かに粉も投げたが……今足止めをしているのは……ジェダだ……」

「まあ、ジェダも来ているの!?」

　思わぬ、だが考えれば不思議はない名前に、アリシアは一瞬表情を明るくした。

　ティルナードの護ご衛えいを仰せつかっていたジェダもまた、元〈翼の祈り〉の一員。本人は「弟」ルアークの足あし下もとにも及ばぬ、と気にしているが、それでも並みの人間が敵かなう腕ではない。

　レオニアもそれなりに腕の立つことは承しよう知ちしているが、本分は発明によりすべての面倒を解決することを願うぐうたら聖職者である。いつ『先生』などが顔を出すか分からない王宮に乗り込んでくるには、ひとりだけでは心こころ許もとないだろう。

　とはいえ、ジェダがいれば問題ない、とも思えない。

　ルアークはジェダより強い。そして『先生』は、そのルアークの師なのだ。

「……ジェダは……、大丈夫なの？」

「さあな……とにかく、走るぞ!!」

　後半いきなり明瞭な発音で言うなり、レオニアは馬車を降りようとしていたクロエを抱だき上げた。突然のことに、クロエがぎょっとして声を上げる。

「レ、レオニア、何を……!?」

「その足では、走れないでしょう……行きますよ……」

　馬車を降りるだけでもよろよろと覚おぼ束つかない足取り。狭い檻おりの中に長期間閉じ込められていたせいで、足が萎なえてしまっているのだ。

「お姫様は、そいつにでも頼め……ついて来い……」

　言いざま、まだあわあわしているクロエを背負い、レオニアが走り出す。夜の闇の中に、その姿はあっという間に遠ざかっていった。

「……私にあなたをおぶって走れと？　人使いの荒い男だな、全く」

　苦々しい口調で吐き捨てたナディールが、仕方なさそうにアリシアを見た。と、そこへもうひとつの人影が近づいてくる。

「アリシアは、僕が背負うよ。ナディール様も足がふらふらしていますからね」

　派手に打ちつけたらしい脇腹のあたりをさすりさすり、やって来たのはエリクスだ。

「エリクス様、でも……」

「いくら僕でも、君ぐらい軽い女の子なら背負って走れるさ。元聖女様みたいな翼があったら、ちょっと難しいだろうけどね」

　いまだつけたままのクロエの背の羽は、空気抵抗もありさぞかし邪魔だろう。なのに外せ、とも言わないレオニアの心こころ遣づかいに思いを馳せつつ、エリクスの申し出ににっこり微笑ほほえむ。

「ありがとうございます、エリクス様」

　ジェダのことは気になるが、自分が逃げきることが彼の努力に対する最大限の報むくいだ。

「ナディール様、がんばって走って下さいね」

「……ええ、ええ、がんばりますとも」

　やけくそのようにナディールが答えた。







　星明かりがまたたき始めた夜の草原を、エリクスに背負われひた走る。

　彼の計画では、馬車はフェイトリンに向かっていたはずだ。アリシアの視力では黒い影のようにしか見えないあたりの木々にも、どことなく見覚えがあるような気がするのはそのせいだろうか。

　聞いてみたいと思ったが、今話しかけても邪魔になるだけだろう。ただでさえ、エリクスは息が上がり始めているのだ。

「あの、やっぱり私も下りて走りましょうか……？」

「いや……、君は……、まず、どこに向かって走り出すか、分からないから……」

　ぜいぜいと喉を鳴らし、エリクスは尻からずり落ちそうになっているアリシアを抱かかえ直した。

　見るからに体力のあるカシュヴァーンや、見た目とは裏腹の強靱さを誇ほこるルアークと比べるのは気の毒というものである。どれだけアリシアが軽くても、人ひとり背負って走るのは相当に消しよう耗もうするのだ。

　だが荷物を背負ったエリクス以上に、ナディールのほうが苦しそうだった。

「はっ、はっ……ふん……、女を相手にするのとは……、はっ……、消耗の、質が、違うな……」

　下らない軽口を叩たたきながら必死に走っているが、みなからじわじわと離されつつある。クロエ同様軟なん禁きん生活に萎えた足が、急な全力疾しつ走そうに耐たえきれなくなってきたのだ。

　励はげましても減らず口が返ってくるだけだろう。かえって疲れさせるだけだ。真の聖女を名乗った身としては、祈るしかなさそうである。

「神様、聖女アーシェル様、どうか私たちをこのまま逃げきらせて下さい……でなければ、私を噂うわさどおりに山より大きくして下さい……」

　ふくらみにふくらんだ「死神姫」の噂話が真実となれば、フェイトリンまではすぐだ。いや、『先生』を恐れる必要すらなくなるだろう。

「お、大きくなる前に、教えてくれると、嬉しい、な……」

　山より大きいアリシアに踏ふみつぶされる想像でもしたらしく、苦笑いしたエリクスの表情が明るくなった。

「レオニア様！」

　ひと足先にクロエを自分たちの馬車に乗せ、取って返してきたレオニアが正面から駆かけてくる。と、その手が腰元に滑すべった。

「息を止めろ!!」

　鋭いひと言とともに、小さな袋が夜空に放たれる。

　同時についに力尽つきたエリクスが、その場にがくりと膝ひざを突いた。アリシアも地面に投げ出されて、十歩ほど遅おくれた位置でナディールもうずくまってしまった。

　よろめきながら見上げた空を飛んでいく袋の目標は、アリシアたちよりもっと後ろ。

　だが「死なないが……嫌な気分になる粉……」がまき散らされる寸前、それは一いつ閃せんした銀色の光によって袋ごと地面に叩きつけられた。口をふさぐように刺さった針状の武器が、中身の飛散を防いでいる。

「ルアーク……!?」

　口にするだけで痛みを覚える名を呼ぶアリシアの眼に映うつったのは、愛する「息子」である死神少年ではなかった。

　同じ武器をより正確無比に操あやつる、暗闇に同化した真なる死神だ。

「……『先生』……」

　ジェダと交戦していたはずの『先生』が、アリシアの眼の前に立っている。

　ジェダはどうなったのだろう。答えは、『先生』が無む造ぞう作さに投げ出したものが教えてくれた。

「……ジェダ!!」

　乱れた銀髪が青ざめた顔を覆っている。ルアークがあと五年経てば、こうなるだろうという青年──ジェダは、地面に倒れ伏したきりぴくりともしない。














「命令は守りました」

　吹き抜ける木こ枯がらしのような声で『先生』が言い、深々と頭を下げた。殺してはいない、そう言いたいのだろう。

　どう見ても無事な顔色には見えないが、ジェダはまだ生きているようだ。

　その奇跡があとどれぐらい続くかは、分からないが。

「くそ……」

　駆けてきたレオニアも、圧倒的な実力差になす術すべもなく棒立ちになっている。エリクスとナディールも、まだ呼吸が整っていない状態だ。

　彼らのほうを見向きもせずに、顔を上げた『先生』がまっすぐにアリシアを見て言った。

「参りましょう、聖女アーシェル様」

　なんの感情も見えないはずの眼の奥、ほのかに浮かぶ光と熱。「独特の魅み力りよくがある」と称されたアリシアは、確かに複数の男に強く求められたことはあった。

　だが『先生』の眼にあるのは、今まで他の誰からも向けられたことのない感情。

　カシュヴァーンとも、ゼオルディスとも、ディネロとも違う、「女」への欲望と呼ぶには純化されすぎた「聖女」への執しゆう着ちやくに全身総毛立つ。

「な、ぜ」

　時間稼ぎに、意味などないとも思った。第一下手に時間を稼ぐと、それだけジェダの死が近づくかもしれない。

　しかしこのままおとなしく連れ去られる訳にもいかず、かねてからの疑問をおずおずと口にする。

「なぜ……あなたのような方がそれほどまでに、聖女を求めるのですか……？」

　命令にはなんでも従う、魂たましいのない操り人形。他者の生死を操る死神のごとき技を持つ『先生』が、どうして聖女を必要とするのだろう。

「やめろ、ナディール様を殺すな!!」

　アリシアの疑問に対するには、全く見当違いのギゼの声が聞こえた。

「え？」

　訳が分からず、きょとんとしたアリシアの頰を速い風が打つ。とっさに一度眼を閉じてしまったが、その一瞬で眼の前の光景が大きく変化していた。

「あ、あら……？」

　右手を押さえ、苦痛に顔を歪ゆがめているナディール。

　構えた針状の武器から血を滴したたらせた『先生』。

　横に、同じ武器を構え同じように無表情のルアーク。

　そして死神師し弟ていの足下、ジェダのすぐ側に倒れ伏したギゼ。







　怪我を負ったナディールの手は、レオニアが投げた小袋の方向へと伸びていた。地面に落ちていた袋を摑み、『先生』へ投げつけようと画かく策さくしたのだろう。

　それに気づいた『先生』がナディールを狙ねらい、ルアークと戦っていたはずのギゼが寸前で割って入った……そんなところだろう。

「ギゼ……」

　思考は奇妙に冷静に状況を読み取ったが、アリシアの口から出た名前は震えていた。

　ギゼの腹部から流れ出た血の海はその体をすっぽりと取り囲み、月明かりにぬめぬめと光っている。

「腕を上げた」

　ぽつりとひと言、『先生』がつぶやくのが聞こえた。

　元〈玩具の兵隊〉が得意とするのは、剣や拳こぶしではなくナイフや特有の針状の武器を使った「点」の攻撃だ。神経毒を併へい用ようした的確な「点」の一撃により、標的は一瞬で絶命する。

　だから『先生』はギゼを褒ほめたのだ。「点」を突いての必殺を許さず、多大な出血をさせなければ打ち倒せないところにまで達した彼の鍛たん錬れんを。

　しかもギゼは、さっきまで「一番」のルアークと戦っていたのだ。なのにその勝負を捨て、『先生』からナディールを庇かばった。

　見事な腕だ。奇跡と言っていい。

　おそらくこれが、神か聖女がギゼに与えた最さい期ごの慈じ悲ひだろう。

「──『先生』。ほら。見て下さい、『先生』」

　敬愛する師の賞しよう賛さんに応じるように、ギゼが血の筋に汚れた腕を上げた。

「俺は勝ちました。ルアークに勝ったんです。ほら、これが証しよう拠こです。あいつ、こんなに血を出して。ほら。ほら」

　夢見るように蕩とろけた瞳をしたギゼが、血まみれの指を得意そうに振った。飛び散った彼自身の血は、『先生』にもルアークにも届かず、地面とギゼの肌だけを汚す。

「俺が一番です。あいつじゃなくて、俺が一番です。勝ったんだ。勝ったんだ!!　俺がルアークに勝ったんだ!!　だから『先生』、連れて行って下さい。白も黒も〈灰色〉も関係ない世界に、俺も」

「ギゼ、やめろ……!!」

　もういいと言うように、ナディールが彼を呼んだ。はっと首だけでナディールを振り向いたギゼが、ひどく真剣な眼をしてつぶやく。

「ナディール様、勝って。勝たないと、人間は……、勝たない、と」

　それが最後だった。

　ナディールのほうを向いたまま、ギゼの頭がべちゃりと音を立てて血に濡ぬれた地面に沈しずむ。その唇くちびるには、幸せな夢の残ざん滓しが淡い笑みとなって残っていた。

「参りましょう、聖女アーシェル様」

　完全に動かなくなったギゼの姿を一いち瞥べつもせず、『先生』がさっきと同じ台詞を繰り返した。

「なっ……、な、な」

　あまりの動じなさに、また変な夢でも見ていたのかと思ったが、生々しい血の臭いはどう考えても夢ではない。

「な……、何をおっしゃるの!?　ギ、ギゼが、ギゼが、今……!!」

　切り替えの早さには定評のあるアリシアだが、『先生』のそれは限度を超えている。

『先生』を慕したい、その「一番」になることを願っていたギゼ。だからこそひどい扱いに耐えきれず、反旗をひるがえしたギゼ。

　裏切りに対し、怒りや憎にくしみを示すならまだ分かるが、『先生』の態度にはなんの体温も感じられない。まるでギゼという少年など、はじめからいなかったかのような振る舞いだ。

「ご命令を守れず、申し訳ありませんでした。腕を上げており、寸止めできませんでした」

　糾きゆう弾だんに対する答えは、一礼してのそんな謝罪だった。あまりの嚙み合わなさに、アリシアはいよいよ声を上うわずらせる。

「め、命令を守ったからといって、あなたと一緒に行くつもりはありませんけど！　そうじゃないんです、そうじゃなくて……!!」

「無駄だよ、アリシア」

　軽くて冷さめた、聞き慣れたルアークの声が聞こえてきた。

「言っただろ？　この人は、必要ないことはすぐに忘れるんだって」

　相手は己の名前すら忘れた『先生』。

　きっともう、使えない駒のことなど忘れてしまっているのだ。文字どおり、存在ごと。

「……サイードのことを、忘れたみたいに……？」

　ルアークの実兄サイード。ジェダによく似た顔をしていたという、しかしその内面はむしろギゼに近い……優すぐれた弟を恨みながら死んでいった彼の名を聞いても、ルアークは全く表情を変えない。

　代わりに別の人間が反応した。

「……ジェダさん、だめだ」

　唇だけを動かして、ルアークが「兄」を名乗る男の名を呼んだ。

　それまでぴくりともしなかったジェダが、全身をぶるぶると震わせながら立ち上がったのだ。

「ルアーク、逃げろ」

　眼に見えるような怪我や出血はないが、ジェダの負った傷は深いのだろう。膝が震えているし、神経毒の作用で錯さく乱らんしているのか、言っていることがおかしい。

「いや、どっちかっていうと、あんたが逃げるべき場面だと思うけど？　もう分かっただろう、俺は『先生』のところに戻ったんだって」

　苦笑したルアークが改めて教えてやっても、ジェダの反応は変わらない。

「逃げろ……」

『先生』との攻防の最中、武器を失ったのだろう。素す手でのまま、ジェダが構えを取る。

　だがやはり傷は深いらしく、その眼はなぜかアリシアのほうを向いている。

「どうします？　『先生』。いっそジェダさんも連れて行く？　なんせこの人、俺と一緒にアリシアの『息子』をやってるし」

　アリシアが下した命令をルアークも聞いていたようだ。困ったように投げかけた問いに、師は簡潔に答えた。

「やれ」

　当然といえば当然の下げ知じに、ルアークの唇から苦笑が消し飛ぶ。

「断たち切れ」

　その様を無感情に見やりながら、『先生』は表現を変えて繰り返した。

「お前は私になるのだ。断ち切れ」

「──そうだったね」

　師と同じ表情になったルアークが、武器を構え直した。たまらず、アリシアが叫ぶ。

「ルアーク、眼を覚まして!!」

　名ばかりの死神姫に、本物の死神たちに抗あらがう術すべなどないのだ。暗殺者師弟が交かわす会話にも意味が分からないところが多いけれど、訴うつたえずにはいられなかった。

「もう一度お兄様を殺すつもりなの!?　ルアークはそんなことを望んでないでしょう!?」

　サイードに愛されることを願いながら、最終的には彼を手にかけたルアークだ。「兄」を装い近づいてきたジェダにあえてだまされさえした彼に、二度と同じことはさせられない。

「ルアーク、戻ってこい」

　混乱から立ち直ったのか、ジェダも「お母さん」に合わせて説得を始めた。

「どうせ『先生』に、従わなければアリシア様や俺を殺す、とでも言われたのだろう？　そうでなければ、お前がこんなことをするはずがない」

　図星だったのだろうか。一瞬黙ったルアークは、すぐに肩を竦めて話を逸らした。

「生あい憎にくだけど、あんたを殺せ、とは言われてないけどね。たぶん『先生』は、ジェダさんのことを忘れてるんだと思うよ」

　言外に、「覚える価値もない」と匂わせた痛つう烈れつな皮肉だ。けれどジェダは、ほっと息を吐いた。

「そうか、やはりアリシア様を盾に取られていたのだな」

「……あ、ごめん、あんたははっきり言わないと分からないんだっけ……」

　逆に気まずそうなルアークに、ジェダは「兄」らしく力強く訴える。

「大丈夫だ、俺は確かにお前より弱いが、俺とお前なら『先生』に勝てる！　そして俺たちの『お母さん』は案外死なない気がする!!　だから帰ってこい!!」

「……うん、ジェダさん、俺はこっちだからね」

　ジェダはまだ錯乱中のようだ。月に向かって説得を続ける「兄」に、ルアークは苦笑いを浮かべる。

「全く、血も繫つながっていない偽にせ物ものの『親子』なのに、なんで似てきちゃうんだか……」

　アリシアとジェダを見比べながら、呆れるルアーク。その様は、アリシアが知る彼そのもの。

　まだ話し合いの余地は残っているようだ。だから希望を捨てず、こう訴えた。

「夫婦って、だんだん似てくるものなんですって。だから……たとえ本当の『親子』でなくても、一緒にいると似てくるのよ。心が、繫がるから」

「……偽物だからこそ、本物になるためにがんばる、かあ」

　どこかで聞いたような台詞も気になったが、今はルアークを取り戻すことが先だ。繫がっているはずの心を引き寄せるように、叫ぶ。

「ルアークはルアークでいいの、『先生』みたいになったルアークは可愛かわいくないもの!!　そのままのあなたでいい、何も断ち切ったりしないで、眉もそのままで帰って来て!!」

「俺が何も断ち切らないで帰ったら、一番困るのはアリシアじゃないかな」

　突き放すように、ルアークはぴしゃりとそう言ってのけた。

「『家族』ごっこは終わったって、俺を『息子』扱いするのはやめてくれって……そう言ったことを忘れたの？　アリシア。相変わらず、残ざん酷こくだね」

　切なさと忌いま忌いましさの入り交まじった表情を浮かべたのも一瞬のことだった。

「残酷？　そんな、私……」

「もういいよ」

　アリシアの反論を待たず、混こん沌とんとした想いも放ほう棄きして、ルアークはまた無表情に戻る。

「みんなの翼の聖女様。『先生』の代わりに、アリシアを守って、俺は生きると決めたから」

　守る。

　血の臭いの中で聞くには、あまりにも虚むなしい響きだ。

「……守るって、何から？　国王陛下から？」

「みんなの聖女様を傷つける、全部からだよ。国王はもちろん、生きているなら、ライセン公こう爵しやくからも」

　おどけて、あるいはひそかな祈りを込めて呼び続けた、「カシュヴァーンおにいちゃん」という呼び方をルアークは捨ててしまった。

「カシュヴァーン様は、私を傷つけたりなさらないわ」

「傷つけるよ。だってあの人はアリシアの『特別』だ。あの人が追放されてしばらく、アリシアは抜け殻がらみたいになってたじゃないか」

　間かん髪はつを容いれず言い返されてしまったが、アリシアはルアークの思おも惑わくとは違うところで反応した。

「まあ、ルアーク……やっぱり、側にいてくれたのね。フェイトリンで布ふ団とんをかけてくれたの、あなたでしょう？」

　さっきのルアークの台詞が引っかかると思ったら、やはりそうだ。あれはフェイトリンを分割統とう治ちする「フェイトリン五家」のひとつ、ロベル家のキリアンのもの。

　カシュヴァーンが追放された直後、フェイトリンに戻された際、自分で意識できないままにひどく気がふさいでいたアリシア。食欲が湧わかず、体調の悪さを自覚しながらも寝入った次の日の朝、出した覚えのない布団にくるまっていたことがあった。

「あれは冬用の布団だったの。暑かったけど、おかげで風か邪ぜを引かないで済んだわ。ありがとう、ルアーク」

　場違いな礼を述のべられ、一瞬ルアークが言葉に詰まった。

　しかしすぐに、無理やり元の流れに戻してしまう。

「だからアリシアには『特別』な相手なんて、必要ないんだ。『特別』なんて……人を傷つけるだけだよ」

　カシュヴァーンが追放された後、しばらくはアリシアもそう思っていた。「特別」を作る「贅ぜい沢たく」など、後の傷心を約束するものでしかないと。

　けれど終わりの見えない軟禁生活の中、アリシアを支えてくれたのは「特別」に「好き」な王子様の存在なのだ。

「ルアークにとっての……『おにいちゃん』たちみたいに？」

　いまだ「戻ってこい」「帰ってこい」と繰り返しているジェダが、ふらふらどこかに行ってしまわないようにその手を摑みながらアリシアは問うた。虚を衝かれ、再び黙り込むルアークを励ますように語りかける。

「大切な人がいるからこそ、傷つくことはあるわ。でも大切な人がいないと、傷つくこともないの。なんにも、ないの」

　昔のアリシアには、胸むね潰つぶれるような「悲しい」も「苦しい」もなかった。だから胸潰れるような「嬉しい」も「楽しい」もなかった。

　すべてのしがらみに縛しばられない代わりに、何からも遠かった。楽だったけれど、心から満たされることもなかった。

　空腹を知らなければ、真に満たされることもない。

「私には腕力も視力も財力もないけど、大切な人は諦あきらめないって決めたの。だからルアークもジェダも諦めないわ、お願い、帰ってきて!!　聖女じゃなく、死神姫である私を守って、そして守らせて!!」

　真摯な説得をしばらく黙って聞いていたルアークの眼の奥に、剣けん吞のんな光が生まれた。

「アリシアとちゃんと話そうとすると、調子を狂わされるな。だからもうお願いはしないよ。……俺たちと来るんだ」

　ぞっとするほど冷たい声が、ルアークの唇から漏れた。

　冷気を浴あびせられたような気がして、瞬間的に身を引いたアリシアにルアークが今度は甘く笑う。その微笑みは、どこかゼオルディスに似ていた。

「何も考えなくていい。何もしなくていい。そこにいてくれるだけでいい。俺がアリシアを守って、幸せにしてあげる。どうかな？　これって、最高の贅沢じゃないかな」

「確かに、そうね……いえ、でも、だめよ」

　正直、魅力的な提案ではあった。少々心がぐらつかないでもなかったが、魅力的な提案だからこそ、アリシアは首を振った。

　──乙女おとめの甘い夢でできた、まるでイゼリアーネ姫がジラルディン王子と結婚した後に住まうような理想の城。それをルアークは、ギゼやカシュヴァーンといった人々の死体の上に築きずくつもりなのだから。

「こ、このままだと、ルアークのことまで嫌いにならないといけなくなるわ。もうやめて！　いいえ、やめなさい、ルアークッ!!」

　叫びながら、アリシアはよろよろしているジェダに抱きついた。

「分かってくれたか、ルアーク!!」

　全く分かっていないジェダが何か言っている。支えを求め、体重を預けてくる彼が重くて、アリシアは危あやうくその場にひっくり返りそうになった。

「……それで庇ってるつもり？　言っておくけど、アリシアを傷つけないでその人を殺すぐらい、俺には訳ないんだよ」

　ルアークも呆れた調子でつぶやいたが、無視して叫ぶ。

「ルアークもジェダもカシュヴァーン様も、も、もう私は何も諦めないもの!!　贅沢を言うわ、だけど、これ以上、失いたくない……!!」

　ゼオルディスに奪われた幸福を、ひとつの瑕か疵しもなく取り戻せるとは思っていない。カシュヴァーンの顔にはすでに深い傷が刻きざまれているし、ミューゼやギゼといった犠ぎ牲せい者しやも出ている。

　だからこそこれ以上、奪うことは許さない。

「……本当に、変わったね、アリシアは」

　かすかな笑みを含んだ声がして、アリシアとジェダの前にさらに人影が出る。

「──エリクスさん」

　乾かわいた声でルアークが呼んだのは、呼吸を整え、立ち上がったエリクスだった。







「貴様、まさかこの期ごに及んで裏切る気か!?」

　いまだエリクスへの疑念が消えないらしく、間髪を容れず怒ど鳴なったナディールにエリクスは静かに言い返した。

「あなたの口からそんな言葉が出るとはね。そちらこそ、投降しないんですか？」

「……もう、私の野望は潰ついえた。それに聖女大好きな連中が、私を生かしておくとも思えん」

　途端に弱々しくなった声に、エリクスはかすかに微笑む。

「第二階梯にあった聖職者を改心させるとは、ギゼは本当にすごい腕ですね」

　からかうような口ぶりに言い返そうとしたナディールは、血まみれのギゼを一瞥してから黙った。

　それを確認し、エリクスは無言でルアークと相あい対たいする。

「エ、エリクス様……」

　己の弱さを自じ認にんしているエリクスが、ルアーク相手に一体どうする気なのか。ようやく落ち着いてきたジェダと互いを庇うように抱き合ったまま、アリシアは状況を見守るしかない。

「エリクスさん。あんたはどうやら、国王陛下のお気に入りらしいね。だから、今ならまだ引き返せるんじゃないかな」

「……そのようだね」

　ルアークの指摘に、エリクスは微び苦く笑しようで応じた。

「え……？　エリクス様は、陛下のお気に入りなの……？」

　にわかに嫌な予感がしてきて、アリシアは心持ち後ずさる。

　確かにゼオルディスは、エリクスをオーデル地方の領主にしたり、領地の反乱を抑おさえられなかった彼をそれほど強くは叱しつ責せきしなかったり、疲ひ弊へいした彼を労ねぎらうためにおかしな術者を差し向けたりしていたが……

「でも、あの軟なん膏こうはすごくかぶれたって……」

　ぶつぶつつぶやいているアリシアをよそに、ルアークはエリクスに交換条件を持ちかけた。

「アリシアを、こっちに渡して。そうしてくれたら、あんたのことは見み逃のがしてあげてもいいよ」

「だ、だめよエリクス様」

　ルアークの誘いに被せて、アリシアはエリクスを制した。

「私は行きません。それに、このまま戻ったとしても今度は陛下に殺されるわ……!!」

　どれだけ寵ちよう愛あいが深かったとしても、いや深かったからこそ、ゼオルディスが逃亡者に甘い顔をするとは思えない。

　それはアリシアにも待ち受けている運命だ。──逃げ延のびるしか、道はない。

　けれどエリクスは、アリシアを振り返ってふわりと笑った。

「ごめん、アリシア」

　伸びてきた手を、ジェダが嚙みつきそうな表情で振り払う。

「やめろ、俺とルアークの『お母さん』に触さわるな……！」

　声は威い勢せいがいいが、明らかに力が入っていない一いち撃げきにも、エリクスは顔をしかめた。

「いたた、この状況のジェダにも勝てないか。仕方がないな」

　あっさり諦めたエリクスが、いきなり体を反転させてルアークに摑みかかった。

「エリクス様!?」

「逃げろ!!」

　裂れつ帛ぱくの叫びを聞いて、ジェダが反応した。ひたすらに状況を見守っていたレオニアに向けて、アリシアを突き飛ばす。

　そして自分は、エリクスに加勢した。

「ジェダっ……!!」

「お姫様、行くぞ!!」

　叫んだレオニアが、アリシアを抱きかかえて走り出そうとする。

「ナディール様は……!?」

「無理だ!!」

　即答し、振り返らずにレオニアは駆け出した。

　しかし二人の逃とう避ひ行こうは、わずか三歩で終わってしまった。

　夜そのもののように忽こつ然ぜんと姿を現した『先生』が、無言の威い圧あつで行く手をふさいだのだ。

「……くそっ」

　歯嚙みしたレオニアの腕の中、振り返ったアリシアの視界に、エリクスとジェダを難なく組み伏せたルアークが映った。







「真なる聖女」の命令をルアークも守るつもりなのだろう。エリクスもジェダも、生きてはいるようだった。

　だが、ジェダはまたかすかに胸を上下させるだけで、それ以外の動きは見られなくなっている。

　エリクスも、刺されたらしい太ふと股ももを押さえたまま座り込み、肩で息をしている状態だ。

「体どころか頭まで弱くなっちゃったの？　あんたにアリシアを逃がす隙すきが作れる、とでも？」

「はは、そうかもね……」

　上着を裂さきながら、エリクスは弱々しく笑った。

「確かに僕は、頭が弱くなったんだ。……まだ、アリシアの王子様になれると思ってる」

　裂いた上着で作った包帯で傷口を縛りつけ、立ち上がる姿に、こんな時だがアリシアは胸が熱くなるのを感じた。エリクスもまた変わったのだと、その行動で分かったからだ。

　彼はまだ諦めていない。

　出会った当初、己の弱さを言い訳にして、無抵抗にカシュヴァーンに殴なぐられていたエリクスはもういない。

「ここで格かつ好こうをつけないと、アリシアに僕のかっこいいところを見せられる日は永遠に来ないからね」

　不器用に片眼をつぶり、彼が口にした言葉にアリシアは眼を丸くする。

「え……？　あの、まさか、エリクス様も私の独特の魅力、とかに……？」

「……本人に面と向かって言われると照れるなあ」

　苦笑いしたエリクスから、アリシアはレオニアに視線を移した。

「レオニア様も？」

「……別に嫌いじゃないが……」

　クロエを置いてきたと思われる方向に眼をやりながら、レオニアが真ま面じ目めに答える。

「アリシアの王子様に、あんたが、ねえ」

　エリクスの血に濡ぬれた武器を軽く振りながら、ルアークが気のない声を漏らした。

「カシュヴァーンおにい……、ライセン公爵の、身代わりに過ぎないのに？」

「僕にカシュヴァーンの代わりができるなんて、光栄なことだよ」

　謙けん遜そんしてみせてから、エリクスは真面目な口調になった。

「こんなことを言ったら、怒るかもしれないけど……ずっと思っていたんだ。君と僕は似てる、って」

　一時的に、ルアークはエリクスに雇やとわれたことがあるのをアリシアも思い出した。

「それにたぶん、国王陛下も。だからあの人が、僕のことを気に入って下さっているように見えるんだと思うよ」

　ゼオルディスのことを口にするエリクスの表情には、ある種の慕したわしさがあった。悪友に呆れつつ、相手のしょうもない部分もひっくるめて許容している、そんな雰ふん囲い気きだ。

「友達」という単語にもこだわりのあるゼオルディスのことが、ちらりと脳裏を過よぎった。

「僕たちはきっと自分のことが嫌いで、それゆえに自分の器うつわを見切ってる。お姫様に選ばれる、王子様になんかなれるはずがないって」

　似たようなことは、昔カシュヴァーンもよく言っていた。「怪物」は「王子様」になんかなれない、と。

　けれど今ではそんなカシュヴァーンが、誰もが認めるアリシアのただひとりの王子様。

　場違いな「おなかが痛い」に頰を染めるアリシアを、エリクスはまぶしそうに見ながら話し続けた。

「だから、カシュヴァーンのことが嫌いなんだよね。どうして彼だけが、選ばれたんだろうって思ってしまう。オーデル侯爵とか、当たり前に僕たちを踏みつける人に無む下げに扱われても、そんなに気にならないのに」

「……ジスカルドおにいちゃんのことは、俺も嫌いじゃないよ。なんか、ある種の天然で、憎にくめない感じがして」

　つられたようにルアークが相あい槌づちを打った。エリクスもうなずいて、

「だからアリシアに惹ひかれるんだ。普通のお姫様には無理でも、死神姫になら……選んでもらえるんじゃないかって」

「……その言い方は、俺とアリシアに失礼じゃない？　あと、あんた自身にも」

　ルアークの台詞に、既き視し感かんを覚える。ああ、そんなことをゼオルディスも言っていた。

「そういえば昔、国王陛下はカシュヴァーン様とルアークが合体したような感じかしらって、エルティーナ様たちとお話ししたわね……」

　エリクスが言うように、アリシアに想いを寄せる男たちにはある種の共通点があるのかもしれない。誰もがどこか欠けていて、乙女の理想の「王子様」にはなれない、哀あわれな怪物たち。

　けれど、似ているということは違うということ。

　たったひとりの「王子様」は、すでに決まってしまっている。

「だけどアリシアは、贅沢な女の子だから。王子様だけじゃなく、君が必要なんだ。だからアリシアのところに帰ってきてくれないか、ルアーク。そして『先生』と国王を倒して、彼女に家族を返してやってくれ」

「……俺とあんたが似てる？　とんでもない。あんたは俺なんか及およびもしないほど、とてつもなく優しくて、とてつもなくおめでたい人間だ」

　いら立ったように、ルアークの声が尖る。

「王子様の席はもう埋うまってるんだ。だからその他大勢である俺たちは、怪物になるしかないんだよ」

　いらいらと語る声が、最後に小さくなった。

「『息子』で満足できるなら、俺だって離れたりしなかった」

「ルアーク。僕たちは、自分が本当に望む幸福には辿たどり着けないだろう」

　辛しん抱ぼう強く、エリクスはルアークに話しかけ続ける。

「だとしたら、なおさら……せめて僕たちのお姫様の幸福ぐらいは、叶かなえたいと思わないか」

「うるさいな、もう！　大体あんた、自分の立場が分かってるの？」

　出し抜けにエリクスのすぐ側に近寄ったルアークが、眼を突きそうなほどの距離に針状の得物を突き出す。

　戦闘能力の低いエリクスなので、ぎょっとして身を引いたが、逃げはしなかった。その代わり急な動きで傷を負った太股に血がにじみ、アリシアははらはらしたが。

「分かっている。でも、これだけ僕の話を聞いてくれるのは、僕が君より圧倒的に弱くて……そして君が優しくて、迷っているからじゃないかな」

　穏やかに微笑むエリクスの眼を、余裕のない表情でルアークが睨みつけている。置かれた立場を考えれば、彼らの態度は完全にあべこべだ。














「ルアーク」

　ぎりぎりのところで保たれていた均きん衡こうを、木枯らしのような声が打ち砕くだく。

「断ち切れないのか」

　アリシアたちの側から動かないまま、『先生』が発した問いかけにルアークが押し殺した声で答えた。

「……待ってよ。できます」

　口ではそう答えたが、ルアークが構えた武器は全く動かない。

「ルアーク、構わないよ。殺したければ殺せばいい。……国王陛下に、従わなければ殺すと脅おどされたあの時点で、僕の腹はもう決まってる」

　言い聞かせるように優しくエリクスが言う。言われなくても、とルアークは小さくつぶやいたが、やはりその手は動かない。

　いや、動いた。

「！　『先生』っ……!?」

　慌てたように『先生』を呼んだルアークの姿がアリシアの視界から消えた。というより、何も見えなくなった。

「真っ暗？　え、あら、レオニア様……？」

　レオニアの手が眼の前を覆ったのだ。しかし程なく、その手は力なく垂たれ下がる。

「……どうせ、すぐ分かるしな……」

　悲しげなつぶやきも耳に入らない。

「……噓」

　月明かりを浴びたエリクスの体が、地面に倒れ伏しているのが見えたのだ。

　その横ではルアークが、紙のように白い顔をして立ち尽くしている。








　第四章　君は無慈悲な聖なる女王







　ギゼのように、はっきり分かるほど出血している様子はなかった。

　そんな手間をかけるほど、エリクスは強くなかったということだろう。

「申し訳ありませんでした」

　じんと痺しびれたような耳に、『先生』の謝罪が不ぶ気き味みな反はん響きようを伴ともないながら響ひびき渡る。

「追っ手が来ました。参りましょう、聖女アーシェル様」

　ちらりとシルディーン王宮と思われる方向を見てから、『先生』が感情のない声で言う。追っ手が迫せまっている様子など全くないが、『先生』には分かるのだろう。

　ああ、また私の命令は破られたのねと、呆ぼう然ぜんとしながらアリシアは悟さとった。

　同時にこうも思う。

　これ以上は逆らえない。

　無む駄だに犠ぎ牲せい者しやが増えていくだけだ。

　──でも、動けない。

　このまま無む抵てい抗こうに聖女アーシェルになってしまったら、犠牲になった者たちに申し訳が立たない。

「何も心配なさる必要はない。あなたのことは、私とルアークが必ず守ります」

　動きを見せないアリシアに、突然『先生』がそんなことを言い始めた。

「え？　あら……結構しゃべれるんですね？」

　ディネロ以上に無口だとばかり思っていた相手から、よどみなく流れ出る台詞せりふにアリシアは戸と惑まどってしまった。『先生』は相変わらず無表情ながら、流りゆう暢ちように続ける。

「長年他人の生と死を見つめ続けた結果、私は悟りました。暗殺者こそが、聖職者に相応ふさわしい」

「……そうか……？　……」

　一応聖職者のレオニアが突っ込んできたが、『先生』の態度は変わらない。

「我々ほど生死に深く関わっている人間はいない。そんな我々にしか、伝説の聖女を正しくお守りすることはできない。人を殺したことがない人間にも、己おのれの欲望のためだけに殺人を行った人間にも、不可能です」

　嫌いや味みを言っているつもりはないのだろうが、呆ほうけていたナディールの表情がかすかに軋きしんだ。

「ですから私は、いつか真なる聖女アーシェルに仕つかえるためだけに鍛たん練れんを重ねました。しかし残念ながら、遅かった。私はあまりにも老おいた」

「……あの、でも『先生』は、せいぜい四十代ですわよね？　それに、そ、その技は、見事すぎるほどではないですの……」

　エリクスの亡なき骸がらから眼を背そむけながらアリシアは言うが、『先生』は自分の能力にまるで満足していない様子だ。

「いえ、若い頃とは全く違います。ですが、ルアークがいる」

　薄うすい青の瞳ひとみが、強こわ張ばったルアークに向けられる。

「ルアークを正式に私の後こう継けい者しやとみなし、復活した〈翼つばさの護まもり〉の統とう率そつ者しやとします。そしてあなたを聖女アーシェルとして迎むかえ、〈翼の祈いのり〉を立て直します」

　次いでアリシアに眼を戻した『先生』が、また深く頭を下げた。

「どうぞ、私たちと来て下さい。さもなければ、またご命令を破ることになります」

　この場にはまだナディールもいる。レオニアもいる。クロエだって、今頃気を揉もんでいるだろう。

『先生』の腕うでを思えば、ティルナードたちだって標的にされる可能性はある。

「そ、そんな脅きよう迫はく……」

「嫌いやだよ」

　恐おそろしい想像をしてしまい、途切れがちになるアリシアの声に続けて軽い声が返事をしてくれた。どんな惨さん劇げきにも動かなかった『先生』の顔に、初めて無形のひびが走る。

　それを心地ここちよさそうに見つめて、ルアークは見慣れた軽けい薄はくな笑みを浮かべた。







「なんだよ、〈翼の護り〉の統率者って。あーやだやだ、ださいし、全くもてそうもないし。だからって〈玩具おもちやの兵隊〉がいいって訳でもないけどさぁ」

　緊きん迫ぱく感かんの欠片かけらもない言い方があまりにも懐なつかしくて、涙が出そうだ。

「ルアーク……!!」

　瞳を潤うるませるアリシアに、ルアークはひらひらと手を振ってくれた。

「ごめんね、アリシア。……そしてごめんね、エリクスさん、ギゼ。旅立ちの聖句でも唱えてあげたいところだけど、あんたたちを殺した教えの祈りじゃ無意味だろうしね……」

　祈るようにつぶやいたルアークを、『先生』は刺すような眼で睨にらんでいる。

「ルアーク、眼を覚ませ」

「俺の眼はもう覚めてるよ。アリシアとエリクスさんとギゼが、覚まさせてくれた」

　きっぱりと断言したルアークが、針状の武器を掲かかげて構えを取る。

「逃にげろ、アリシア!!」

　叫さけんだルアークの姿が消えた。『先生』も。

「ルア、きゃあっ!?」

　ルアークと叫ぼうとしたアリシアの体を、レオニアが引っ摑つかんで駆かけ出した。

「ナディール様、ギゼのために逃げろ!!」

　せめてとばかりに叫んだレオニアの腕の中、眼鏡めがねが飛ばないように必死に押さえながら、アリシアは声に出さずにひたすら祈った。

　神様、聖女アーシェル様、お願いします。どうかルアークを、私たちを助けて……!!

　その声が届いたのかもしれない。

「馬ば鹿か、なんで来た!!」

　びりびりと響くような大声でレオニアが怒ど鳴なる。ずれた眼鏡を直して、アリシアは何事かと眼を凝こらした。

「す、すまない。だがお前たちが、あまりにも来ないものだから……」

　暗くら闇やみにひときわ白い翼を輝かがやかせたクロエだ。アリシアたちが追いついてくるのが遅いので、様子を見に来たのだろう。

「走りなさい、クロエ様ッ!!」

　血を吐はくように叫んだのは、疲ひ弊へいした体に鞭むち打うって走るナディールだ。あまりの剣けん幕まくに気け圧おされたかのように、クロエは慌あわてて来た道を引き戻す。

　その時アリシアの髪かみが、全力疾しつ走そうのために生じるのとは全く異質な風に揺ゆれた。

　声を上げる暇ひまもなく、レオニアの腕を離れて地面に投げ出される。全身が冷たくなった。

「レオニア様!?　やめて、『先生』……!!」

　アリシアの叫び声は、およそ人の喉のどから漏もれたとは思えない絶ぜつ叫きようによってかき消された。

「な、なに、怪物……!?」

　若じやつ干かんの期待もこめて振り向けば、倒れ伏したレオニアの背に、別の男の動かない体が伸のしかかっているのが分かる。

　短い銀の髪が、夜風に頼りなく揺れていた。

　その背中に突き刺さった二本の銀の針は、冴さえ冴ざえと青く月明かりに輝いている。







　レオニアの上に突っ伏した『先生』は、ぴくりとも動かない。動いているのは背中に突き刺さった二本の針から、静かに流れ続ける血流だけ。

　互いに高い戦せん闘とう能力を持つ暗殺者同士だからこそ、勝負は一いつ瞬しゆんで決したのだろう。

「あー……、いてててて……」

　うめき声さえ間ま延のびしたレオニアが、『先生』の下から這はい出てくる。しばしあ然としていたクロエだが、すぐに彼の側そばに駆かけ寄ってきた。

「レ、レオニア、無事か!?」

「あちこち打ちましたがね……」

　転倒した拍ひよう子しに擦すり剝むいた膝ひざや肘ひじを確認しつつ、レオニアはのろのろと立ち上がった。動作が遅いのは彼の常であり、動きそのものに不自然な部分はない。

　ナディールは転びこそしなかったものの、無茶な逃とう走そうで足そのものを痛めたのかもしれない。異様な叫び声に驚いたようにうずくまり、じっと動かなかった。

　アリシアも眼鏡の縁ふちは歪ゆがみ、レオニア同様ぶつけた箇か所しよが痛むが、今は気にならなかった。

「確かに、老いたね、あんたは」

　いつの間にか『先生』を足あし下もとにしたルアークの、疲れたようなつぶやきから意識を逸そらせない。

　老いを自覚した師し匠しようを、その弟で子しはすでに超えていたのだ。喜ぶべき場面であるにもかかわらず、ルアークの横顔はやるせなさに満ちていた。

「ぺらぺら理想を語った挙あげ句く、部下に裏切られて死亡か。あんたが俺の目標だったこともあったのにな……」

「……ルアーク……」

　アリシアの視線に気づいたか、ルアークがちらりとこちらを見て苦く笑む。

「……馬鹿みたいだね。ギゼと変わらないや。この人に何期待してたんだろ、俺」

　つまらなそうに言うなり、ルアークは無む造ぞう作さに伸ばした手で師の体から得え物ものを引き抜いた。

　銀の針が抜かれる瞬間、アリシアは我知らず身を硬かたくしたが、『先生』は全くの無反応。

　──助かったのだ。

　安あん堵どのあまり、へなへなとその場に座り込んでしまったアリシアに、武器をいずこかへとしまったルアークが、気を取り直したように笑いかけてくる。

「ただいま」

　ずっと聞きたかった言葉がその唇くちびるから漏れた。

「そういう訳で、のこのこと帰って来ちゃったんだけど……さっき言ってくれたみたいに、迎え入れてくれる？　アリシア」

　その上照れくさそうな、若干の怯おびえを含ふくんだ声でそんなことを言われると、我が慢まんできなかった。

「うわっ!?　ちょっ、アリシア、どうしたの!?」

　いきなり立ち上がったアリシアに足にすがりつかれ、ルアークは悲鳴を上げた。

「うわわ、ちょっとちょっと、だ、抱だきつくならもうちょっと上にしてくれないかな!?」

　あらぬところに触ふれそうになった手をかわし、ルアークが彼女を抱かかえ上げる。ようやく目標を見つけられたアリシアは、子供のようにその首にすがりついた。

「ルアークは私の！」

　硬こう直ちよくしたルアークに構わず、ほとんど絞しめ殺そうかという勢いでぎゅうぎゅうと抱き締める。

「私のなの!!　みんな私のなの!!　私のなの!!」

「ア、アリシア、ちょっと、ちょっと」

「黙だまって、私のなの!!　贅ぜい沢たくな私のなの!!　だからもう、勝手にどこかに行っちゃだめなの……!!」

　それから後は、涙に紛まぎれて声にならなかった。何年かぶりに、アリシアは声を上げて泣いた。

　初めのうち途方に暮れていたルアークは、やがて『息むす子こ』というより『兄』の表情になって、泣きじゃくるアリシアの背を優しく撫なでてくれる。

「みんな私の、か。やれやれ、どんだけわがままで贅沢なの？　お姫様だとばかり思ってたのに、とんだ女王様だったんだねえ」

　ため息交まじりに言う声は、諦あきらめと優しさが半々に溶とけていた。そしてルアークは、大人びた表情でこう続けた。

「俺さ、アリシアのことが好きなんだ」

「私も……ひっく、好きよ、大好き……」

「『息子』としてじゃなくてさ、男としてアリシアのことが好きみたいなんだ。それでもいい？　戻ってきても」

　降ってきた言葉に、アリシアは涙に濡ぬれた眼を上げる。

　頼りない視力に依よらずとも分かる。ルアークは真剣だ。

　だからこそ、きっぱりと答えられた。

「ルアークが戻ってきてくれるなら、なんでもいいわ。だって私も、ルアークのことが好きだから。でも私が男の人として好きなのは、カシュヴァーン様だけ」

「わーすごーいばっさり！　ひっどいなー!!」

　あはははは、とルアークは楽しそうに笑った。

「でも、どうせ踏ふみつけられるなら、それぐらいのほうがいっそ清すが々すがしいや。元々尽つくすほうが好きだし、俺」

　吹っ切れた笑顔で言うと、改めて宣せん言げんする。

「そうだよ。俺は、アリシアのだよ。わがままで贅沢で、残ざん酷こくな死神姫様のもの」

　涙を含んだアリシアの目元をそっと拭ぬぐうルアークは、少年期を脱だつしたばかりの青年の顔で微笑ほほえんだ。














「一番じゃなくていいから、俺もアリシアの王子様になりたいんだ。だから一緒に、アリシアの王子様を捜さがしに行こう」

　それが自分に許された精せい一いつ杯ぱいなのだと、受け入れた笑顔。

　複雑に絡からみ合った『息子』のすべての感情など、もちろんアリシアは理解していない。けれどなんとなく感じるものがあって、もう一度ぎゅっとルアークを抱き締めた。

「あなたが私のことをどんな風に好きでも嫌いでも、大好きよ、ルアーク。これからもずっと、ずっと一緒よ」

「……うん。誓ちかうよ」

　眼だけ後うしろを振り返ったルアークは、親愛の情を超えない範はん囲いで腕の中の少女を抱き返す。

「またおにいちゃんを殺さずに済んだ。ありがとう、アリシア」

　つぶやきにさらなる涙を誘さそわれ、アリシアは優しくルアークの髪を撫でた。柔やわらかな猫ねこ毛げが心地よい。

　失われたものはあまりにも大きい。

　けれど確かに、手の中に残ったものもある。

「話は済んだようだな……行こう……追っ手が来た……」

　かすかに緊きん張ちようした声で、レオニアがみなを促うながした。アリシアの視力では星明かりと区別がつかないが、木々の向こうに松たい明まつの火が見え隠かくれし始めたのだ。

「そのようだ。ナディール、行くぞ」

　クロエもまずは逃げるが先決と、あれこれ聞く前に踵きびすを返す。

　しかしナディールは、地面に座り込んだまま首を振った。

「私は行きません」

「え？」

　ルアークに抱きかかえられ、逃げる準備に入っていたアリシアは眼を見開く。

「逃げたところで、どうなるのですか。そこの暗殺者のように、私が他の連中に受け入れられるとでも……？」

　やさぐれた態度を取るナディールに、クロエが気き遣づかわしげな眼を向ける。

「……ナディール、立て。ギゼのことがつらかったのは分かるが、お前は彼の分も生きねばならん」

　いかにも聖女らしい説教が癇かんに障さわったようだ。ナディールの垂たれ眼のまなじりが吊つり上がる。

「はっ、おきれいな元聖女様、あなたこそ今後どうやって生きていくつもりですか!?　最も早はや聖女でもないくせに、まだ翼にしがみついているあなたが……!!」

　耳に痛い指し摘てきに、クロエが息を飲む。相手が怯ひるんだのを見て取ると、ナディールはますます調子づいた。

「聖女であった頃ならとにかく、教団が崩ほう壊かいした今、世間知らずの口先だけのお小言などになんの意味がある!?　まあ私だって生まれ卑いやしい〈灰色〉……!!」

　聞くに堪たえない誹ひ謗ぼうと自じ虐ぎやくが強制終了させられた。

　レオニアがいきなり平手打ちを繰くり出したのだ。

「来たくないなら……、来るな……！」

　地面に突っ伏したナディールを三さん白ぱく眼がんで冷たく睨むと、無言でクロエを抱き上げようとする。

　しかしクロエは、その手を押し留とどめた。

「……クロエ様……？」

　どうなることかと見守るアリシアの眼前に、羽根が散る。

　私が見るにしては普通にきれいな夢ね、と思ったが、違った。

「あら……まあ、クロエ様!!」

　ぎゅっと唇を嚙かみ締めたクロエが、偽にせ物ものの羽を外はずし始めたのだ。

　おそらくは体を拭ふく時など、日常的に脱だつ着ちやくの機会はあったのだろう。手慣れたしぐさではあるが、その額ひたいには冷たい汗が浮いていた。

　たぶん彼女は人前でこの翼を外すのは、初めてなのだ。

「ク、クロエ様……？」

　珍めずらしくおろおろしているレオニアの足下に、がしゃん、と重い音を立てて木の枠わくに植えつけられた翼が投げ捨てられる。同じように銀の鎧よろいを脱ぬぎ捨てて去っていったフロリアンの姿が、ちらりとアリシアの脳のう裏りを過よぎった。

　呆あつ気けに取られている一同を尻しり目めに、クロエはナディールに向かって大きく手を振り上げる。

「甘ったれるな!!」

　さっきレオニアがナディールを張り飛ばしたのよりも、さらに激しい音が夜空に響き渡った。

「うわ、痛そう」と思わずつぶやいたルアークの声も聞こえていないらしく、クロエは衝しよう撃げきで横倒しになったナディールに向かって叫んだ。

「私も甘ったれるのはやめて、ただの娘として言おう。この女たらしで口ばかりの軟なん弱じやく者ものが、立て!!」

　続け様に命じられても、ナディールは反応しない。興奮したクロエはその襟えり首くびを引っ摑んで持ち上げると、反対側の頰ほおを容よう赦しやなく張り飛ばした。

「立てと言っているだろうが、ナディール!!　ギゼがお前に与えてくれたその足で、私たちと一緒に来るんだ!!」

　それでも、ナディールは反応しない。かっとなり、もう一発食らわそうと振り上げたクロエの手を、レオニアが恐きよう縮しゆくしいしい摑んだ。

「……クロエ様……、それ以上やると……気絶するかもしれない……」

「なに？」

　いぶかしげなクロエの肩のあたりを見つめ、ルアークが苦笑いする。

「えーと、その翼、見た目よりもさらに重いんだねえ。そんなもの背負ってずーっと聖女様やってれば、そりゃ腕わん力りよくもつくよねえ」

　元聖女の細い肩には木枠がめり込んだ痕あとが残り痛々しいが、ゆったりとした法ほう衣いの下に育った実用的な筋肉をルアークは見抜いていた。

　翼を外して力仕事などすることがないため、今まで気づかなかったのだろう。厄やつ介かいな重しによる不自由な暮らしは、クロエに思わぬ贈おくり物をしてくれていたようだ。

「まあ、すてきですわクロエ様、筋肉持ちの元聖女なんて斬ざん新しん!!」

「……そ、そうか？　頭にはきていたが、それほど力を入れた覚えがないのだが……しかし確かに、ひどく体が軽い……！」

　満まん更ざらでもないのか、ちょっと嬉うれしそうな顔をしたクロエは、ぐったりしているナディールを軽々と引きずり上げた。なんとも言えない顔をしているレオニアに、彼を押しつける。

「今回だけは、レオニアの手を借りることを許そう。さあ、馬車まで戻るぞ!!」

　体だけでなく、心までも身軽になった証しよう拠この晴れ晴れとした笑みを浮かべ、クロエが駆け出す。さっきまでふらふらしていたことが噓うそのように、その走りは軽かろやかだ。

「……まあ、筋肉質でも……いいか……」

　自分に言い聞かせるようにつぶやいたレオニアも、ひとつ頭を振ってからナディールを抱えて走り出した。

「……さあ、俺たちも、エリクスさんのために逃げようか」

「……そうね……」

　クロエが捨てた翼を見つめ、私もあれをつければ……などと考えていたアリシアは邪じや念ねんを振り払った。

「でもその前に、ちょっと待って。ジェダさんを回収しないと」

　アリシアを抱え直したルアークがそう言うなり、肌はだに風を感じた。

　風？

　風すら起こさず動く能力を身につけたルアークなのに？

　不ふ審しんを感じて眼を凝らせば、ぎらぎらと光る青い星がひどく近くに見えた。

　違う。星ではない。

「『先生』……!?　きゃあああッ!!」

　クロエが知らず宿した腕力とは全く別次元の、すべてを引きずり込む渦うずのような力で引き寄せられる。

「アリシア!!」

　悲痛なルアークの呼び声が、あっという間に遠くなった。

「ルアーク……!!」

　伸ばした手は虚むなしく宙を搔かく。

　それが神か聖女の慈じ悲ひだったのか、最後に妙みようにはっきりと見えたルアークは、足のどこかを押さえてはいたが命に別状はなさそうだった。

　だが、奇き跡せきはそこまでだ。いきなり起き上がった『先生』の腕に囚とらわれたアリシアは、眼の前を疾しつ風ぷうのように過ぎていく風景を呆然と見つめるしかなかった。










「放して！　ごめんなさい、私は真の聖女なんかじゃありません!!　あんまりお祈りもしておりませんし、人妻ですし、筋肉質でもないですもの……!!」

　懸けん命めいにわめくアリシアを止めもせず、『先生』は闇の中を駆ける。

「これですべてが救われる」

　危あやうい熱を帯おびた声で、虚うつろにひとりごちるのが聞こえた。

「誰もが至いと高たかき国に行ける。世界は調和を取り戻す。世界は完全になる。世界は完全になる……」

「ただで至高き国へ行けますのは、いいとは思いますけど……、申し訳ありませんが、他を当たって……、あっ!!」

　不意に、視界が明るくなった。松明の火を掲かかげた兵士の姿が闇に浮かび、いたぞ、という複数の声が聞こえてくる。

　もっともその声は、地を蹴けった『先生』の手によりあっという間に刈かり取られた。アリシアを抱えているとは考えられない、恐ろしい腕前である。

　けれどもう、アリシアにも分かっている。

　さっきからずっと風を感じるのだ。

　風だけではない。時折きらりと、針状の武器が輝く様さえはっきり見て取れる。

　ルアークから受けた傷は、やはり深いのだ。それは、さっきルアークにとどめを刺せなかったことからも分かる。

「も、もう動かないで、というか放して、返して……!!」

　ぶんぶん振り回されながら必死に叫んでも、『先生』は止まらない。暗殺稼か業ぎようの中で育てた聖女への忠誠に突き動かされるまま、敵を屠ほふり続ける。

　そうこうしているうちに、『先生』を取り巻くように展開した兵士たちが、合図とともにいっせいに飛びかかってきた。腰が引けている兵士に見当をつけた『先生』は、彼らを切り伏せすぐに包ほう囲い網もうの外に出る。

　しかし今や、四方八方敵だらけだ。追っ手のただ中にみすみす入り込んでしまう、これもまた『先生』の戦闘能力低下を示していた。

「ぐっ……!!」

　第二の包囲網に取り囲まれた『先生』の足に、腕に、鮮せん血けつの筋が浮いた。アリシアのドレスの裾すそや、亜あ麻ま色いろの髪の先も斬きられて宙に舞う。

「は、放して、いえ、放さないで……!!」

　ここで放り出されたら、どうなるか分からない。船ふな酔よいしたような気分で、くらくらしながら『先生』にしがみついていたアリシアの耳に、聞き覚えのある声が届いた。

「アリシアはあまり傷つけるなよ」

　悠ゆう々ゆうと響いた声に、背筋が凍こおる。兵士たちが手にした松明に照らされ、すっかり明るくなった視界の中に、見間違えようのない男の姿があった。

「後で俺がいじめるんだからな」

　何重にも重なった兵士たちの輪の向こう。醜みにくい傷きず痕あとをさらに醜くよじらせて、馬上のゼオルディスが楽しそうに笑っている。

「陛へい下か……、ああっ!!」

　ついにアリシアは、『先生』の腕から滑すべり落ちて地面に転がった。彼女を引き寄せようとした兵士の腕に針状の武器が刺ささり、絶叫が夜空に轟とどろいたが、アリシアは依い然ぜんとして地面の上。

　対する『先生』には、大勢の兵士が群むらがっている。仲間を殺されて殺気立った兵士たちを、手負いの身で捌さばくのには限界があった。

「アーシェル様、今参ります」

　そんな声が聞こえたような気がしたが、幻げん聴ちようだったのかもしれない。

　餌えさに群がる蟻ありのように殺さつ到とうした兵士たちが、近づいてきたゼオルディスの命令でいっせいに身を引いた時──『先生』は、完全に動かなくなっていた。







　しんと静まり返った空気の中、無言で立ち上がったアリシアはそろそろと『先生』に近づいた。途中兵士たちに止められそうになったが、ゼオルディスが手を振って彼らを制してしまう。

　間近で覗のぞき込んだ『先生』は、体中に刻きざまれた傷や青あざが痛々しいが、なぜか顔は比ひ較かく的てききれいだった。

「顔は五感の集中点だから、しっかり庇かばわないといけないってルアークが言っていたわね……ジェダだったかしら」

　彼らの師であるのなら、最後まで顔を庇うのも道理だろう。埒らちもないことを考えながら、アリシアは眼を閉じて両手を組み合わせた。

「……あなたの進む道に、翼の加か護ごがあらんことを……」

　名もなき怪物には、旅立ちの聖句に織り込むべき名前がない。そもそも、彼が真に祈ってほしいのはアリシアではない。

　おまけに彼はギゼとエリクスを殺したのだ。ソルラスカやファネリーさえ手にかけたという。

　けれど今、ここにその死を悼いたむ者はアリシアしかいない。真なる聖女の名を利用した代だい償しようとして、この程度のことはするべきだろう。

　──あるいはこれが、アリシアにできる最後のことなのかもしれないのだから。

「エリクス様も、ギゼも……私が、お祈りしておくわね……あなたたちの進む道に、翼の加護があらんことを……」

　震ふるえを隠して祈るなり、瞳を開いたアリシアに、待ち受けていたゼオルディスがうきうきと声をかけてくる。

「さてさて、楽しいお仕置きの時間といくか？　お姫様」

　にこにこと楽しそうに笑った彼が、滑るように近づいてくる。

「きゃあっ……!?」

　いきなり肩を押され、その場に尻しり餅もちをついたアリシアの上に、ゼオルディスが伸しかかってきた。不規則に揺らめく松明に照らされた笑顔は、どぎつい陰いん影えいに彩いろどられている。

「安心しろよ、アリシア。知ってるだろう？　俺はお前のことが好きなんだ」

　砂すな埃ぼこりや血にまみれた頰を、確かめるように優しく撫でて、

「他の連中がみんな逃げてしまったことについても、お前を責めようとは思わない。むしろ一層、お前のことが好きになった」

「み、みんな逃げられた、訳、じゃ……」

　挙あげかけた名に、胸が詰つまる。

　ギゼ、エリクス。

「だから結婚式を挙げよう。今、ここで」

　意識がゼオルディスから逸それた隙すきを突くようにして、聞き流せないことを彼は言い出した。我に返ったアリシアの唇を、形を辿たどるように指先がなぞり始める。

「この場の全員が見ている前で、お前は俺のものになるんだ」

「あなたの、もの……？」

「そうだ」

　かすれた声で聞き返すと、返事の代わりに胸元に痛みが走り、薄い胸を冷気が這った。

　襟をはだけられたのだと分かった瞬間、胸元どころか全身が冷たくなっていく。

　まさか、本当に、ここで。

　これだけの兵士たちに取り囲まれて、『先生』の死体もすぐ側にあるのに。

「そん……、ま、待って、そんな、こと」

　勝手に体が震える。歯の根が合わない。地面を擦するようにして後ろに逃のがれれば、何かほの温かいものに触ふれた。

　反射的に振り返ったアリシアを、虚ろな青い眼が見返している。

「『先生』だっけか？　そいつも気の利きいたことをしてくれるなあ。可愛かわいい俺の新にい妻づまの背が痛まないように、寝しん台だいの役目を買って出てくれるとは」

　硬直しているアリシアの上に体をずらしながら、ゼオルディスは低く笑った。

「ちょうどいい。そいつにもよく分からせてやろうじゃないか、アリシア。お前が死神姫でも聖女でもない、俺にいいようにされるしかないお姫様だってな」

「や、嫌……!!」

『先生』の上に乗り上がった格かつ好こうで、アリシアは必死に四し肢しをばたつかせる。

　切せつ羽ぱ詰つまったあまりとうとう眼鏡めがねを外し、投げつけてさえみたが、ゼオルディスの笑いを誘っただけだ。

「自分で眼鏡を外すとは、いい心がけじゃないか。ついでに服も脱いでくれれば、もっといいな」

　言いながら、胸に当たって落ちた眼鏡に手を当てる。

　ばきっ、と嫌な音がして、眼鏡はあっけなく真っ二つにされてしまった。

「……ああっ……」

　度が強い分とても高価なものなのに、と憤ふん慨がいする気にさえなれない。

　砕くだかれ泥どろにまみれながら、松明の火にあえかに光る残ざん骸がい。これはたぶん、アリシア自身の未来だ。

「やめて、やっ……、いたっ!!」

　無む為いなこととは知りながら、夢中で腕をばたつかせたアリシアの指先に、ちりりとした痛みが走った。

　ゼオルディスにぶたれでもしたのかと思ったが、痛みの種類が違ちがう。眼を凝らすと、銀のきらめきが瞳を射た。

『先生』の、ルアークの得意とする針状の得物だ。

　とっさに、手を伸ばす。少し重いが、ナイフとさほど変わりないそれは、アリシアの手でも簡単に持ち上げることができた。

　冷たい金属の手て触ざわりは、不思議にしっくりと肌に馴な染じむ。

　そうだ。アリシアがこれを手にするのは、初めてではない。

「危ないおもちゃを振り回すのはよせよ。お前の腕で、俺を殺せるとでも？」

　馬鹿にしたようにゼオルディスが笑い、指先が腰のあたりを撫で始めた。その感覚すら遠い。

　アリシアの脳裏に去来した景色は、アズベルグとレイデンの境界線。鬱うつ蒼そうとした森の入口である平原は、この場と似ていると言えば似ているだろうか。

　呆然とするティルナード。血を流してうめくカシュヴァーン。呆然とするトレイス。哄こう笑しようするユーラン。

　絶体絶命の危機を、どうやって切り抜けたのだったか。

「いいかげん観念して、俺のものに──……」

　突然訪れた優しい闇が、花はな婿むこを自称する男の下げ劣れつな笑みと台詞を意識から閉め出してくれる。

　遠くで誰かが呼んでいる。ぼんやりしながら手を振った拍子に、アリシアの手の中から己を刺した銀の針が転がり落ちた。

　ごめんなさい。

　誰に向かってか分からないが、手を振りながら謝る。

　ごめんなさい。もう会えないかもしれない。

「でも、十人も子供がいたら、やっぱり無理だと、思うの……」

　感覚のない体が、高く持ち上げられるような気がした。このまま至高き国まで行けるのだろうか。

　水みな底そこの国のほうがありがたいので、降ろして下さらないかしら。

　そう思ったのを最後に、アリシアの意識も闇に飲み込まれていった。







　十人ほどの子供たちが、変声期前特有の甲かん高だかい声で言い争うのが聞こえる。

「お母さんは俺のだ！」

「違う！　俺の、お母さん、だ!!」

「違う違う！　俺の!!　おーれーの!!」

「ぼ、僕のだよぉ」

「あ、あら、まあまあ」

　フェイトリンによく似た春の野原で、アリシアがいつも着ている古びたドレスにまとわりつき、口々に叫び合う男の子たち。アリシアの足や腰にすがりつつ、自分以外の子供を引き剝はがそうとやっきになっている。

「お前らだって知ってるだろう！　お母さんは俺が特別だって言ったんだ!!」

　やや人相の悪い、黒髪の男の子がいら立ったように叫べば、きれいな顔立ちの金きん髪ぱつの少年が負けじと声を張り上げる。

「お前の、代わりでも、いい!!　俺も、お母さん、好きだ!!」

　一見無表情ではあるが、頰を赤くして必死に言い募つのるその子の横で、銀ぎん髪ぱつの子がべったりとアリシアにひっついてくる。

「やだやだやだ！　俺のお母さんだ!!　息子だって言われたもん!!　俺だけのお母さんだ!!」

　地味な顔立ちの目立たない男の子も、ドレスの端はしをしっかり握にぎって主張する。

「ぼ、僕だって、お母さん、好きだよぅ。みんなは強いんだから、もっといいお母さんを探せよぅ」

「あの、ええと、わ、私は、みんなのお母さん……よね？　たぶん」

　どこかの誰かに似た顔立ちの男の子たちに取り囲まれ、おろおろするアリシアをさらに何人かの子供たちが取り巻いている。

「いいかげんにするんだ、特にそこの黒髪！　あまり人様に迷惑をかけるんじゃありません！　そんな子に育てた覚えはありません!!」と、まるで自分がお母さんのような発言をしている金髪の少年。

「お母さんより、メイドさんが好きだ」と話す茶色い髪の少年。「大人になったらもっと胸がふくらむから、待っていてね!!」と答える赤毛の女の子。

「それよりいい主あるじが欲しいですね」と冷さめた声を漏らす黒髪の少年が、眼鏡を押し上げた。「可愛い弟が欲しいから、いい兄になりたい」と漏らす銀髪の少年は、もうひとりの銀髪とよく顔が似ている。

　他にも華はなやかな美び貌ぼうの気取った金髪の少年、彼の横顔をちらちらと見てはため息をついている美少女などいろいろいるが、お母さんを巡めぐって争う子たちの声がうるさすぎる。他の子の声がよく聞こえない。

「みんな落ち着いて！　大丈夫よ、私はみんなのお母さんなんだから、みんなのことは平等に大好き……」

「噓だ」

　冷たい声が、不意に聞こえた。

　わあわあぎゃあぎゃあ、アリシアを取り囲んで騒ぐ男の子たちの耳には届かなかったのだろうか。まるで影響なく騒さわいでいるが、アリシアは驚いて動きを止めた。

「あなたは……、どこの子？」

　いつからそこにいたのだろう。王おう冠かんをかぶった見知らぬ黒髪の男の子が、すぐ側に立ってアリシアたちを睨んでいる。

　他の子より少し年上なのだろうか。身長が高く、顔立ちも大人びているため、子供向けの童話から飛び出してきたような「王子様」の衣い装しようが不ふ釣つり合あいに見えた。

「お母さんが、お母さんだってだけで子供が大好きなんて、噓だ」

　途方もない怒りと憎にくしみをこめ、つぶやく少年の周りだけ北風が吹いているようだ。怖こわくなったのか、すがりついてくる子供たちの頭を撫でながら、アリシアはそっと問いかけた。

「あなたのお母さんは、あなたのことが嫌きらいなの……？」

　少年は問いに答えず、一方的に吐き捨てた。

「でも俺には、お母さんが二人いるんだからな」

　ぎゅっと握ったその拳こぶしから、ぽたり、と垂たれたものがある。暖かな空間には似つかわしくない赤に、アリシアははっとした。

「どうしたの、怪け我がしてるの？」

　ぽたぽたと血を流す少年は、またしてもアリシアの問いかけを無視した。

「だからちっとも、お前たちのことなんか羨うらやましくないんだからな!!」

　ごうっと音がして、少年を取り巻いていた風がアリシアを襲おそう。

　同時に春の野原に亀き裂れつが走り、地面の感覚がなくなった。








　第五章　さよなら王子様、さよならお姫様







「──……!!」

　息を飲んで目覚めた瞬しゆん間かん、眼鏡めがねがなくても見み間ま違ちがえようがないほど近くにゼオルディスの顔があった。

「きゃ……っ!?　ごほ、ごほっ」

　叫さけび声を上げようとした途と端たん、喉のどにぴりぴりとした痛みが走る。

「おっと」

　激しく咳せき込むアリシアをなだめるように、ゼオルディスが優しくその肩かたを押さえた。

「叫ぶのは後だ。……おはよう、アリシア。ようやく眼が覚めたんだな」

　しみじみつぶやく声こわ音ねには、嘲あざけりもからかいもない。

「こ、ここ……陛へい下かの、お部屋……？」

『先生』の針に塗ぬられた『肥ひ料りよう要いらず』の効力により、かなり長い間生死の境をさまよっていたせいだろう。しゃべるたび違い和わ感かんがある喉を軽く押さえながら、アリシアはゆっくりと体を起こした。何かじゃらっ、という音がしたような気がするが、まずは状況の確認が先だ。

　ぼんやりにじむ視界に映うつるのは、ギゼの助力により逃にげ出した時と同じ、真しん紅くと黒で統一された室内。違うのは、窓が閉じられているので時刻が分からないことぐらい。

　──また、ここに連れ戻されてしまったのだ。

　しかし、てっきり激げき怒どするなり、いつものようにふざけるなりすると思われたゼオルディスは、殊しゆ勝しような声と表情で応じる。

「そうだ。ここは嫌いやか？　気に入らないなら、別の部屋に移させるが……お前も知ってのとおり、信用できる使用人が減る一方なんでな。あまり部屋を分けると、かえって不便な思いをさせるかもしれない」

　ゼオルディスの手を逃のがれるため、水みな底そこの国へ行こうとさえしたことを責めようともしない。

　普段の彼の態度を顧かえりみれば、この反応は明らかにおかしかった。

「あの、ところで私の眼鏡は……？」

　もっとしっかり確認せねばと、普段なら枕まくら元もとに置いているはずの眼鏡をアリシアはずっと捜さがしていた。だがどうしても見つからないので、おずおずと尋たずねてみる。

「……忘れてしまったか？　俺が壊こわしたんだ。……ごめんな」

　いかにもすまなそうな謝罪に、意識を失う寸前のことを思い出す。そうだ、投げつけた眼鏡を壊されて。

「でも大丈夫だ、お前はそもそも眼鏡をかける意味がないぐらい眼が悪かったし……これからは俺が、お前の眼になってやるから」

「へ、陛下……？」

　限りなく申し訳なさそうにしゃべるゼオルディス。

　油断させてまた突き落とす気ではないかと、かえって身を硬かたくするアリシアに穏おだやかに笑いかけてくる。

「ゼオ様と呼んでくれよ、アリシア。昔みたいに。俺のことが好きだった時みたいに」

　気に入った相手にしか許さないという愛称呼びをねだってから、ゼオルディスはふうっと大きく息を吐いた。

「ああ、でも、驚いた!!　『肥料要らず』か、あれは本当にすごい毒どくなんだなあ。治ち療りよう士しも魔法使いも呪じゆ術じゆつ師しも占い師も、みーんな匙さじを投げやがって」

　前王ランドレイのように、ゼオルディスが集めた怪あやしい術者たちは揃そろって役立たずだったようである。昨日まで吟ぎん遊ゆう詩人を名乗っていたような者が治療師として戻ってきているような有あり様さまだったことを思えば、当たり前だろう。

「最後には、お前の体力頼みになってしまったが……よく食べるだけあって、意外に体力があるんだな。俺の体力が尽つきる前に、目覚めてくれてよかった」

「陛下の体力……？」

　連れ戻す前ならとにかく、アリシアが倒れていたことと、ゼオルディスの体力になんの関係があるのだろう。

　そこに至りアリシアは、ゼオルディスの眼の下にべったりと青あお紫むらさきのくまがあるのに気づいた。頰ほおもかなり削そげている。

「こほ、まさか、私につきっきりで……？」

「ここから先は、さすがに侍じ医いに任まかせるけどな」

　ふわ、と大きなあくびをしたゼオルディスは、ひとつ伸びをした。

「ああ、安心したら腹が減った。お前も何か食うか？　でも粥かゆかスープしかだめだぞ、胃が弱っているはずだからな」

　変わらないどころか、むしろ以前よりうんと優しいゼオルディスの声。

　まさか今までの逃とう亡ぼう劇げきは、すべて壮そう大だいな夢だったのだろうか。

　それともこっちが、夢なのだろうか。

「あ、あの、私……、逃げましたよね……？」

　どこからが夢で、どこからが本当なのか。区別がつかなくなりそうで、混乱するアリシアにゼオルディスが苦笑を浮かべた。

「俺はギゼがお前を連れ去った、と聞いているが？」

「あ、そうでした」

　追いかけてきた時の様子から見て、ゼオルディスがレネの証言を額がく面めんどおりに信じているとは思えない。だがその前提を、アリシア自身が否定してはだめだ。

「まあいいさ、寝ぼけていることにしておいてやろう。いずれにせよ、お前が四日前にこの部屋からいなくなり、クロエやナディールも一緒に姿を消したのは事実だ。お前たちを王宮の外に導いたのがギゼとエリクスだということも、王宮外で〈玩具おもちやの兵隊〉の残党に襲おそわれたこともな」

　あれからもう四日も経たったのだという事実に、アリシアは愕がく然ぜんとする。一夜のうちに起こったことが多すぎて、整理が追いつかない。

「私と一緒に、その、ギゼに連れ出された人たちは、逃げてしまったんですか……？」

「追わせてはいるが、もう無理だろう。フェイトリンに入ってしまわれると、今のあそこは反王家の気運が強いからな。しかも元翼つばさの聖女とくれば、なおのことすんなり返してくれるとは思えない」

　生き残った者たちは、どうやら逃げおおせた様子だ。とりあえずほっとしたが、そうなると一層、ゼオルディスの穏やかさの説明がつかない。

「あの……、陛下、もしかして、眼が覚めましたの？」

　アリシアの説得と、ギゼとエリクスの死に心動かされ、『先生』の呪じゆ縛ばくから解とき放たれたルアーク。

　もしかするとゼオルディスも、一連の状況に感じ入るところがあり……故こイーダル宰さい相しようが切望したのとは違う、真の意味での「強い王」になってくれたのだろうか。

「はは、何を言っているんだ？　アリシア。たった今目覚めたのはお前だろう？　俺はちょっと食ったら少し寝る。さすがに体がもたない」

「いえ、そうじゃなくて……あの、ものすごくまともなことばかりおっしゃいますけど、大丈夫ですか？」

「ははは、相変わらずひどい言い方だな。さすが俺のお姫様」

　ずけずけとした物言いにも、ゼオルディスは全く怒らない。余計に彼の精神状態に不安を感じたが、続けて尋ねようとしたところで咳せき込んでしまった。

「ほら、急にしゃべりすぎだ！　聞きたいことには後でちゃんと答えてやるから、まずはお互い休もう。おい、レネ！」

「……はい」

　アリシアの頰をひと撫なでした風とともに、枕元にレネが出現した。髪かみと同化して見えるほど、その肌はだは白い。

「レネ……、ひどい顔色だわ。ごめんなさい、心配をかけたわね……」

　逃亡に失敗し、四日も眠り続けていたアリシアのことを、彼女はさぞかし気に病やんでいたのだろう。ゼオルディスと同じぐらい疲ひ弊へいしたレネを見ると、胸が痛んだ。

「……いえ……、それは枕ですし、アリシア様のことも心配はしておりましたが、これは」

「そうだな、よく労ねぎらってやってくれ、アリシア。レネはギゼにひどく痛めつけられて、最近やっと起き上がれるようになったところなんだ」

　枕に話しかけているアリシアに、ゼオルディスが意味ありげに言う。

「え、痛めつけられた？」

　驚きに、アリシアは眼をしばたいた。

　王宮に侵しん入にゆうしてきたギゼが、レネの肩を切り裂さくところは確かに見た。だがあれっぽっちの傷など、見た目とは裏腹の強きよう靱じんな肉体を誇ほこるレネには怪け我がのうちに入らないだろう。

　ギゼのナイフにも『肥料要らず』から抽ちゆう出しゆつした毒は塗られているだろうから、常人なら起き上がれない状態になっていてもおかしくはない。けれどレネは同じ元〈玩具の兵隊〉であり、毒にも耐たい性せいがあるはず。

「……アリシア様の視力ではお分かりにならなかったかと思いますが、かなりひどくやられたのです」

　言葉を選ぶ口調で、慎しん重ちようにレネが言えば、ゼオルディスが笑いながら補足する。

「そうそう、足を折られていてな。レネがいてくれればもう少し早く追いつけたのに、残念だ」

　二人が言わんとしていることを、アリシアもようやく悟さとった。申し訳なさに、上掛けの下で身を縮める。

「ご、ごめんなさい、レネ……」

　ギゼに負おわされたたったあれだけの傷では、ゼオルディスを欺あざむけないとレネは考えたのだろう。傷が浅ければ、追っ手を命めいじられる可能性もある。

　だから彼女は自分で足を折り、その命を避さけたのだ。

「本当に、ごめ……、ごほ、ごほっ」

　謝ろうとしたら、喉の違和感がひどくなった。咳き込みながら喉に手をやると、指先に何か硬いものが触ふれた。

　皮ひ膚ふの感かん触しよくに似ているけれど、違う、これは。

「革……？」

　硬こう直ちよくしているアリシアに、ゼオルディスが殊こと更さらに優しく言った。

「ほら、お前だってひどい顔色なんだ。無理に動かないで、まだ休んでいろ。すぐに食事を運ばせる。レネ、頼めるな？」

「かしこまりました」

　痛々しげな一いち瞥べつをアリシアに送ったレネが、たちまち室内から消える。

　しかし今のアリシアには、彼女の動きより気になることがあった。

「ようやく気づいたか。色は迷ったんだが、俺の好きな色にしてみた」

　ゼオルディスが金色の飾り縁ぶちが豪ごう奢しやな手鏡を向けてきた。そこに映った己おのれの姿に、アリシアは息を飲む。

　亜あ麻ま色いろの髪の少女の青ざめた首元に、革製の首輪がはまっている。色は、この部屋のあちこちに散りばめられたのと同じ、血のような真紅。

　首輪から伸びた金色の鎖くさりは、寝しん台だいの枕元に繫つながれていた。一見華きや奢しやな鎖だが、だからといってアリシアにたやすく外はずせるとは思えない。

「こ、これは……？」

「だってお前、逃げるじゃないか」

　にこやかに笑ったゼオルディスが、金の鎖に指を絡めた。じゃら、という重い音が、不ぶ気き味みに響ひびき渡る。

　震ふるえる指で、アリシアは首輪を引っ搔かいた。軟やわらかい皮でできているらしく、端はしが多少めくれはしたが、その分皮膚への密着度が高く、全く外れそうにない。

「無理に外そうとするなよ、首が絞しまるだけだぞ。レネやルアークなら簡単に外せるかもしれないが、外したらどうなるか分かるな？」

　台詞せりふの内容は、これまでにも散々聞き慣れたもの。

　違うのは、ささやく声が蕩とろけそうなほどに甘いことだけだ。

「そう怯おびえた顔をするなよ。もう二度と、お前をいじめたりしない。大事にする。一生、大切にする」

　鎖をいじっていた手が、アリシアの髪に触れた。宝物を慈いつくしむようにそっとそっと、亜麻色の髪を繰くり返し撫でる。

「失いかけて、ようやく気づいたんだ。俺が馬ば鹿かだった。やはりアリシア、お前こそが俺の真のお姫様だったんだな」

　限りなく真しん摯しな声に噓うそはなさそうだが、だからこそ首に吸いついた首輪への違和感が強くなるばかり。

「だから、俺のことを好きになってくれ。お前が俺のことを好きになってくれたら、改めて結婚を申し込む」

「そ、そんな日は……、ごほっ」

　拒きよ絶ぜつの言葉が喉に絡んだ。また咳き込むアリシアに、ゼオルディスが慌てる。

「ああ、ほら、急にしゃべりすぎだ!!　ほら、横になれ。なんなら俺が、子守歌を歌ってやろう」

　鎖をじゃらじゃら言わせながら、ゼオルディスがアリシアを上掛けに押し込む。咳き込んでしまう一いち因いんは絶対にこの首輪だと思ったが、苦しくてそれが伝えられない。

　伝えたところで、外してくれるとも思えない。

「夜が、来たよ、泣くのは、おやめ……」

　娘に、息むす子こに、シルディーン中の母親が歌い継ついできた素そ朴ぼくな旋せん律りつ。

　自分の咳き込む音に阻はばまれて、ろくに聞こえはしなかったが、ゼオルディスは食事が来るまでずっと歌ってくれた。







　なんだか毎日、同じことを繰り返している気がする。

「おはようアリシア、今日も可愛かわいいな」

　目覚めるといつも、アリシアの隣となりには先に目覚めたゼオルディスがいる。常つねに緞どん帳ちようを下ろされた部屋の中にあっては、彼のこの挨あい拶さつが差し込む朝あさ陽ひの代わりだ。

「……おはようございます、陛下。今日のご予定は……？」

　無意識に眼鏡を捜しつつ、かすかな期待をこめて尋ねる。しかし今日も、ゼオルディスの答えは変わらない。

「もちろん、今日もお前と一緒にいる」

　笑顔の返事にため息をこぼしながら眼を上げれば、寝台の脇わきには頭を下げるレネの姿。出現位置からお辞じ儀ぎの角度まで、何もかも毎日変わらないのだろうが、なにせ眼鏡がないのでよく分からない。

「おはようございます、アリシア様」

「おはようレネ。じゃあ、早さつ速そくで悪いけど、着替えを手伝ってもらえる？」

「かしこまりました」

　頭を下げたまま言うレネの横に、足を下ろす。じゃらりと金の鎖が鳴る音が、まだ耳についてならない。

「早く戻って来いよ、アリシア」

　名残なごり惜おしそうにゼオルディスが言い、離れていく彼女の指先に軽く口づける。

　身震いしたアリシアは、じゃらじゃらと鎖を鳴らしながら着替えのための間仕切りの中に逃げ込んだ。広い室内をひとりで歩き回れる程度には、鎖の長さに余裕があるのだ。

「こんなものをつけなくても、どうせ私ひとりの力じゃ逃げられないのに……誰かが来てくれたら、簡単に切れるでしょうに……特注の鎖だなんて、もったいない……どうせならこの鎖の代金で、新しい眼鏡を作って下さればいいのに……」

　鎖を引っかけないよう夜よ着ぎを脱ぬぎながら、アリシアはふうっとため息をついた。

　レネに手伝ってもらって着替えをする、その間だけゼオルディスと離れる。

　だがその後は部屋に運ばせた食事を取る時も、退たい屈くつを紛まぎらわせるために図書館に本を探しに行く時も、首輪から垂たれた鎖を握にぎった彼とずっと一緒だ。「本が読めないので眼鏡を作って下さい」という訴うつたえは、「じゃあ、俺が読んでやるよ」と却きやつ下かされた。

　何事にも順じゆん応のうするアリシアなので、初めて首輪に気づいてから一日で違和感は消えた。たまに顔を合わせるマーベリックやジスカルドなどはまだぎょっとしているが、三日が経った現在は平静を装よそおえる程度の耐性はついたようだ。

　けれど、愛あい玩がん動物のような扱いはやはり精神への負ふ担たんが激しい。おまけにゼオルディスは、すべての政務を放り出してアリシアと一緒にいるのだ。

　お仕事は大丈夫ですか、と問いかければ、返事は決まっている。「大丈夫、ジス義に兄い様さまは優秀だから」。

　宰さい相しようを務つとめるジスカルドが、平均的に高い能力を持つことはアリシアも承しよう知ちしている。故イーダルも実質的に王家を支えた優秀な宰相ではあったが、ランドレイの治世ではここまで国内は荒れていなかった。

　それに、いい意味でも悪い意味でも特有の存在感があるゼオルディスと比べると、ジスカルドはどうしても型にはまった印象が拭ぬぐえないのだ。乱世においては優等生肌の彼よりも、ゼオルディスのような強きよう烈れつな個性の持ち主ぬしのほうが有利なのではないだろうか。

「いずれレイデン伯はく爵しやく様たちと対決することを考えると、オーデル侯こう爵しやく様のほうが与くみしやすそうではあるけど……」

　今この時も、反王家勢力を着々とまとめつつあるはずのティルナード。彼らとルアークたちは、うまく合流できたのだろうか。

　バルロイと共に在あると思われるカシュヴァーンとは、どうだろうか。

「……アリシア様」

「……ええ、ごめんなさい」

　もう少しゆっくりひとりで考えたかったが、これ以上ゼオルディスを待たせられない。覚かく悟ごを決めたアリシアは、レネに手を引かれて間仕切りの外に出た。

「王宮の外のことは……、陛下に聞けば教えて下さるしね」

　アリシアの逃亡を恐おそれている、というゼオルディスは、以前のように外部の情報を制限したりしない。聞けばなんでも教えてくれる。

　ティルナードがレイデン地方とフェイトリン地方、それに先頃領主が処しよ刑けいされたばかりのクリストン地方をひとまず取りまとめ、一大勢力を作り上げていることも。一度は内乱が平定されたオーデル地方も、その流れに加わろうとしていることも。

　しかしあまりにも集団が大きくなったために、打倒王家などやすしと見た一部の勢力が、早くも戦後の利権を巡めぐって争っていることも。下へ手たをすれば、王家を後回しにして彼らの中で内乱が始まりそうなことも。

『クルセージュの連中が喜びそうなことだ。ジス義兄様が連日がんばっていらっしゃるが、このままだと本当に、この国はだめになるかもな』

　いつかクロエが漏もらした預よ言げんを、夕べゼオルディスも口にした。

　翼の聖女のみならず、王自みずからが何を言うのかと驚いていると、ゼオルディスはすかさずこう続けた。

『だから、そろそろ明るい話をしたいんだ。早く俺のことを好きになってくれよ、アリシア』

　当然「嫌です」「無理です」と答えたところ、ゼオルディスはあっさり引き下がった。

　その態度に、語る言葉の端々に漂ただよう違和感に、アリシアの中にひとつの疑念が生まれつつある。

「そうね。──そろそろ、全部聞かないと」

　グラネウスの処刑の日取りをどうしようか、などとうそぶく言葉に惑まどわされてはいけないのだ。

　ファネリー・バルスタット女おんな男だん爵しやく。メイドと王おう妃ひ、二人の母親。図書館の幽ゆう霊れい。真のお姫様。

　シルディーン王家の暗部である「お話」の中に、きっとすべての解答がある。







　群ぐん青じよう色いろのドレスに着替えて出て来たアリシアに、ゼオルディスは帳面片手にいそいそと話しかけてきた。

「お帰りアリシア、待ち遠しかったぞ。そのドレスもよく似合う」

「……ありがとうございます、陛下。あの、それより、」

「なあ、やっぱりさ、どうせならこの王子様は金と筋きん肉にくと霊感の他に、腕わん力りよくもあるほうがいいと思わないか。どんなお姫様だって弱い男より、強い男のほうが好きだものな」

　ゼオルディスが手にした帳面に書きつけられた題名は、『昇しよう天てんするほど愛して　無ぶ精しよう髭ひげの王子様は金持ち筋肉持ち霊感持ち』。以前アリシアとレネが暇ひまに任せて創作していた「お話」を見つけて以来、これの改かい稿こうに夢中なのだ。

「まあ腕力もあるに越したことはないですわ。弱いと護ご衛えいを雇やとったりするのにお金がいりますし。あの、それよりも」

　創作の話には耐たえ難がたい引力を感じるが、今はそういう状況ではない。切り出し方にアリシアが悩なやんでいると、レネが控ひかえめに口を挟はさんできた。

「国王陛下、アリシア様、申し訳ありませんがオーデル侯爵がおみえです」

「あら？」

　思わぬ来客に、アリシアはびっくりしてしまう。あえてのように帳面とにらめっこをしていたゼオルディスも、意外そうな顔をした。

「口うるさい義兄様にしては珍めずらしいな、朝食もまだなのに」

　正確に言えば、この時間に来るのが珍しいのだ。宰相として律りち儀ぎに働くジスカルドは、国内外に新たな動きがあれば、逐ちく一いちゼオルディスに報告をしに来る。政務に戻ってほしい気持ちの表れだろう。

　しかし、同時に礼れい儀ぎにうるさいジスカルドである。やって来るのは食事の時間を避けた昼過ぎが多く、それも訪問前に使者を立てるのが通例だったはず。

「はは、もしかすると、いよいよエルナンドに反乱軍がやって来たか？」

　笑えない軽口をゼオルディスが叩たたいた途端、レネの眼が鋭するどくなった。

「──失礼、陛下。窓を開けてもよろしいですか」

「そこから飛び降りたり、逃げたりする気がないならな」

　アリシアの首輪に繫がった鎖を摑つかんで言うゼオルディスに軽く頭を下げ、レネが閉ざされた窓の内うち鍵かぎを外す。

　閉じこもりっぱなしではよくないからと、ゼオルディスと一緒に王宮内をあちこち歩き回ってはいたが、新しん鮮せんな空気はやはりおいしい。思わず胸一杯に朝の空気を吸い込んだアリシアの側そばを通り抜け、ゼオルディスが窓辺に行った。

「へえ、これはこれは、一体どういうことだ？」

　いいかしら、と思いながら、アリシアもそっと彼の横から外を見る。

　シルディーン王城の正面に、おびただしい数の何かが並んでいる。一瞬木でも生はえているのかと思ったが、あんなところに森はなかった。

「あれは……、王家の紋もん章しよう……？」

「そうだな」

　アリシアの眼になる、と宣せん言げんしたゼオルディスも同意してくれた。

　木々に見えたのは、風にたなびく無数の旗だ。シルディーン王家の紋章が染そめ抜かれたそれが、誇り高く掲かかげられている。

「国王陛下、突然の訪問のご無礼をお許し下さい!!」

　その時いきなり扉とびらが開いて、ジスカルドが駆かけ込んできた。最近見るたび瘦やせ、生気を失っていく白い美び貌ぼうに、今はほんのりと赤味が差して見える。

「エルティーナ様が……、大軍を連れて、お戻りになりました!!」

　ぎりぎりの礼儀だけは守りつつも、その顔は限りなく嬉うれしそうだった。







　ゼオルディスとジスカルドに先導され、アリシアはレネと一緒に鏡張りの謁えつ見けんの間まに足を踏ふみ入れた。

　つい先日、ここで同じようにエリクスを出で迎むかえたのだ。けれどこの世のどこでも、もう彼と会うことはできない。

　物悲しい気分になったアリシアとは裏腹に、先に謁見の間入りしていたマーベリックやジスカルドは非常に嬉しそうだ。追いつめられたこの状況に、ようやく希望の光こう明みようが見えたのだから当然だろうが。

「エルティーナ・オーデル侯爵夫人がおみえです」

　やがて従じゆう僕ぼくのひと言とともに、エルティーナが室内に入ってきた。室内すべての鏡の中に、久しぶりに見る彼女の姿が映る。

「……あら？」

　その姿に、一瞬アリシアは眼を疑った。癖くせで眼鏡を直しかけたが、指先が空から振ぶりしてしまう。

「まあ、エルティーナ様ったら、ずいぶん動きやすそうなお姿のように見えますけど……」

「ああ、まるで乗馬が趣しゆ味みのおてんば王女という格かつ好こうだな。へえ、いつもとだいぶ趣おもむきが違うが、これはこれで健康的な魅み力りよくがあっていい」

　ゼオルディスもうなずいてくれる。ということは、見間違いではないのだ。

　颯さつ爽そうとした足取りでまっすぐ玉座の前にやって来たエルティーナは、普段の物もの憂うげな貴婦人といった服装とは正反対の格好をしていた。

　いつも結ゆい上げていた金きん髪ぱつを後うしろでひとつに結んでいるし、着ているのは男ものの乗馬服だ。長ちよう靴かのかかとをかつかつと鳴らし、歩む様は美しいというより凜り々りしい。

　おまけにその腰には、細身の剣を帯おびていた。連れているのも侍じ女じよなどではなく、武ぶ装そうした数人の兵士である。

「非常時ですので、このような格好で失礼しますわ、陛下。それに、アリシアとジス」

　胸に手を当て一礼してから、エルティーナはにっこりと微笑ほほえんだ。だが次の瞬間、アリシアの首元にある物に気づいて凍こおりつく。

「構いませんよ、姉様。ご無事で何より。急にいなくなられるものですから、俺も義兄様も心配していたのですよ。全く俺は、好きな女に逃げられる宿命に生まれたのだとつくづく」

「……陛下、申し訳ありませんが、お話の前にご説明を。その……、アリシアの首につけているそれは、なんですの？」

　何事もなかったかのように話を始めようとしたゼオルディスをさえぎり、顔を強こわ張ばらせたエルティーナが尋ねる。ゼオルディスはわざとらしく、手の中の鎖を軽く引っ張ってみせた。

「おやおや、姉様までアリシアのようなことをおっしゃる。もちろんこれは、俺の愛の証あかしですよ」

「愛の、証？」

「そう」

　うっとりと、夢見るようにゼオルディスは眼を細めた。醜みにくい傷きず痕あととの不ふ均きん衡こうがすさまじい。

「姉様はまだご存じないかもしれませんが、先日賊ぞくがこの王宮に侵入し、アリシアを連れ去ったのです。無論すぐに取り返しましたが、それもこれも愛するお姫様の見張りを他人任せにしていた俺の責。二度と同じ愚ぐを犯おかさぬために、これを贈おくったのです」

　白々しい説明に、エルティーナは眉まゆ根ねを寄せてうめいた。

「……そう。だから、アズベルグに『先生』の死体をさらすなんて真ま似ねができたの……」

「えっ!?」

　いきなり知らない情報が飛び出したので、アリシアはぎょっとして尋ねた。

「『先生』の、その、死体がそんなことになっているんですの!?」

「ああ、だって手に入れたものは使わないとな。本当はラグラドールとの国境付近にさらしたかったんだが、どうにも俺の命令は徹てつ底ていされない」

　激しい戦せん闘とうが予想される最前線に、どんな反応が返ってくるか分からない仕掛けをするのを兵士たちが嫌がったのだろう。国王の求心力は、ますます落ちているようだ。

「だが、効果は上々の様子だ。おかげさまで〈翼の祈り〉の連中は、統とう率そつ者しやを失った衝しよう撃げきにより瓦が解かいし始めたようだぞ。一応第一階かい梯ていのなんとかいうのが残っていたはずだが、ただのお飾りだったようだな。これでまずは、ラグラドールの内乱は終結を迎えるだろう」

　聖女アーシェル至し上じよう主義者であり、ソルラスカやナディールがいなくなった後は実質上教団を動かしていたと思われる『先生』。最強の暗殺者でもある彼の死体がさらされれば、確かに効果はあるだろう。

「そんなこと、私には何も……」

「お前が目覚める前の話だし、第一お前は聞かなかったじゃないか」

　しれっと答えたゼオルディスに、アリシアは思いきって聞いた。

「……他の方の……、遺い体たいは？」

「あんな奴やつらの死体など、わざわざ回収する必要があるか？」

　逆に問い返され、アリシアは黙だまり込むしかない。確かに、『先生』ほどの知名度も重要度もないギゼやエリクスの遺体を回収したところで、ゼオルディスにとって意味はないだろう。

　いつかお墓ぐらい作れるかしら、と考えているアリシアによりずらされた話を、ジスカルドが焦じれたように本題に戻した。

「……とにかく。今後このようなことをなさる際は、できればひと言事前にご相談をお願いしますよ、エルティーナ様」

　しかつめらしい表情で、ジスカルドがまず注意する。出て行く時も、戻る時も、エルティーナは最愛の夫にさえ何も相談していなかったようだ。

「そうね。でも安心して、ジス。もう二度とこんなことはしないから」

　少女のように邪じや気きなく笑うエルティーナに、体面を潰つぶされた恨うらみも消えたようだ。ジスカルドもようやく、彼らしい優美な微笑みを浮かべた。

「とにもかくにも、ありがとうございます。私もあなたが独自に持つ兵力のことを、すっかり忘れていました」

「……ああ、そういえば！」

　ジスカルドの言葉で、アリシアもようやく状況を納なつ得とくした。

　今となっては懐なつかしい、あれはフェイトリンでの出来事だった。カシュヴァーンに臣しん下かの礼を迫せまったジスカルドが手を引くこととなったのは、隷れい下かの兵士の一部がオーデル家ではなく、元王女であるエルティーナ個人に従っているためだったのだ。

　独断で王宮を抜け出したエルティーナが、自分の命令になら従う兵士たちをオーデルから連れて戻ってきたということだろう。いつ王家に反乱軍が押し寄せても不思議はない状況を考えれば、ジスカルドやマーベリックが喜ぶのも無理はない。

　でも陛下はお喜びという感じでもないのよねと、アリシアはオーデル夫妻のやり取りに静かに耳を傾かたむけているゼオルディスを見やる。

　地方伯たちにとってはとにかく、新しん興こう貴族と農民たちにとっては暴君でしかないゼオルディスだ。王宮に反乱軍が来るような事態が起これば、暗殺どころか公開処刑は免まぬがれまい。

　なのに、その表情には恐きょう怖ふも焦あせりもない。

　ひそかに抱だいていた疑念がまた一歩、確信に傾くのを感じた。

　謁見が終わったら後でお聞きしなくちゃ、と改めて考えているアリシアを尻しり目めに、ジスカルドが今さらのように嘆なげいた。

「全く、この期ごに及およんであなたの命令なら聞くというのですから、さすがは元王女殿でん下かですね。しかしどうせなら、あなたの夫である私の命令にも従うように躾しつけておいて下さればよろしかったのに……これだけの兵士が即座に動いていれば、農民どもの反乱など易やす々やすと叩き潰せましたよ」

　オーデル地方に乱の平定のために出かけた先で、散々罵ば倒とうされて戻ってきたジスカルドだ。当時のことを思い出せば愚ぐ痴ちも出るだろうが、今さらの感は否いなめない。

　しかしエルティーナは抗こう弁べんすることもなく、黙ってその顔を見つめている。

　やがてジスカルドも微び妙みような空気に気づき、咳せき払ばらいして話を変えた。

「すでにご存じかもしれませんが、フェイトリンとレイデンは完全に王家の敵に回りました。オーデルも農民層は残念ながらそうなりそうですね。アズベルグはまだ傍ぼう観かんを決め込んでいるようですが、オーデルでの手抜きぶりを見る限り、シルディーンという国が完全に弱体化するのを待っているとしか思えない」

　汚お泥でいの民めが、とジスカルドは吐はき捨てた。エルティーナはまだ黙っている。

「ですが、奴らはそれぞればらばらだ。レイデン家の当主は血筋だけはよろしいが、今年やっと成人したばかりですし、婚約者は元メイドときている。張りきって頭数だけ揃えたようですが、内部分ぶん裂れつ寸前のようです」

　最近ゼオルディスがろくに政務に参加しないこともあり、ジスカルドは最も早はやゼオルディスに確認も取らずに話を進め始めた。

「あなたが連れてきて下さった兵たちがいれば、最悪奴らが押し寄せてきても持ちこたえられる。むしろ……いや、これから先は、私どもが考える話ですね」

　ひとりでしゃべっていることにやっと気づいたらしく、そしてこれ以上説明する必要もないと思ったらしく、ジスカルドは急に話を止めた。

「改めて、お礼を申し上げます、エルティーナ様。さすがはシルディーン王家の血を引く御お方かた。あなたのような女性を妻に得られたことは、このジスカルドめにとって最高の誉ほまれです」

　きらきらと光の粉を振りまくような、華はなやかな笑みがジスカルドを彩いろどる。最近どうにも冴さえなかった分、その笑顔には力があった。

「まあ、さすが顔だけは抜きん出て秀ひいでた方の、全開の笑顔ですわ……」

　さながら離れ離れになる直前、白い光に包まれたかのように見えていたカシュヴァーンのようだ。眼鏡がないのでよく見えない分、なおさらそれっぽい。

　悔くやしいけど造作だけならやっぱりジスカルド様のほうが上かしら、と思っていると、

「ありがとう、ジス。でも、お礼はまだ早いと思うの」

　エルティーナも、美しい面おもてに真紅の薔ば薇らのような笑みを浮かべて言った。

　は、と呆ほうけたジスカルドから、エルティーナはゼオルディスへと眼を向ける。珍しい紫の瞳には、毅き然ぜんとした光が満ちていた。




「ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。我が不ふ遇ぐうの弟にして、度し難い暴君。シルディーン王家の血を引く身として、これ以上あなたを野放しにはさせません」




「なっ……!?」

「オーデル侯爵夫人、何を!?」

　ジスカルドとマーベリックが泡あわを食い、アリシアとレネも呆ぼう然ぜんとしている。

　ひとり涼すずしい顔で、玉座から立ち上がりもしないゼオルディスにエルティーナは続けた。

「よってエルティーナ・フィラル・ド・シルディーンが、本日今をもって女王として即位し、真の王としてこの国を導くことを宣言します!!」

　どこからどう聞いても、宣戦布告だった。














　水を打ったように場が静まり返る。

　一拍置いて、室内に張り巡らされたすべての鏡の中で、国王が笑いながら拍はく手しゆを始めた。

「──これはこれは、なんと勇いさましい！」

　面おも白しろそうに笑ったゼオルディスは、にやにやと「姉」に問いかける。

「しかし姉様、あなたはもうエルティーナ王女ではなくオーデル侯爵夫人だ。オーデル家に降こう嫁かした際、王位継けい承しよう権けんも失ったはずでしょう？」

「そうね」

　微笑み返したエルティーナが、棒立ちのジスカルドをちらりと見やる。

「だから、あの結婚はなかったことにします」

「は？」

　珍しく、ジスカルドとゼオルディスの声が揃った。エルティーナは平然と二人を見返し、皮肉っぽく笑う。

「聞こえなかった？　なかったことにします。どうしたのゼオルディス、あなたの得意技でしょう？　他人の結婚をなかったことにするのは」

　アリシアから最愛の夫を奪うばった方法を当てこすってから、エルティーナは張り裂けそうに瞳を見開いているジスカルドを見み据すえた。

「ジスカルド・オーデル侯爵。宰相の重責にありながら、国王の暴走を止められなかった罪はあなたにもあります」

「エ、エル……」

「──平たく言えば、あなたは私の夫に相応ふさわしい男じゃなかったってこと。王女の夫に足る力量の持ち主だから、結婚したはずだったものね。だからこの婚こん姻いんは無効。分かったわね？」

　問答無用で、だが拭えない寂さびしさも含ふくませた声でエルティーナが宣言した瞬間だった。

「レネ！」

　引きつって上うわずった叫び声。またしても一同の意識から消えていたマーベリックだ。

「殺せ！　オーデル侯爵夫人を殺せッ!!」

　がくがくと膝ひざを震わせ、命じる彼にレネはごく当たり前に応じる。

「私は国王陛下の護衛です。陛下のご命令にしか従えません」

「……だからお前は大成できないんだよ、マーベリック」

　やりたいことは分かるんだけどな、とひとりごちて、ゼオルディスはエルティーナに言った。

「暗殺では民意を得られない。帝王学の初歩ですよね？」

「そのとおりよゼオルディス。それに今ここで私を殺せば、外の兵士たちがどう動くか分かるでしょう？　次にまみえる時に、誰の眼にも歴然と分かるように決着をつけましょう」

　帝王学などまるで分からないアリシアにも、エルティーナが「次」をどこと想定しているかは分かった。

　戦場だ。

　互いに一軍を率ひきいる王と女王として、決戦を行おうと言っているのだ。

「──分かっているわ、ゼオ。あなたは優秀で努力家の、立派な王子だった」

　一段、エルティーナの声が低くなった。

　ゼオルディスが語り、ナディールが詳しよう細さいを補足してくれた「お話」を、当然エルティーナは知っているのだろう。かわいそうな王子様と、その母親の顚てん末まつを。

　そういえばゼオルディスは、なぜ「図書館の幽霊」になったのだろう。「強い王」になるために連れて来られた王子が、身分を隠かくして名家を転々としていたのはなぜだ？

　ファネリーが殺されたところで終わりではない。ゼオルディスの語る「お話」にはまだ、現在の彼に至るまでの続きがあるはず。

　これも聞かないと、と心に刻きざみながら、アリシアは「お姫様」の台詞に注意を戻す。

「けれど私も優秀で努力家で、いつか女王になれと言われて育ったの。だから……、可愛げのない女だと自分でも思うけど、これ以上見過ごせない」

　そのままくるりと、エルティーナは踵きびすを返した。護衛の兵士がついてはいるものの、敵地のただ中にいるとは思えない、潔いさぎよい立ち姿がひどく印象的だ。

「きれい……」

　眼鏡もない身ではろくに見えやしないはずなのだが、我知らず、アリシアはそうつぶやいていた。

「エ、エルティーナ様……」

　凜々しいその背を止めようとして、ジスカルドが呼んだ。エルティーナは顔だけで振り向く。

　オーデル侯爵夫妻の視線が絡み合う。だが、混乱したジスカルドの唇くちびるからそれ以上の言葉が出て来ない。

　紅あかい唇にやるせない笑みを浮かべ、エルティーナは再び前を向いた。

「さよなら、私の王子様」

　かつかつとかかとを鳴らし、振り向かないで彼女は去っていく。『夢の王子様』をはじめとした乙女おとめの理想の結晶と、愛いとしの性しよう悪わる王子様を置き去りにして。

「さよなら、私の中のお姫様」

　そしてすべての鏡の中から、誇り高き女王の姿は消えた。







　エルティーナが謁見の間を出て行ってしまった後、ゼオルディスは上じよう機き嫌げんでジスカルドに語りかけた。

「ああ、全く、いい女だなエル姉様は！　独身に戻られた以上、俺にも機会があると思っていいんですかね、ジス義兄様？」

　なんとも答えられないでいるジスカルドに対し、今思い出したようにゼオルディスは笑った。明るく、快かい活かつに。

「ああそうだ。姉様に捨てられたあなたは、もう俺の義兄様ではないんでしたね」

「……！」

　息を飲み、後ずさるジスカルドをゼオルディスは視線と言葉で追いつめていく。

「それどころか、反逆者の元夫か。見せしめにはもったいない美貌ですが、残念だなあ」

「へ、陛下、私は、何も……!!」

「冗じよう談だんですよ」

　呆あつ気けなく、ゼオルディスは手の平を返した。

「あなたがいなくなったら、誰が俺の代わりに面倒な国政をやってくれるんですか？　差し当たって今回のことは、事実無根、姉様の妄もう想そう、ちょっと心が疲れていらっしゃるようだときっちり宣伝しておいて下さいね。お前もお手伝いしろよ、マーベリック」

　ついでのように声をかけて、ゼオルディスは玉座から立ち上がった。手にしていた鎖を軽く引っ張って、

「さあアリシア、部屋に戻ろう。『昇天するほど愛して　無精髭の王子様は金持ち筋肉持ち霊感持ち』の設定をもっと練ねらないと。どうせだから乙女だけでなく、男が読んでも面白いものにしたいな。まず悪あく霊りようレーガッタは、生前は大変な美少女だったということにしようか」

「ああ、それもいいですわね」

　一度話に乗ったアリシアだが、さすがに今すぐ創作に没ぼつ頭とうするのは無理だった。

「あの、それより……よろしいんですの？」

「レーガッタが美少女じゃだめってことか？　しょうがないな、じゃあ美少年にするか」

「いえ、エルティーナ様です。あのまま行かせておしまいになって……」

　次は戦場。

　そう言いきって去って行った姉を、ゼオルディスは何もせずに見送った。今も、彼女を追わせようともしない。

　しかし次にまみえた時、エルティーナはひとりではあるまい。

　一大勢力を作り上げつつあるというティルナード。彼と合流するのは間違いない。

　元王女であるエルティーナの名に惹ひかれ、集まってくる者たちも大勢出るだろう。名家とはいえ一地方伯の若造でしかないティルナードと比べれば、圧倒的に存在感と華のある旗印だ。

　無事に逃げ延びていれば、元聖女であるクロエ、ナディール、レオニア……そして名実ともに最強の暗殺者となったルアークも仲間に加わっているはず。

　──さらには、バルロイやカシュヴァーンも。

　王家の側に勝ち目があるとは思えない。

「フロリアンの時もそんなことを言っていたな。じゃあまた、レネでも差し向けて殺すか？」

　そうだ、フロリアンだってティルナードたちに手を貸す可能性はあるのだ。そう思いながら首を振ろうとしたら、先にレネが断った。

「ギゼにやられた傷がまだものすごく痛いので無理です」

「無理か。じゃあしょうがない」

　これまた軽く、ゼオルディスは諦あきらめた。……また、違和感がアリシアを襲う。

「国王陛下は、本当に『強い王』になりたいんですか？」

　聞こう聞こうと思っていた問いが、端たん的てきに口から出た。

　今にも歩き出そうとしていたゼオルディスが足を止め、真顔でこちらを見返してくる。

「私は本当に、あなたの真のお姫様ですか？」

　さらにもう一歩、踏み込んだ質問をしたところ、不意に首輪が喉に食い込んだ。

「うぐっ……!?」

　ゼオルディスがいきなり鎖を引いたのだ。引く力の強さ自体にも耐えきれず、思わずその場に膝を突き、ごほごほと派手に咳き込んでしまう。

「全くお前は、普段は馬鹿としか言いようがないのに、勘かんだけで本質を突いてくるよなあ」

　真上から降ふり注そそぐ冷れい酷こくな声は、アリシアの好きな本にもよく出てくる蛇へびを思わせた。

　しかしその分、最近聞き慣れた甘ったるい声よりは嫌けん悪お感かんが少なかった。

「ああ、ごめんなアリシア、急におかしなことを言うから手加減できなかった。立てるか？」

　いきなりまた甘ったるい声でささやかれ、手を貸されて立ち上がらされる。涙目のアリシアを見つめて、ゼオルディスは笑った。明るく、快活に。

「そんなに俺のことを知りたがってくれているとは、光栄だな。さてはいよいよ、俺のことを好きになって結婚して子供を産んでくれる気になったか？」

「けほっ……、無理ですし、嫌、です」

　咳き込みながらもしっかり断ると、ゼオルディスは「相変わらず贅ぜい沢たくなお姫様だ」と笑う。

「しょうがないな。じゃあ、交換条件だ」

「交換？」

「前に話した、かわいそうな王子様の『お話』を覚えているか？」

　途端にアリシアの頭の中に広がるのは、奇妙に世せ知ち辛がらいおとぎ話。泣いて泣いて、やがて泣かなくなった王子様。

　その補足と続きにあたると思われる、例の女男爵についての話はナディールから聞いている。泣いて泣いて、やがて泣かなくなった王子様の母親。

「ええ、ファネ……、もが」

　魔法の呪じゆ文もんを口にしかけ、慌あわてて口元を押さえるとゼオルディスはにやにやした。

「おやおや、その様子だと、誰かに余計なことを吹き込まれたようだな？　はは、王家の権けん威いも地に落ちたものだなあ」

　その王家の頂点に立つ者とは思えない、気楽な口調でうそぶいてから、改めて交換条件を口にする。

「あの『お話』の続きを、お前が考えてくれよ。かわいそうな王子様が、幸せになれるように頼む」

「……私が……？」

　すべての解答があると思われていた「お話」の続き。

　まさかそれを、自分で考えろと言われるとは。しかも、ハッピーエンドを目指せ、なんて。

「さあ、戻るぞ。『昇天するほど愛して』も考えないといけないからな。なんならおじさまに相談しに行くか？」

　考え込むアリシアの首についた鎖をじゃらじゃらと鳴らしながら、ゼオルディスは今度こそ歩き出した。








　終章







「そういう訳で、三千の兵士と一緒に私を女王として迎むかえ入れてほしいんだけど、いいかしら」

　レイデン地方の南部、好意により貸し出された新しん興こう貴族の邸てい宅たく内ないの一室にて、エルティーナはにこやかにそう言ってのけた。休息らしい休息も取らずの強行軍のため、さすがに疲ひ労ろうの翳かげりはあるが、真夜中だというのにその眼は明るく輝かがやいている。

　対する茶色い髪の若者は、ひととおりの経いき緯さつを聞き終えた上での申し出にだらだらと冷や汗を流し続けている。

「え、ええと……その……、た、大変なご決断で……、僕のような未み熟じゆく者ものには、なんと言えば、いたたたた!!」

　レイデン家の領主にして、王家からは「玉座簒さん奪だつを狙ねらう逆ぎやく賊ぞく」と糾きゆう弾だんされる身となったティルナード・レイデンは、右手の甲を引っぱたかれて飛び上がった。

「何するんだセイグラム!!」

　小さな鞭むちで的確な一いち撃げきを食くらわせたのは、彼の執しつ事じ兼けん教育係であり、現在は反乱軍の作戦参さん謀ぼうでもあるセイグラム・アーレイだ。眼鏡めがねの縁ふちを押し上げ、呆あきれた声で答える。

「あなたが馬ば鹿かなことをおっしゃるからです。言うべきことなど決まっているでしょう。女王陛へい下かが、あなたに慰なぐさめや憐あわれみを求めているとでもお思いですか？」

　馬鹿にしきった物言いに、いっそ僕のほうが慰めてほしい、とティルナードは恨うらめしげに彼を睨にらんだ。成長のないやり取りを見て、エルティーナはくすくす笑っている。

「あなたたちは本当に変わらないのね。アリシアの周囲の人たちは、なんというか、いつ見ても和なごむわ」

　美しい紫むらさきの瞳ひとみに郷きよう愁しゆうめいたものを浮かべ、切なげに微笑ほほえむエルティーナに、ティルナードは慌あわてて先の返事をした。

「も、申し訳ありません、せっかく来ていただきましたのにみっともないところをお見せして……！　あの、でも、ぜひお願いします!!　しょ、正直ありがたいです!!　本当に!!」

　ジスカルドとの結婚を無効とし、それを理由に王位継けい承しよう権けんを取り戻したエルティーナが女王として即位。彼女の忠実なる僕しもべである、訓練の行き届いた三千の兵士つき。

　現在のティルナードたちには、涙が出るほどありがたい申し出である。

「ほ、本当にいろいろ、困っていたんです……！　何分地方伯と新興貴族の利害は一いつ致ちしておりませんし、クルセージュに不ふ穏おんな動きがあるようですし……!!」

「『先生』の死によってラグラドールが静かになってきたら、ますます動きが露ろ骨こつになってきたみたいだしねえ」

　頭の後うしろで腕うでを組み、ぼやく銀ぎん髪ぱつの少年はルアークだ。太ふと股ももに包帯が巻かれているが、それ以外目立った傷や疲労した様子はない。

　傷を負おったルアークとジェダが、互いを支え合うようにしてレイデン地方にやって来たのもつい数日前のことである。一緒にレオニアとクロエ、そしてなんとナディールまでもやって来た。

　いずれ訪れる決戦を前に、王宮内部の様子を探さぐり、可能なら囚とらわれのお姫様たちを救い出す。そんな命めいを受けて出て行ったジェダたちは、アリシアの救出にこそ至らなかったものの、想定外の成果をあげたのだ。

　──その過程で出た犠ぎ牲せいについて、思うところもあるが、今は前に進むしかない。

「……ええと、ルアークの言うとおりです」

　相変わらず自分の言葉でしゃべれないジェダが、「弟」の台詞せりふに便乗する。『先生』から受けた傷はあらかた回復しているが、ルアークと比べると怪け我がの痕あとが目立った。

「あの陛下に対たい抗こうできる名として、オーデル、失礼、女王陛下ほど相応ふさわしい方はいらっしゃらないでしょう。王宮内のことについても、自分以上にご存じでしょうし」

「友達」ゼオルディスのことを思い出してか、物もの憂うげにつぶやく様さえ絵になる銀髪の美青年はフロリアン・マーベル。ゼオルディスの近きん侍じを辞した彼もまた、最近ティルナードたちの仲間となった者のひとりである。

　妹ミューゼの「不ふ慮りよの死」の衝しよう撃げきにより、発ほつ作さ的てきに王宮を飛び出したフロリアンが、自みずから「王家に対抗するためには、自分の知識も役に立つだろうから」と申し出てきたのだ。とはいえ彼はあのゼオルディスの最も近しい「友達」であり、当初は誰もが盛せい大だいに疑ったが、「不慮の死」の内実を聞いて考えを改めた。

　このように、得られた者も多いのだが、多くなりすぎてまとまりがなくなりかけているのが最近のティルナードの悩なやみだった。中ちゆう途と半はん端ぱに図体だけ大きくなった反乱軍は、打倒国王という目標を果たす前に内部崩ほう壊かいを引き起こしそうになっていたのである。

　毎日領地内を駆かけずり回り、綱こう紀き粛しゆく正せいに心を砕くだいていたカシュヴァーンの苦労が身に染しみて分かった。望まれない者が頂点に立つというのは、本当に大変なことなのだ。

　しかし元王女という非常に分かりやすい偶ぐう像ぞうを中心にすれば、烏う合ごうの衆にももう少しまとまりが出るだろう。

　多少残念で、悔くやしくもあるが、今はほっとした気持ちが強い。元々自分などに務つとまる役ではなかったのだ。

「改めて、僕のほうからもお願いします。どうぞ女王陛下、お導きを」

「私個人の意見としては、このままティルナード様に玉座を摑つかんでほしかったのですがね」

「おい、セイグラム!?」

　いきなり執事の裏切りに遭あい、ティルナードが突っ込むと、セイグラムは肩かたを竦すくめてみせた。

「ですが、あなたのお名前により綱紀が引き締められたことには感謝しております。態度を決めかねていた者たちも、ここに来て大勢寝返り始めましたし」

「それはよかったわ。まあ、ここに来るまでの間も、たっぷり宣伝しておいたしね」

　セイグラムの無礼をさらりと流し、微笑むエルティーナの表情は余裕に満ちていた。

　夫に顧かえりみられない憂うれいゆえの、退たい廃はい的てきな色香は最も早はやどこにも感じられない。王女として生まれ、女王となるために教育を受けた者として、内側から輝くような自信と誇ほこりがみなぎっていた。

「ですが……あの、失礼ですが、本当によろしいのですか、女王陛下。無論直接的な戦せん闘とうは僕たちが行いますが、その、王家からは裏切り者と呼ばれるでしょうし、特にオーデル侯爵や国王陛下には非難されるでしょう。命を狙われることにも……」

　まぶしい思いをしながら改めて問えば、エルティーナの声もほんの少しだけ哀あい切せつを帯おびる。

「仕方がないし、もう覚かく悟ごは決めたわ。……本当は、薄うす々うす自分でも分かっていたの。私はお姫様になんかなれない、女王様になるしかないんだって」

　室内の空気が暗く沈しずむ。それを振り払うように、エルティーナは明るい声を出した。

「こうなった以上、女王として最善を尽つくすつもりよ。戦闘の指し揮きは慣れているあなた方にお願いするわ。私は私の名前と影響力を使って、味方の増員と統とう率そつを担当します。それでいいわね？」

「……はい！」

　きびきびとした采さい配はいに、ティルナードはしっかりとうなずいた。

「いいお返事ですね。さすが、気が強い女性の尻しりに敷しかれるのがお好きなだけある」

「お前うるさいぞセイグラム!!」

　婚約者であるノーラのことを当てこすられ、わめくティルナードはさておいて、エルティーナは今度はルアークに眼を向けた。

「ルアーク、それにジェダも、アリシアを助け出してあげられなくてごめんなさいね。あの馬鹿弟には、一緒に必ず天てん誅ちゆうを下しましょう」

「了解です、女王陛下！　俺も最近気がついたんだけど、こう見えて女王様が好きなんで、よろしくー!!」

　おどけて最敬礼したルアークの横で、ジェダも慌あわてて同じことをした。それに気づいて苦笑したルアークの眼が、ふと真ま面じ目めになる。

「あんたも損な性分だね、エルティーナ様。実際あんたはお姫様だし……本当は誰よりも、お姫様で乙女おとめなのに」

　エルティーナは驚いたように黙だまってから、やがて微び苦く笑しようとともに首を振った。

「……言わないで。分かっているわ。でも、仕方がないの。お父様が死に、ゼオルディスの馬鹿がああいう状態な以上……誰かがこの国の未来を背負わないと。……そう考えるように教育されているのよ、私」

「高貴なる義務、ってやつか。偽にせ物ものだからこそ、本物になるためにがんばる人って、嫌きらいじゃないよ」

　フェイトリンにてキリアンが口にした言葉を繰くり返すと、ルアークはその場に膝ひざを折った。

「我らがお姫様にして女王陛下。あなたの今後の身の安全は、今や世界に並ぶ者のない暗殺者となったこのルアークが、命に換えても保証します。どうか俺たちを、お導き下さい」

　普段の飄ひよう々ひようとした物言いとは打って変わった、恭うやうやしい誓せい約やく。

「お、俺はルアークの足あし下もとにも及びませんが、あなたの護ご衛えいぐらいならできます。どうぞ……その、末永くよろしくお願いします。……俺も、『家族』を取り戻したいのです」

　対して、ジェダの誓約はいちいち微び妙みようだが、本気であることだけは伝わってきた。

　死神兄弟それぞれの誓ちかいを聞いたティルナードも、セイグラムと目め配くばせして同じくひざまずく。

「僕、いえ私も、レイデン家の名めい誉よと誇りに懸かけて誓います。エルティーナ・フィラル・ド・シルディーン陛下、あなたこそが我らの女王。どうぞこの国難より、シルディーンをお救い下さい」

「セイグラム・アーレイも主あるじと気持ちを同じくしております」

　四人の行動に触しよく発はつされてか、フロリアンも膝を折る。

「……非才の身ながら、フロリアン・マーベルも本日よりあなたの騎き士しとなります」

　口くち下べ手たな彼らしく、簡素な誓いではあったが、水色の瞳の奥では清せい廉れんな情熱が燃えていた。

　容姿も性格も能力もばらばらの男たちに崇あがめられ、エルティーナは満まん更ざらでもない様子で微笑んだ。

「元〈玩具おもちやの兵隊〉の使い手たち、レイデン家の当主とその執事、そして『穢けがれ無き銀騎士』にひざまずかれるなんて、なんていい気分！　ふふ、女王陛下もなかなか楽しいお仕事のようね。銀髪の男も、悪くないじゃない」

　頰ほおを上気させ、はしゃいだ声を上げたエルティーナは、咳せき払ばらいしてからにやりと笑う。

「もう独身なんだから、いい男を獲かく得とくするのに遠えん慮りよはしないわ！　ジスが地じ団だん駄だ踏ふんで悔しがるようないい男を見つけるためにも、力を尽くしてもらうわよ、あなたたち」

　ちゃっかりとそんな野望を口にしたエルティーナを囲み、シルディーン解放軍の軍議は夜遅くまで続いたのだった。





終　










　あとがき




　まだ二〇一二年という響ひびきに慣れていません!!　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ十四作目、本ほん編ぺんとしては十三作目の『死神姫の再婚　─目覚めし女王と夢のお姫様─』を読んでいただきましてありがとうございました!!　いつにも増して登場人数が多い、そして退（略）巻ですが、よろしくお願いいたします。

　前巻でもまたいろいろとアレがアレしてしまった（婉えん曲きよく表現）上に、今回もアレがアレしてしまった（婉曲表現）ので、敵味方がころころ切り替わっています。私もたまに分からなくなったりしていますが、そのために人物相関図も用意しておりますので、がんばってついて来て下さいね!!







　物語はいよいよ佳か境きように入り、あれこれ決着が着いたりそうでもなかったりで、書きながらひとりでしみじみしていました。弱かった人が強く輝かがやく一瞬に燃える少年漫まん画が脳のうなので、個人的には某ぼう弱虫さんはちゃんと書けて満足。

　タイトル通りの「女王様」巻なので、女性陣のがんばりが嬉うれしいですね。普段は守られていても、いざとなったら剣を取って戦える芯しんの強い女子キャラ萌もえ!!　しょうもない王子様に期待するより、そっちのほうが早い時もあるよね!!　まあアリシアは相変わらず、別に戦ったりはしないのですが、ほしい物をちゃんとほしい、と叫さけべるようになったのは彼女の成長だと思います。

　守ってもらえなかった女王様とか、相手を気絶させられるレベルの筋きん力りよくを身につけた女王様もいますけど、まあ……、まあ、萌えるよね!!　がんばれレオニア!!







　男性陣は悲ひ喜きこもごもですが、ゼオルディスは「お話」を自みずから語り始めました。彼についてのあれやこれやもそろそろお披ひ露ろ目めできそうです。「歪ゆがんだ鏡に映ったカシュヴァーン」である彼が、「お姫様」にどんな「お話」を望んでいるのか、楽しみにしていて下さいね。

　ルアークについては、結局のところこの形の幸せが最も望ましいのだと思います。「死神姫」一精神年ねん齢れいが高そうな彼です。少なくともジェダよりは絶対に高いですが、それゆえに苦労も多い因いん果がな性格。

　対して冒ぼう頭とうからピンチに陥おちいっている「お父さん」の精神年齢の低さが不安になりますが、アリシアさえ絡まなければそれなりにできる男のはずです。……本当ですよ!!　選ばれなかった「王子様」たちの死体の山に立っている自覚を持って、さっさと帰ってきてほしいですね。

　帰ってきてほしいと言えば、バルロイもとっととレネに会いに行ってほしいところです。個人的には作中一いい男だと思ってるんですが、いい男ゆえにレネとの関係をどうすればいいのか、困っている様子。

〈灰色〉コンビは、アリシアとの絡みが思ったよりも面おも白しろかったです。ギゼはなんだかんだで素す直なおな子。実は一番初期の設定だと女の子だったのですが、その場合ナディールとはどういう感じになったんだろうな……ルアークとの関係のほうが複雑化しそうですが。

「先生」は常に一いつ貫かんしていて、書きやすかったです。優等生タイプのジスカルドとマーベリックがぶれぶれだったのと比べると、分かりやすいですね。逆ぎやつ境きように弱そうな二人ですが、特にがんばって、「夢の王子様」……。

　ティルは、えーと、前巻かっこよかったのですが、まあしょせんはティルですから（笑顔）。このあたりに収まるのが妥だ当とうではないか、と思います。己おのれの分ぶをわきまえられるのは、いい男の証しよう拠こ!!　（おセイの舌打ちは無視）

　トレイスについては、とりあえず貞てい操そうの無事と画力の向上を祈ってあげて下さい。







　気がつけば「死神姫」というお話も巻を重ね、すっかり長期シリーズになりました。ここまで話が続くとは、正直私も思っていなかったのですが、あともう少しだけお付き合いいただければ幸いです。







　メールをいただく時間を見ると不安になってくる担当・山内様、近年ますますお忙しい中助けていただいているイラストレーター・岸田メル様とがんばりますので、次巻もよろしくお願いします。
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ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/
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岸田メルです。最近海苔のおいしさに目覚め、仕事中常に食ってます。カロリーも低いし、おかしを食べるより太らない！　最高！　とか思ってると、30分くらいで味付け海苔50枚食ってるので塩分やばそうですね。近所のコンビニで売ってる韓国海苔が一番のお気に入りですが、いつもそればっかり買ってるので店員に「あの海苔野郎」って思われてるかも！




ウェブサイト…http://maigo.jp/
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─目め覚ざめし女じよ王おうと夢ゆめのお姫ひめ様さま─
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